
    　

    　

    　

    　

    　

    母娘百合アンソロジー第３弾

    　大きな愛に抱かれて


    このアンソロジーはみなさんがお持ちのスマホやタブレット、ＰＣの設定により読みやすさが変わります。読みにくいと感じたら、設定のフォントサイズ等をご変更ください。作品をより楽しむために、その都度ご変更いただければ幸いです。

    

    



    
        プロローグ　

        　

        「準備はいいかしら」

        「うん」

        「被綿きせわた、菊酒、菊合わせ。菊湯に最後は菊枕」

        「もー、毎年やってるんだから分かるよー」

        「音羽おとは。こういう行事は準備が本番よ」

        「わかったってばー。ねぇねぇ！　早く！　お母さんとの時間が終わっちゃう！」

        「ふふ。はいはい」

        　重陽の節句。延命長寿を願い行われる平安より続く行事で。菊を中心としたいくつかの工程に分かれ、秋を楽しむものである。

        　しかし、彼女たちにとって今日は特別な日であった。

        　優しいほほえみを浮かべる円熟した女性は、菊乃。

        　同じくそれに答えるようにほほえむ少女、音羽。

        　ふたりは親子であり、そしてこれから愛し合う者同士であった。

        「はぁ。毎日こうしてたい」

        「ふふ。やってることは変わらないわ。私は料理、あなたはそのお手伝い」

        「うー、だってさぁ。こそこそしてるの、やなんだもん。私はもっと堂々とお母さんに好きって言いたい」

        「だから今日があるんじゃない。今日なら、何回言っても。誰もとがめないわ」

        「じゃあ、今から１年分の好きを言うね」

        「それじゃ日が暮れちゃうわ」

        「それはやだなぁ」

        　そう。重陽の節句である今日この日は彼女たちにとって唯一、人目をはばからずに愛し合える日であった。家族は、たまには母子水入らずで。くらいの感覚だろう。

        　ふたりが、こうして唇を合わせていることなど知るよしもないのである。

        「ん……」

        「ん……ぅ……」

        「めっ」

        「むー……」

        「今、舌を入れようとしたでしょう」

        「いいじゃん」

        「だぁめ。あと三年待ちなさい」

        「……はぁい」

        「やけに素直ね」

        「今日は、ケンカしたくないもん」

        「ふふ。いい子ね。たくさんご褒美あげないと」

        「ん……そうだよ……私……一年もがまんしてる……」

        「えぇ。よくがんばったわね……」

        　菊乃に抱きつく音羽。その肌の温かさを、柔らかさを楽しんでいると瞳がとろん、としてくる。やはり、二人は親子であり。恋人だった。

        「あ、足りないのがあった」

        「あら、買ってきましょうか」

        「ううん。大丈夫。ひとこと言うだけだから」

        「どういうこと？」

        　

        「大好き。菊乃」

        　

        「は……あ……」

        「あはは。まっかっか」

        「あ、あの……お母さん……でいいわ……」

        「うん。わかった」

        「はぁ……もう……いたずらっ子ね……お母さん困っちゃう」

        「どんなお母さんも、大好き」

        「も、もう。わかったわ。ほら」

        「本？」

        「えぇ。母と子の愛し合う姿が書かれている作品。読みながら、今日を過ごしましょう」

        「うん。あ、私たちも書いてもらおうよ」

        「それは、必要ないかもしれないわね」

        「えー、なんでー？」

        「こっちの話よ」

        「むー」

        「この本を読み終えたら、行事を始めましょう」

        「うん」

        　そして菊乃はページを開く。

        　新たな母娘百合の物語が紡がれていく……。


        
            プロローグ　
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        一作目　大きな愛に抱かれて　千手美花


        　今日は年に一度の幸せな日。

        　誕生日？　違うよ。お母さんといっしょにいられる日なの。

        　私の家は少し変わった風習があって。

        　重陽の節句のひとつ。菊花の宴。この日だけは、お母さんとふたりきり。

        　うちの家系が菊による繁栄を……とか聞いたことがあるけれど。それはどうでもいいの。ただ、私の音羽という名前は音羽小菊からもらっているし。お母さんの名前は菊乃。だから菊と関係が深いんだろうなぁ、それくらいの感覚で。

        　そんなことよりも、やっぱりお母さんとふたりきりになれる、それが一番大切。

        　今日は菊花の宴の行事をひとつひとつ行っていくの。

        　菊の被綿、菊酒、菊合わせ。菊湯のあとに菊枕。

        　菊にあやかり。長命、長寿、これからの繁栄を願う。

        　お母さんと一日でも長く、いっしょにいられますようにと……。


        【菊の被綿】

        　菊の切り花に綿を乗せたもの。雲が乗っているみたいで、ちょっとかわいい。白。赤に白ぽつ。黄色に赤ぽつ。が一般的。大宮八幡宮で見られるらしいけれど、私はお母さんに教えてもらった着せ綿がいちばん好き。

        「ほら。お母さん」

        「なぁに？　『老いを拭いなされ』ってこと？」

        「うぇー、なんでそんな嫌味言うの？」

        「ふふ。違うわ。紫式部よ」

        「ふーん……」

        「女官が被綿をするとき、そう言ったの。それで、紫式部はこう返した『私は、少し若返るくらいでいいわ。だからあなたには千年の寿命を』って」

        「すごい。太っ腹だ」

        「ふふ。そうね。でもね。お返ししようとしたとき、その女官はもういなかったの」

        「どういうこと？」

        「諸説あるけれど、私は『紫式部のことが好きだった』からかしら」

        「うーん……難しい」

        「かんたんに言うと、私があなたに思っていることといっしょよ。私のことはいいから、あなたには美しく、たくさん生きてほしい、それと同じだわ」

        「なら私は『世界の半分をやろう』かな」

        「ふふ。なぁにそれ」

        「ゲームの話。私は、お母さんと寿命をわけっこしたい」

        「そう。ありがとう」

        「む。信じてない」

        「信じてるわ。だから菊花の宴をするの」

        「うん」

        　菊花の宴。それは長寿と永遠の美を願う行事。

        　白の綿をお母さんの顔にぽんぽん。するとお母さんは赤に白ぽつを私に。そして黄色に赤ぽつはふたりの顔ではさむ。手慣れた手つきで。ひとつひとつ行っていく。

        　これは菊花から受け取ったエキスをその肌につけ、その恩恵をいただくものらしくって。

        　これをすると肌がしっとりする。

        　すべての被綿を外したら、お互いの頬をつける。

        　みずみずしい、ふたりの女性の肌が重なって。じわりと温かくなる。

        　重陽の貴族たちも、こうしてふたりの温度を重ねあってたのかな。

        　そう思うと、すごくえっちな感じだ。

        「ドキドキしてるわ」

        「私も……」

        「ほら、さわって？」

        　お母さんは、ずるい。真っ白できれいな頬を、ピンク色に染めて。その柔らかい肌に、手をふれさせる。

        　ドク。ドク。ドク。

        　血が流れているのが、手のひらを伝わってくる。

        　こんなに、落ちついているのに。私と同じで、緊張してるんだ。

        「すごい……心臓が飛び出しそう……」

        「ふふ……お母さんも今日を、楽しみにしてたのよ？」

        「私も、そう」

        「うれしいっ……音羽……大好きよ……」

        「は……あ……お母さん……」

        「ん……だぁめ。エッチは、大人になってからよ」

        「ぶー……」

        「ふふふっ。もう、すねないでぇ。かわいいんだからぁ」

        　お母さんは、やっぱりずるい。いつもこうやって私をからかって。心がむずがゆい。

        　大きなおっぱいも、お尻ももちろんエッチだけど。話し方、匂い。その全部が今日だけは私のものなのに。手もふれられるのに。心の中に入ろうとすると、離れてしまう。

        「はぁ……」

        「ふふ。ごめんねぇ」

        「一年に一回くらい……いいじゃん……」

        「だぁめ。がまん、できなくなっちゃうわ」

        「私はできるよ。いつもどおり、今日以外はふつうの親子で……」

        　

        「私が、よ」

        　

        「は……い……？」

        「ごめんなさい……私ね……音羽が思ってるほど、正しい大人じゃないの」

        「え、え？」

        「今だって、あなたの身体に触れて……気持ちのいいところを……」

        「ま、待って！」

        「ふふ。そういうこと、よ」

        「うー、いじわる」

        　真綿で首を絞める。と言うけれど、まさにその通り。

        　私はお母さんにこうやって焦らされながら、心をもてあそばれるのです。

        　ひどい人、です。だからこそ、私だけを見てほしい。だからこそ、菊花のように大事にしたくなる。

        　そっと抱きよせられて、髪をなでられる。呼吸がゆったりとしてきて。お母さんとひとつに重なりあって混ざり合ってしまいそうだった。温かい。とてもゆるやかな幸せ。

        　昔から、そうだった。

        　お母さんはいつも私の隣にいてくれて。私を包んでくれていた。

        　だけど、ひっかかりがある。菊花の宴は、私が産まれる前からやっていたらしい。だとしたら、こうして肌にふれていたのは……。

        「だれ？」

        「うん？」

        「ねぇ、私が産まれる前。菊花の宴。いっしょにやっていたのは？」

        「昔の、恋人よ」

        「ぶぅー」

        「もう。だから言わなかったのに」

        「なんでその人としないの。あ！　もしかして私に隠れて……！」

        「今はしてないわ。心配性ね」

        　うそではない、と思う。お母さんがこうしてじっと目を合わせるときは、私を落ちつかせるとき。目を、そらせなくて。体に力が入らなくなる。それが、とても気持ちい。

        （それに、私はお母さんを信じたい）

        　被綿の次の段階。御み祓そぎに。お母さんが、私のキャミにふれた。するりとカラダからほどけてしまう。私の肌が、お母さんの瞳に映る。

        「ん……」

        　しっとりとした手のひらが首筋にふれて。そっと降りてくる。ゆっくりと揉み込むように、菊綿の水分を含ませた手のひらで。昔は、くすぐったいだけだった。でも去年くらいから、かな。こうやってふれられると、カラダが熱くなる。

        「お母さん……」

        「気持ちい？　音羽」

        「うん……」

        　テキトーでいいのに。お母さんはきちんと指先までしっかりと巡らせてくれるから。恥ずかしくて、とても気持ちい。もちろん、大事なところもぜんぶ。

        「カラダが、大人になってきたわね」

        「うん……」

        「ちょっと前までは、あかちゃんだったのにね」

        「そんなことないでしょ」

        「ふふ。あなたにとっては、そうよね。でも、私にとってあなたといた日々は瞬きのようだったわ」

        「大げさだよ」

        「幾重いくえ。菊花の宴を過ごせるのでしょうね」

        「え……」

        「ほら、おしまい。今度は、音羽の番よ」

        「う、うん」

        　お母さんが、キャミソールをするりと外すと大人のカラダが目に飛び込んでくる。

        　なんて、きれいなんだろう。今から、このカラダを私が好きにしていいかと思うと、うれしくてたまらなくなる。

        　まずは、ぎゅっと抱きしめて。そうすると、頭をなでてくれる。とろんとして、自然と背中に腕を回して。ゆっくりとマッサージ。肩甲骨、背中、ウエスト、腰。ときどき、ぴくん。と動くから、気持ちいいのが伝わってくる。柔らかいおしりにふれて、後ろはおしまい。

        　今度は、前から。肩を揉んで、鎖骨の溝。するりと降りてきて。肩と胸の間の筋肉をほぐす。

        「ん……あ……」

        「へ、変な声出さないでよ」

        「ん、ふふ……ごめんね。気持ちよくって」

        「大きいから、肩こるよね」

        「そうね」

        「私もおっきくなるのかな……信じらんない」

        「ふふ。音羽のちっちゃなおむね、きれいだわ」

        「んっ」

        「あら、かわいいお声」

        「ちょっと……私の番だよ」

        「はいはい」

        「もう」

        　次は、おっぱいに手を添えて。ゆったりと揉み込む。これは、マッサージであって。検査みたいなものだと自分に言い聞かせる。興奮するな、興奮するな。これはエッチなことじゃないの。

        「ふーッ……」

        「音羽、落ちついて」

        「ふぇ!?」

        「鼻息がくすぐったいわ」

        「う。ご、ごめん」

        　落ち着け、私。前までは「おかあさんのおっぱいふわふわぁ」とか言いながら無邪気にやっていたじゃない。大丈夫。大丈夫、大丈夫。

        「ふーっ!!　ふーっ!!」

        「ふふ。もう。えいっ」

        　かけ声と共に、私はお母さんの胸に抱きしめられる。柔らかくて。もちもちもの感触に包まれて。私は、溶け込んでいく。

        　あぁ……気持ちいい。もう、これで人生が終わってもいいくらいに……気持ちい。

        　そうすると、自然に手が動いていって。優しくマッサージできた。お母さんのふわふわおっぱいは興奮することなく、そのままで。引っ込んだままだった。なんだか、かわいい形だった。

        「吸っていい？」

        「だぁめ」

        「なんで？」

        「うーんとね……」

        「吸ったらさきっぽ、出てきそう」

        「だからだめなの。その……」

        「うん？」

        「したく、なっちゃうわ」

        「は、はひ」

        「あなたがもうちょっと、大人になったらね」

        「う、うん……」

        　ごまかすように、次はお腹をマッサージ。たゆたゆしていて。柔らかくて。それでいて、たるんでいるわけではない。不思議な感覚。気持ちい。お母さんのカラダは、どこをさわっても優しさで出きていて。ずっと、さわっていたくなる。

        「え、えへへ」

        「音羽？」

        「気持ちいいなぁ……お母さん……えへへへへへへ……」

        （自分の世界に入ってるわね）

        「あ、今日はここ。どうする？」

        「やだ……聞かないで……」

        「あ」

        「もう……」

        　口に出して、しまった。と思った。私が小さい頃は、その、下着の下の方もやっていたのだけど。大きくなるにつれて、やめていたから。そこは飛ばして、脚。太もも、ふくらはぎ指先。これで御祓はおしまい。

        「もう、急にびっくりしたわ」

        「ううう……ごめんて……」

        「菊湯の時でいいわよ。去年、決めたじゃない」

        （いや、逆になに言ってんの。お風呂でもダメでしょ。去年の私）

        「ま、まぁ。でもどうしてもって言うなら……今すぐにでも……いいわよ……」

        「は……か、かんたんにさわらせるのはダメだよ！」

        「そう？　音羽ならと思ったんだけど」

        「う、うううう……と、に、か、く！　次。菊酒いこうよ」

        「そうねぇ」

        　危なかった。あのまま流れで、ふれていたら……そのまま……。いやそれも本望なのだけれど。もう少し、あと少し……。

        　お母さんの流していたポッドキャストで聴いた曲が頭に流れていた。

        　

        【菊酒】

        　

        「ん……おとはぁ……」

        「ちょ、おかあさん……まって……！」

        「んふふふ……おっきくなったわねぇ……きれいなカラダ……おいしそう……」

        「ひぃ！」

        　菊酒。被綿の菊たちを隅に置いて。私たちは次の菊酒に。といっても私はお酒が飲めないので盃に水を。お母さんは『菊鷹』というお酒らしい。お米の香りがするもので大人になったら飲めるのかなぁ、なんて思った。

        　深紅の盃。お母さんのには、菊の文字。私のには音。それをお互いに注ぎ合う。金の縁のギリギリまで。お母さんは手慣れた手つきで完璧に。でも私は、お酒の瓶は思ったよりも重く。少しこぼれてしまった。

        「あ、ごめん」

        「いいのよ。『あふれんばかりの生命を』という意味もあるらしいから」

        「そうなんだ」

        「その頃、お酒は大変高価な物だったから。祝いの席、菊花の宴くらいは、贅沢を。栄華の証でもあったのね」

        「ふぅん」

        　最後に赤小菊『音羽』大輪菊『大掴み』を浮かべて完成。

        　音の盃をお母さんが。菊の盃を私が。

        　すくうようにして盃を口元に。カラダに染み渡らせるように大切に喉へ。代絶えず、続け。という願いを込めて、息継ぎなしで飲んでいく。

        　飲み干して、盃を置く。菊を食べてもいいのだけど。私たちは食べない。被綿の隣に添えて。菊酒の演目はこれでおしまい。

        　このあとはお腹を満たすためにおつまみを食べたりする。

        　菊花蕪きつかかぶらに菊人参きくにんじん、菊南瓜きくなんきんと菊きく蓮れん根こん。菊きく椎しい茸たけから菊きく茄な子す、菊きく卵たまご。菊に見立てた飾り切りが食卓を彩る。私も毎年手伝っていたからそれなりには作れるようになったけど。やっぱりお母さんのには敵わない。

        「ほぇー。きれい」

        「ふふ。もう慣れっこだから」

        「私もできるようになるのかなぁ」

        「なれるわ。あなたがお嫁さんに行く頃には」

        「え……」

        「菊花の宴は花嫁修業もかねてるの。美磨き、酒注ぎ、身合わせ、湯浴み。そして、寝所を共にする。全部愛する人とすることよね」

        「じゃ、じゃあ」

        「飾り切りが、上手になる頃に、あなたは……」

        「そんな……お母さん……」

        「ひっく」

        「お母さん？」

        「ん……」

        「な、泣いてるの？」

        「ふ、ふふふふ……ないへない泣いてないわぁ」

        「は？」

        「んー……おとはぁ……」

        「きゃっ」

        　お母さんの顔をのぞき込もうとしたらそのまま押し倒されてしまった。

        　さっき飲んだから当たり前なんだけど、お酒くさい。顔も真っ赤で、体温がすごく高い。毎年、こんなんだったかなぁ。と思い出したら、わりとこんな感じだった。

        　この時だけはお母さんが私に甘えてくれる。それがなんだかうれしかったのを思い出した。頭をなでてあげると、私の胸にほっぺたをすりすりする。ネコみたい。かわいい。ただ……。

        「んんっ……くすぐったい……」

        「はぁ……ちっちゃいおむねかわいいわぁ……」

        「ちっちゃいって言うなぁ！」

        「いいじゃない……はぁ……あぁ……この絶妙なふわふわ感……手に収まる感じ……」

        「うぅ……へんたい……」

        「食べちゃいたい……」

        「ひぃ……」

        　そう言いながら、ぽろぽろ泣いているお母さん。お酒が入ると本性が出ると言うけれど。これがお母さんの本当の気持ちなのかな。そうしたら、ちょっとかわいいかも。

        「どうしたの……えっと……菊乃」

        「うぅ……音羽がお嫁に行っちゃう……」

        「行かないよ」

        「行くもん。いつか、私を捨てて」

        「そんな……」

        「行かないとだめなのよぅ。分かってるのよ。私だって、音羽より早くおばあちゃんになるし。結婚だけが幸せじゃないけど、それでも私がいなくなったら誰が音羽とエッチするのよぅ……」

        「へ？」

        「うぅ……」

        「え、エッチするの？」

        「したいわよぅ。音羽といちゃいちゃらぶらぶしてそのまま朝を迎えたいのよぅ」

        「え、えっと……」

        「毎日お風呂に乱入しそうになるのを抑えるのに必死なのよぅ！」

        「え、えっと。お母さんとなら、いっしょに入っていいんだけど……」

        「だめなのよぅ。今の音羽だったらそのままエッチしたくなるからぁ」

        「大きくならない方が……よかったのかなぁ」

        「そうじゃなぁい！　大好きすぎてつらいの！」

        「あ、あはは……」

        　お母さんのキャラが変わってしまった。でもそれがすごくかわいい。いつもは優しくて落ちついた感じだから。きゃっきゃしてるお母さんは新鮮で。しかもおっぱいを押しつけてくるし。スキンシップが激しい。私には、刺激が強い。

        「音羽？」

        「え、あぁ……なに？」

        「私、あなたのお母さんになれてる？」

        「うん。お母さんは、お母さんだと思う」

        「よかったぁ。心配なのよ。私、音羽が好きすぎるから。それが漏れてないかって」

        「いや。漏れてはいるけど」

        「やっぱりぃ！」

        　そりゃあ、そうだよね。と言いたくなった。なぜならお母さんはいつも私を中心に動いてくれているから。いっつも自分のことを後回しにして。宿題の時は大体いっしょにいてくれるし。いってらっしゃいとお帰りなさいは絶対。いや……おはようからおやすみまで。ずっといっしょだ。よく考えたら……お母さん、自分の時間ないんじゃないかな。

        「もし、もしだよ」

        「でんわ？」

        「ちがうよ。あの。もしかして。だよ。私がいなくなったらどうする？」

        「しおれちゃうわ。たぶん」

        「う。重いなぁ」

        「だからいつもは言わないんじゃないぃぃぃ！」

        「ま、まぁそうだよね。それで。私がいなくなったら、なにするの？」

        「うーん……もう恋人も作るつもりもないわ。何度かお話いただいてるんだけどねぇ」

        「そう、だよね。私がいなくなればお母さんはまた結婚できるもんね」

        「そうかしらぁ」

        「うん？」

        「きっと、私。ロリコンになっちゃうと思うわ」

        「は、はぁ!?」

        「音羽が大好き、っていう気持ちが置き去りになってぇ。同い年の女の子を追いかけ続けてぇ。もうひとりの音羽を作るかもしれないわよ」

        「サイコパス的だね」

        「そうかしらぁ。えっとね、だから。せめてあなたが大人になるまでは、いっしょにいさせてくれると、お母さんうれしいな」

        「お母さん……」

        「ふふ。音羽。大好きよ」

        「う。も、もう酔いさめてるでしょ」

        「あら。バレちゃった？」

        「どこまで本気だったの」

        「ひみつ」

        「もう……」

        　ふつうに話してくれるようになったお母さん。でも、まだ手元はおぼつかなかったから。料理は私が口に運んであげた。途中でいたずらっぽく口にくわえて渡したら、そのまま食べられて。キスされちゃったのはまた別のお話……。

        　　

        【菊合わせ】

        　

        「あん……ふふ……きれいだわ……」

        「お母さん……のも……きれい……」

        「ねぇ、どっちがいい？　私のと、音羽の」

        「わ、私は……」

        　お酒が抜けた頃。私たちは菊合わせに。

        　菊合わせとは、品評会みたいなものなのだけど。私たちの中では、お互いのいいところを褒めあう会。みたいな感じになっていて。

        　お母さんの大輪菊『大掴み』私の赤小菊『音羽』を組み合わせた生け花をお互いに作る。剣山を使わずに、七宝と呼ばれる花留めを使う。七宝繋ぎという柄にもあるような形のものです（これは全部お母さんが教えてくれた）。

        　本来生け花には主枝、副枝、客枝。という構成があるけれど。お母さんいわく「流派もない私たちはただ自由に生ければいいの」だそう。

        　お母さんの生けた作品は、どこか物語性があって。色も、背も、まとまっている。茎切り音はまるで音楽を奏でているみたいにきれいで、流暢で。私のたどたどしい作品とは大違いだった。

        「はぁ。なんか余裕がない感じになっちゃった」

        「あら。そうかしら。いいと思うけれど」

        　お母さんにみたいに、空間をきれいに空けて生けたいんだけど、うまくいかない。私の作品は、なんだか見ていて息がつまるのに。かといって減らすと寂しさを感じる。

        「若さ、ね」

        「なぁにそれ」

        「ふれてもいいかしら」

        「うん」

        「ここ。真ん中なんかは、こうして抜くと。空間ができるわ。でもこれだとさみしい」

        「そうなんだよね」

        「だったら、ここに白を入れるの。白は、空間の色。赤や黄色だと、存在感がありすぎるから。ほら、ちょうどいいわ」

        「すごい……さすがお母さん」

        「ふふ。慣れてるだけよ」

        　いつもそうやって謙遜するけれど、お母さんの作品はため息が出るくらいにきれいで。なんだかこれ以上、手を加えられないくらいに完璧だった。

        「むぅ……きれいすぎるよぅ……」

        「ふふ。ありがとう。音羽の作品、タイトルは？」

        「言わないとだめ？」

        「いやならいいけれど、さみしいわ」

        「う。あ、あの……。『大きな愛に抱かれて』って、つけた」

        「壮大ね」

        「下手っぴなのにね」

        「そんなことないわ。作品に上手も下手もありません。どんなことにも言えることよ」

        「そ、そうだったね。うん。それで、お母さんの大掴みを全体の形でイメージしてみたの。その中に音羽小菊がいる。その……つまり……お母さんの中に私がいるイメージで作ったの」

        「……」

        「変だったかな……」

        「もう一回、お母さんの中に帰る？」

        「へ？」

        「音羽がかわいいことを言うから……おいで」

        「うん」

        　キャミソール姿のお母さんに抱きしめられながら、ふたりの作品を見る。空間を切り取った美、それとは対照的に賑やかなかわいらしさ。お母さんの言った、若さ。ということが少しわかった気がする。　

        「〝白菊の　にほふさかりは　長月に　まだ咲く花の　さらになきかな〟」

        「どうしたの」

        「なんでもない」

        「ふふ。照れちゃって。その歌にはどういう意味があるの？」

        「『藤原顕仲ふじわらのあきなか』お母さんなら知ってるでしょ？」

        「歌は作者の意図と、それを好む人の意図。両方で初めて完成するわ。音羽がそれを詠んだ意味が知りたいの」

        「『私たちだけ咲く季節であればいいのに』って、思ったの。白菊ってあったから。あ、お母さんだ。って思って」

        「もう……お母さんを口説いてどうするのよ……恋しちゃいそうだわ」

        「してほしい……よ……」

        「音羽……」

        　抱きしめる力が強くなる。どこにも行かないで。そう言われているみたいで、心地良くて、寂しそうで、うれしくて。私はあと何回、お母さんとこうして菊花の宴を迎えられるのだろう。それはきっと私次第で。でも、心の片隅にはひとつの不安がある。

        　――もうこんなことやめないと。

        　私はもうすぐ高校生になる。もう、子どもじゃない。ふつうに考えたら年に一度とはいえ、実の母とこうして抱き合って、体を洗いっこして、いっしょに寝るのなんて。おかしい。自分の中に、お母さんが大好きっていう気持ちと。少しのうっとうしさがある。

        　これはきっと、思春期の親離れ。そんなことはわかってる。でも、自分ではどうにもできなくて。もしこれが、学校の友だちや知り合いにバレたら。どうしよう。私、きっといじめられる。そんな後ろめたさが居心地の悪さになる。

        　人は、どうしてこのままでいられないんだろう。そんなことを考える必要なんてないはずなのに。私の頭は勝手にそういうことを考える。

        　お母さんといっしょにいること。

        　お母さんを恋人だと思うこと。

        　そのことの、意味を改めて考えてしまう。

        「音羽？」

        「あ、うん。なんでもない」

        「心配事があるなら、言ってね。私は、あなたのためなら、なんでもするわ」

        「なんでも？」

        「えぇ」

        　

        「菊花の宴を、やめたい。って言っても？」

        　

        　待って。私は、何を口走っているの。そんなこと、思ってない。私はむしろ毎日でもこうしていたいと思っているはずなのに。どうして、どうして？

        　もう、イヤだ。

        　最近、特にそうだ。高校受験の話が出てきてから、自分の人生がどうとか。これからの未来がどう、とか。考えたくもないことを考えてしまう。

        　だから、だからなんだ。こんなことを言ってしまうのは、私は。私は……！

        「そう。じゃあ、これで最後なのね」

        「ちが……」

        「じゃあ、どうしてそんなこと言ったの？」

        「えっと……なん、だろう。わかんない。んだけど」

        「音羽」

        　お母さんの声が、いやに凜となる。透き通ったきれいな音。私を貫く、音。

        「もう、夕方だわ。お腹も整ってきたし。菊湯にうつりましょう。いいわね」

        「う、うん」

        「最後なら。私もわがままを言っていいかしら」

        「え……」

        　

        　

        【菊湯】

        　

        「おかあ……さん……」

        「きれいにしましょうね。すみずみまであなたのすべてを」

        　夕日差す和風の浴室で。私はその肌をお母さんにさらす。そうするとお母さんは、ドキュメンタリー番組で見た赤ちゃんの沐浴みたいに優しく、丁寧にカラダを洗ってくれる。私は、なすがまま。お母さんのまぶたは愛おしそうに垂れていて。本当にもう一度お母さんから産まれたみたいだった。

        「音羽は乳離れも遅くって。お母さん、お母さん。って、ずっとべたべただったのよ」

        「そう、なんだ」

        「もう、こんなに大きくなって。うれしいやら、悲しいやら。っていう感じね」

        「わ、わかったから」

        「手、おっきくなったわね。あの頃は私の指を一本掴むだけでせいいっぱいだったのに。もう、何でも自分でできるわね」

        「当たり前だよ……もう……」

        「脚も、こんなにきれい。たっちしたのも、友だちの中でいちばん遅くって。あんよも上手じゃなかったから。みんなにおいて行かれて泣いてたのに。今では……」

        「お母さん……」

        「思い出していったら、永遠に話せてしまうわ。のぼせちゃうわね」

        「う、うん……」

        　赤ちゃんの沐浴みたい、といったのは想い出に浸るお母さんのせいでもあり、照れ隠しでもある。当たり前なんだけど、ふたりとも何も着てなくて。だから、つまり。

        　

        「おっぱいをかくして！」

        　

        「あら……どうして？」

        「おっぱいだからだよ！」

        「ふふ。変な音羽。被綿のときは言わなかったのに」

        「あと、脚を挟まないで！　感触が！　えっち！」

        「ふふ。大人になったわねぇ」

        「だぁ！」

        　真剣に悩んでいたのにばかみたい。お母さんは、いつも私を子ども扱いする。もう、覆い被さる体勢は。そういうことで。ふつうだったらこれからなにをするかも想像できるの。ただ、それが女同士だから。どうするのかはわかんないけど……。

        「かわいい。ずっと、からかっていたくなるわ」

        「は……いじわる……」

        「ごめんなさいね。私、ネコで。よくからかわれて悦んでいたから」

        「ネコ？」

        「昔の恋人。って言ったでしょ。その人ね、女の人なの」

        「……は？」

        「それで、用語みたいなものね。タチ、かネコ。受け、攻め。とか役割に名前があるの」

        「は……はぁ!?　お母さんが、レ、レズビアンなの？」

        「ふふ。そう言われるとなんだかてれるわね」

        「い、いや……まぁ……」

        「私はてっきり、知ってるものだと思ってたわ」

        「う。いや。その。本とかでは読んだことあったけど。身近にいるとは……」

        「どうかしら」

        「え？」

        「自分と違う。って思う？」

        「うーん……なんだろう……普段すごしてるときは別にフツーだし」

        「そう」

        「別に、そんなに変だとは思わないけど」

        「そうなの。音羽。だから、おかしくないの。テレビやラジオ、ネットではよくマイノリティ、なんて言い方をして。私たちを分別しようとするわ。でも、何も変わらないの」

        　私を撫でながら言葉を紡ぐお母さん。その瞳には優しさと、寂しさ。それがまぜこぜ担っている気がした。私は今、きっとお母さんを傷つけた。それは反応と言葉で「あなたは異常だよ」と伝えたようなものだと思う。

        「ごめんなさい」

        「ううん。いいの。それが普通の反応だから」

        「っ……でも、私はお母さんのことを。きっと……」

        「音羽」

        「う。な、なに？」

        「その先は、軽々と口にしていい言葉ではないわ」

        「う、うん」

        「カラダ、さわられてどう思った？」

        「気持ちよかった」

        「そう、それは。どっちの意味なの？」

        「えっと……両方……」

        「そう。なら、これは？」

        「ん……」

        　お母さんのカラダが、ぎゅっと押しつけられる。激しく脈打つ心臓。伝わる体温。お母さんの匂い。そして、女性の匂い。

        　顔が熱い。のぼせたわけじゃない。発情、みたいなもので。お腹の中がむずがゆくなってくる。まるで、ひとりでシていた時みたいに疼く。

        「越えたい？　母親と娘の関係を」

        「っ！」

        「ずるいお母さんで、ごめんね。私は、あなたの意見を無視してまで恋人になろうという気はないの。この答えはあなたが自分で決めなければいけないこと。あなたが大人になるということよ」

        「そんな……」

        「先に出ているわね。準備ができたら、菊枕に。すべて、あなたに任せるわ。私はどちらも受け入れます」

        　立ち上がったお母さんは迷いなく凜としたたたずまいだった。肌をすべる水たち。湯船をまたぐときに見えた大きなおしりは、とてもかわいらしくて。それでいて、さみしそうな背中。それは、女である菊乃と母である菊乃。そのふたりが私に問いかけているみたいだった。

        　のぼせそうだったので。私も出ようとした。けれど、洗い場でぺたんと座り込んだ。お母さんのあまりの真剣さに、足がすくんでしまったのだ。

        　なんて、残酷なことを言うんだろう。これはきっと、大切な場面。

        　中学生の私に、母か女を選べ。そんなこと、できるはずがなくて。でもやらないといけなくて。頭の中がぐるぐるする。私のカラダに残る、お母さんの体温。それを頼りになぞっていくと、すぐにでも気持ちよくなれそうだった。

        　でも、そんなことをしている場合じゃない。私は、大事なことを決めないといけない。

        　私は私に「もしも」を問いかける。

        　もし、お母さんを選んだら？　今までの幸せな日々は続く。でもきっと、菊花の宴はこれで終わる。なぜなら私はもうお母さんのことを女として見てしまうから。そうなったら、この行事はただの演目にすぎなくて。今までみたいに無邪気なふれあいはできなくなる。

        　なら、女として菊乃を選んだら？　もしかしたら、毎日が菊花の宴のように互いにふれあって生きられるかもしれない。母と娘が仲むつまじく暮らしていたところで、ふつうの人から見ればただの仲がいい親子でいられる。ただ、その場合は私の中で、お母さんは母ではなくなってしまう。それはとても怖いことだった。

        　お母さん。私はお母さんとしての菊乃が好き。

        　でも、菊乃としてのあなたのことも好き。

        　両方望むのは、わがままなのかな。

        　考え事をしながら、気づけば私は……。

        　

        　お母さんのいる寝室に、足を踏み入れた。

        　

        【菊枕】

        　

        「おかえりなさい。音羽」

        「あ……え!?　う、うん」

        　そこには、布団が二つ並んで敷かれていた。部屋の中に香りが漂う。菊。これは菊枕の匂い。なんだか、なつかしい。思えば私はこの香りに包まれながらあなたの母乳を飲んでいた気がする。

        「菊花の宴はいつからだっけ」

        「あなたが生まれる前からよ」

        「その前の恋人のはなし。うやむやになってたでしょ」

        「どうしても聞きたい？」

        「うん」

        「それと、菊枕のお返事にはどういう関係があるのかしら」

        「……どっちの菊乃といたいのか。決めるために」

        「そう。なら話しましょう。あの子のことを、私が最初に愛した子のことを……」

        　

        　✾✾✾

        　

        　恋人の名前は茜。私と同い年の子だったわ。ショートカットの赤毛色を揺らして。ワンちゃんみたいに私に懐いているのが印象的な子。かわいらしくて、優しくて。それでいて、どこかさみしそうな雰囲気の子だったの。

        　出会いは生け花の教室。普段はきゃいきゃい、とはしゃいでいるくせに。花を生けるときだけは凜と美しくなるの。それはまるで、なにかが乗り移ったみたいに。その姿に、私は見とれてしまって。声をかけたわ「どうしたら、あなたのようになれるの？」って。そうしたら彼女、家に呼んでくれたの。

        　初めは怪しんだのだけど「女ひとりの家だから、大丈夫だよ」そう言われて、ついて行っちゃった。今思えばとても危ないことよね。私も「女の子となら、なにもないでしょう」なんて、思って。

        　お呼ばれした彼女の家にはたくさんの菊花が飾ってあったわ。ウッド調で整えられた最低限の家具。そこにはフラワーアレンジメントや花瓶。そして、写真立て。その中にはふたりの女性。茜と、知らない女の人。それはまるで、いちばんきれいだった思い出を閉じ込めた記憶そのものみたいで。私は泣いていたわ。

        「泣いてくれるの？」

        「なぜだか、分からないけれど」

        「この人は私の恋人だった人。そして、私の前から消えていった人」

        「どうして？」

        「結婚、したの。九重ここのえの菊花の宴を最後に」

        「な、なぁに？　ちょっとわからないわ」

        「重陽の節句。菊花の宴。不老長寿を祝うお祭りよ。九重、というのは九回目。九は完成された数字だから、最も縁起がいいとされてるの」

        「え、あ……あの。今回の展示会のテーマの？」

        「うん。知らなかった？」

        「ごめんなさい……無知で……」

        「あはは。いいと思うよ。純な証だから」

        「恥ずかしいわ……どういうことをするのかしら」

        「……意味が分かっていないと思うのだけど。私は、恋人と重陽の節句を過ごしたの」

        「え、えぇ」

        「期待していいの？」

        「えっと、ごめんなさい。何を言っているのか……分からなくて……」

        「正直な人。嫌だったら、言ってね」

        「は、はい」

        　

        「これより、菊花の宴をあなたと」

        　

        　そう言って、茜は私に菊花の宴を教えたわ。今まで音羽といっしょにやっていたことと同じ手順よ。だから、私が教えた菊花の宴は茜の菊花の宴。けれど、私にとってはそれこそが本当で。

        　今の音羽が抱いている気持ちと同じだと思うわ。恥ずかしさや、気持ちよさ。愛おしさみたいなものを撫でつけられた。とても気持ちが良かったの。それで、私はあの子が好きになってしまった。『女の恋は心から。男の恋は体から』なんて言うけれど。関係ないのね。初めての女同士の愛しあいは柔らかな、それこそ被綿で包まれるような優しさに満ちたものだったわ。

        　それから私たちは恋人同士に……というわけにはいかなかった。私には婚約があったから。彼女とは生け花の教室で会うときに少しだけ話をして。カラダの関係は菊花の宴の時だけ。一年間ため込んだ感情はお互いにとても強くて。毎年毎年、この日を楽しみにしていたわ。

        　でも、その関係にも終わりが来る。私と茜の九重の菊花の宴。その頃に、あなたが生まれた。茜もお祝いに来てくれたわ。音羽のことも、すごくかわいい。って。言ってくれたのよ。病院に持って行ってはいけないとされる菊花のブーケを持って。私に見せてそのまま持ち帰っていく。去り際に「また、来世で」と。

        　私が退院してお稽古に通えるくらいに落ちついたころ、彼女はもう去った後だった。あなたが生まれたその日に、辞められたの。

        　でも私。あまり悲しくなかったわ。この恋はいつか終わるって分かっていたし。あの子は、すてきな贈り物をくれたもの。大輪菊「大掴み」そして赤小菊「音羽」。私、悪い女だわ。だってあのブーケからこっそりいただいていたの。

        「それって……」

        「ふふ。私と、音羽。そのふたりよ。あの子、口下手で。いつもお花を通して心を伝えくれていたから。その時もきっとそうだったのね」

        「じゃ、じゃあ……」

        「音羽、あなたは茜に嫉妬しなくてもいいの生まれたときからあなたは――」

        　

        「私と、茜の菊花なのだから」

        　

        　優しいほほえみ。心の中にあった黒い感情がぜんぶ溶けていってしまった。むしろ、茜さんに会いたくなった。お母さんに菊花の宴と、女性を愛することを教えてくれた彼女に。

        「答えは出たの？」

        「え、あ……」

        「母としての私か、恋人としての私か」

        「えっと……両方を愛します」

        「……あら。それは逃げの選択ではなくて？」

        「違うの。そうじゃなくて……えっと……」

        　言葉がうまく、まとまらないけれど。私はやっぱり、ふたりの菊乃をそのまま愛したい。だって、今の私があるのはお母さんのおかげであって。でも、これからいっしょにいたいのは、ひとりの女性としての菊乃。でも、その菊乃がお母さんじゃなくなってしまったらさみしいから。つまり……。

        「母親とエッチしたいってことでいいかしら」

        「あー、うん……でもそうなるよね」

        「えぇ」

        「たぶんそれっておかしいこと、だと思うんだよね……でも、イエスかノーかで聞かれたら私はイエス。お母さんとエッチしたい」

        「ふ……」

        「え……あ、ごめんなさい。気持ち悪いよね」

        「ふふふふふふ……」

        「え。ちょ。なに……は？　笑って……いや、泣かないでよ」

        「ご、ごめんなさい……うれしくて……」

        　初めて見た。いつも凜としているお母さんが泣きながら笑ってる。酔ってはいないと思う。だからこそ、菊酒のときよりもうんときれいだ。安堵の表情、と言ったらいいのかな。よく分かんないけれど、気づけば私はお母さんを抱きしめていた。

        「ん……音羽……よかった……お母さんね……茜の話をしたら、あなたがどこかに行ってしまうんじゃないかって心配だったの」

        「どうして？　そんなんじゃ何にも変わんないのに」

        「優しい子……でも考えて、私がしたことは不倫。許される行為ではないの」

        「っ……そっか……」

        「そして、あなたをこうして愛することも。本当はいけないことなのよ」

        　いけないこと。といわれても、もう止まるつもりはなかった。

        　改めて、お母さんの姿を見た。暗闇で目が慣れてきたというのもあったけれど。初めて、お母さんをひとりの女性として意識したような気がする。

        　しとやかにそこにある、あなたのカラダ。それはひとつの大輪菊「大掴み」。あまりに艶やかで。その熟れた肉体をベールで包む。まるで砂糖菓子の包み紙のようだった。

        　キャミをゆっくりと脱がせていく。肩紐を外すとその柔らかなバストが開放される。今すぐにでも吸い付きたくなるような、優しさをそのまま形にしたようなバストだった。

        　そのまま、するするとカラダから抜け落ちて。お腹。決してスレンダーとは言えないものの、むしろそのむっちりとしたお腹の肉はかわいらしさすら感じる。

        　そして、ランジェリー。その下も、見てみたい。そう思いながら息を飲むのだけれど。それ以上は、だめなのか。手が止まってしまう。

        　改めて、お母さんの表情を見ると。その頬は真っ赤に染まり。瞳は期待するかのように潤んでいた。

        　私も、キャミソールの肩紐を外した。お母さんとはちがって引っかかりのない寸胴だから、すとん。と落ちた。けれど、私の姿を見てお母さんはもじもじと脚をすりあわせていた。口元に指を当てて。何かをがまんするように甘噛みをしている。

        　その指を、私の指に入れ替えた。

        　白いパールのような歯が、私の肌に食い込む。じんわりと広がるきもちよさ。痛みなどはなくて。むしろ気持ちい。

        　その指を、お母さんの口の中にすべり込ませた。「ん……んぷ……」と、少し苦しそうな声を漏らしながら咥え込み、吸う。まるで赤ちゃんみたい、でもその表情は艶やかさそのものだった。

        「おいしい？　お母さん」

        「ん……うん……」

        「そう。もっと、なめていいよ」

        　そう言ったら、お母さんの中でなにかがプツンと切れたみたいだった。

        　指のしわを一本一本なめとるようにしたあと、指の間。水かきの部分を舌でちろちろとくすぐってくる。

        　なんだろう、この気持ち。小さいときに、草をさわって手を切ったことがあった。その時は、お母さんがなめて治してくれた記憶がある。でも、それとは違う。もっと、もっと。気持ちいことが待っている気がする。

        　中指を咥え込まれたときに、魔が差した。

        　その指を舌の根元に向かって曲げてみた。ビクっ！　とカラダが反応した。そして、喉が収縮して。私の指を締め付けていく。涙を流しながら、くぐもった声を出して。なんだか背徳的な気分だった。

        　しばらく、そうしていたと思う。喉の方がゆるんできたから指を抜いてあげると、ねっとりとした唾液がアーチを描いた。はぁ、はぁ、と肩で息をして。自分の手で、おっぱいを揉んでいる。

        「なに、してるの」

        「あ、えっと……」

        「私の指示があるまで、さわっちゃダメ」

        　そう、口に出した瞬間。お母さんの表情が変わった。目を細め、口元はゆるみ、ほほえんだ。お母さんのこの表情を私は知らない。もっと、知りたい。もっと、もっと。

        「あぁ。これが、お母さんの思う、恋人なんだね」

        「は……はい……」

        「茜さんともこういうことしてたんだ」

        「うん……あなたに、菊花の宴をしてたみたいに。一方的に、優しく……気持ちよくしてもらったの……」

        「それってさ、恋じゃなくて性欲じゃないの？」

        「わからない……でも、私は本当に茜のことが好きだったの」

        「だろうね。ご主人様、だもんね」

        「あ……は……」

        「ふぅん……じゃあ、私が赤ちゃんの頃から、教え込んで。大きくなったら飼ってもらおう。とか思ってたんだ」

        「そ……それは……」

        「違わないでしょ。少なくとも、ちょっとくらいは、下心あったでしょ」

        「あ……はい……興奮は……してました……」

        「そう。なら……私は、この関係を続けたいよ」

        「え……？」

        「いい。すごくいい。お母さんをひとりじめできるんだよね。来年からは、菊花の宴。私が進めるよ。茜さんとお母さんの菊花の宴。塗り替えてあげる」

        「は、はい……」

        「……って言う感じでどうかな……あー……はず……」

        「はぁぁぁ……！　すごくいいわぁ……かっこいい……きれい……音羽……」

        「はぁ……お母さんがそんな人だと思わなかったよ」

        「嫌いになる？」

        「ううん。もっと、好きになるよ」

        　今日の最後の演目。菊花の宴、菊枕。本来ならば、このまま夜の行為にいそしむのだけど。私はもっと、その上をいきたい。でも、そのためにはお母さんが思う菊枕を見せてもらわないと。

        「どうするの？」

        「えっと……そのまま、ひとつの布団で、抱きしめあって寝ようかなと思ってたわ」

        「ん。じゃあ、さっそく」

        　９月。朝晩は涼しくなったとはいえ、蚊帳の中でふたりが抱き合うにはまだ暑かった。でも、薄い掛け布団のなかで重ね合う肌は、しっとりとしてなんとも言えない背徳感があった。お母さんの肌は、柔らかい。重ね合えばそのままひとつに溶け合ってしまいそうで。気持ちがいい。

        　もぞもぞと潜り込んで、バストの間に顔をうずめる。そうするのが当たり前かのように頭をなでてくれて。私も、とろんとしてきてしまう。なんだかなつかしい。菊の香りに包まれて、このままずっと眠っていたい。

        「私で、いいのかしら」

        「菊乃が、いい。大好き……お母さん」

        　ここからは、親子と恋人が入り交じる菊花の宴。

        　お互いの脚を絡ませあって。気持ちいいところを擦りあう。股の内側の、敏感な部分。ランジェリー、皮の下のコリコリとした骨の感触。柔らかな肌。

        　気持ちい。すごく気持ちい。とろけてしまいそうだった。

        　お母さん、菊乃。その時によって呼び方を変えて。あなたの心をくすぐる。

        　私はきっとずるい。どちらも選ばずに、どちらも得ようとしている。でも、それでいいんだと思う。お互いに愛おしみあって。その関係を、背徳を楽しむ。

        　だから、私はこれからも菊花の宴を続けていきたい。

        　ただひとつだけ違うのは、これからは私の演目。つまり、あなたは私の言いなりになるの。その証にあなたにマーキングをする。バストにひとつある、うすい色のほくろ。この暗闇では見えないはずなのに。私にははっきりと分かる。それは私にも同じ位置に印があるから。そこに口をつけて。思い切り噛んだ。

        「んっ！　ふ……ぅ……あ……音羽……おとはぁ……」

        　私の菊乃。来年からはもっと、刺激的な菊花の宴になる。

        「これからも、よろしくね。お母さん」

        「うん……いつまでも……」

        　菊花の香りに包まれて。私たちは菊花の夢へと沈んでいった。


        

        

    

    
        　二作目　その大きな胸と愛に抱かれて　 みょんみょんー①

        　

        　私、木暮愛がこの気持ちを自覚してしまったのは、一体いつの頃だっただろうか。正直あんまり覚えていない。

        　ただ……私が物心ついた時にはすでに私の視線は彼女にだけ向いていた。誰よりも大好きなあの人に。自分の実の母親に、好意を抱いていた。

        　幼い頃はそれでも良かった。幼児が持つ母親への好意は、たとえそれを他の誰かに見られても。とがめる人は誰も居ない。どれだけ母親にべったりだったとしても、それは端から見ればとても微笑ましく思われる事だろう。母親を求める事は子どもの当然の権利なのだから。

        　けれど……時が過ぎ。少しずつ私も成長して行く内に。私は気づいてしまう。自分が抱いた母親への感情――その異常性に。

        　一般的に。思春期を迎えた子どもは……小学校高学年頃には母親に強く反発し。中学生の頃になると不信感を募らせ、高校生の頃には愛着や依存は弱まっていくそうだ。ところが私にはそれが来なかった。小学校を卒業しても、中学校を卒業しても。高校生になった今でも母親に対して反発や不信感を募らせる事が出来ず。愛着や依存心は日に日に増していくばかり。

        『中学生にもなって、親と一緒にお風呂入るなんてあり得ないよねー』

        　友人たちのそんな何気ない一言で。ようやく自分がどこか変だと気づく事が出来た。

        　母親とのスキンシップ、一緒には居る入浴や一緒のベッドで寝る就寝……嫌悪感を抱くどころか嬉々として受け入れていたそんな自分に……気づく事が出来た。

        　父親や母親、兄弟姉妹に対して家族愛の感情を持つ事。それ自体は決しておかしな事じゃない。けれど……私のそれは、明らかに異常だったのだ。愛着が深すぎる。母親に対しての独占欲が強すぎる。親愛や敬愛の念の枠には収まりきれない感情を、知らず知らずのうちに私は実の母親に向けてしまっていたのである。

        　その事を自覚した途端、それはもう焦った。焦って意識すればするほどに、母親のことが気になってゆく。自分も女であるのに、相手は血を通わせた母親なのに。側に居るだけで心臓は早鐘を打つ。全身が熱くなる。いつでもどんな時でも母親の姿を追い、他の事に手がつけられなくなる……母親の事を、良くない目で見てしまっている……

        　ほんの少しのきっかけがあれば、きっと私は自分のことを抑えられなくなる。そしたら私は……愛する母親の事を……。

        　このままじゃマズい。遅かれ早かれ取り返しのつかない事になる。そう確信した私は……高校進学を機に、全寮制の女子校へ通う事を決めた。全寮制の高校ならば３年は家に帰らずに済む。母さんの元を離れれば母さんに手を出さずに済むわけだし。母親の元を離れれば、茹だった頭も冷めるかもしれない。母親と距離を置けばこの自分の恋に、気持ちに整理がついて……健全な、母と娘の良好な関係をもう一度作り直せるかもしれない。そんな私の苦肉の策だった。

        『どうしてよ！　どうして愛ちゃんはわざわざそんな遠い高校を選ぶの!?　全寮制だなんて、気軽に家に帰って来れないじゃないの!?』

        　……まあ、そのせいで母さんとは相当もめたけどね。突然全寮制の高校に通いたい、親元を離れたいと頼み込んだそんな私に母さんは猛反対。生まれて初めてだったなぁ、母さんとあんなに口喧嘩をしたのは。

        　長い時間をかけ説得を続け、最終的に勝手に願書を取り寄せた。その高校しか受験しないという禁断の奥の手を使って……どうにか高校は私の希望するところへいけるようになった。

        　母さんは……ぶっちゃけ、今もその事を許してないと思う。最後までご立腹だったわけだし……ごめんね。でも、仕方ないんだよ母さん。こうする事が、私にとっても……母さんにとってもベストな方法なんだ。遅めの反抗期だと思って諦めて欲しい。

        　……反抗しているのは、母さんと言うよりも……この自分の、母さんへの想いそのものに、なんだけどね。

        　

        　　◇　◇　◇

        　

        　母さんの側に居たくなくて。自分の気持ちに踏ん切りをつけるために選んだ全寮制の高校。自分で選んだハズなのに、その学校生活は……正直言って苦痛でしかなかった。

        　一応。気の合う友達も出来た。勉強とか行事とかも、それなりにこなせていたけれど……母さんと会えない苦痛は想像以上に耐えがたいものだった。

        　距離さえ置けば冷めると思った母さんへの気持ちは。寧ろ離れてしまった事でより一層強くなる。四六時中、頭の中は母さんの事でいっぱいになる。母さんの事しか考えられなくなる。

        『どうして私は、母さんの元から離れたの？　こんな事をしても、意味なんてないの

        　自分で決めておきながら、大好きな母さんの反対を押し切って選んだくせに。そうやって自分自身に恨み節を唱え、涙で枕を濡らした夜もあった。

        　それでも。実家には……母さんの元に帰る事だけはしなかった。夏休み、冬休み……その他長期休暇。帰る機会はいくらでもあったけど、私は何かしら理由をつけては家に帰らずにいた。

        　だってこんな状態で母さんに会ってしまったら……もう私、耐えられないもの……。

        　母さんに会いたい。でも会えない……会っちゃいけない。そうやって鬱屈した日々を過ごし、１年が経ったある日。

        「――母さんが……倒れた!?」

        　ちょうど春休みに入った頃だった。そんな知らせが、私の元に届いたのは。

        （倒れたって……何!?　母さんに何があったの!?　事件？　事故？　病気？　あんな、あんな喧嘩別れみたいな事をして…………もう会えなくなっちゃうの……！？　嫌だよ、こんなの……母さん、かあさん……母さんッ！）　

        　その知らせを聞いた時、私は目の前が真っ暗になった。居ても立ってもいられずに。ただただ夢中になってその身一つで。頑なに今まで帰らなかった実家へと急ぎ帰る事になった私。途中どんな交通手段を使ったのかとか全然記憶に残らないくらい、私は焦っていた。……どうしようもなく不安になって。これまでの事、すべてに後悔して反省して……

        「愛菜母さん……ッ！」

        　 やっとの思いで実家に辿り着き、不安と恐怖を抱えながら。蹴破る勢いで玄関の扉を開けた先で――

        「お帰りなさい愛ちゃん。そして……」

        　

        「もう逃がしません」

        　

        「……は？」

        　

         ◇　◇　◇

        　

        　そんな私を待っていたのは。玄関の前で仁王立ちになり。ちょっぴり額に青筋を寄らせながらも笑顔を向ける、とっても元気そうな母さんだった。

        　私の顔を見るなり玄関の鍵を閉め。おまけに１年前に家を出る時にはなかった外付けの鍵を二重、三重にかけた母さん。

        （な、なに？　どういうことこれは……？　母さん、倒れたんじゃなかったの……？　あと、なんでそんな厳重に鍵をかけてるの……？）

        　 混乱している私をよそに全ての鍵を閉め終わると。私の手を引き、母さんはリビングまで無言で私を引き連れてソファに無理矢理座らせる。

        　

        「あ、あの……母さん。だ、大丈夫なの……？　た、倒れたって聞いてすっ飛んで来たんだけど……」

        「ごめんねぇ、愛ちゃん。でも……こうでもしなきゃ貴女……帰ってこなかったでしょう？」

        「……！」

        　母さんのその一言で、ようやくこの状況を理解する私。ま、まさか母さん……！

        「私を家に帰らせるために……あんなに心臓に悪い嘘をついたの!?」

        　信じられない。少なくとも、私が知る限り、母さんが私に対して嘘をついたことなんて一度も無かったと言うのに。どうしてそこまでしてまで……。

        「悪かったと、思っているわ。出来れば……大好きな愛ちゃんに嘘をつくなんて……そんなこと、一生したくなかったわ……けどね」

        「け、けど。なに、母さん……？」

        「愛ちゃんだって、私を騙して……勝手に全寮制の高校に通っているんだもの。これは、お互い様よね？」

        「ぅ……」

        　それを言われると……私は何も言えなくなる。口ごもる私を前に、母さんは今まで見た事もない表情でブツブツと何かを呟き出す。

        「私……愛ちゃんを全寮制の高校になんか……行かせる気はなかったのに。最後までダメだって言ったのに。愛ちゃんは私の言う事聞かないで、勝手に願書取って勝手に受験して勝手に合格して……勝手に家を出て行って。嫌だったわ。どうしてわかってくれないのって、腹も立ったわ。……それでも、それでも愛娘が選んだ道なのだから……我慢して……我慢して。涙を呑んで通わせる事にしたのよ私……時々で良いから、お母さんのところに顔を出して……元気な姿を見せてくれるだろうって思ってたのよ……」

        「か、母さん……？」

        「それなのにどうして愛ちゃんは……一度も家に帰ってこなかったのかしらねぇ……？」

        　虚ろな表情で、静かに私に問いかける母さん。

        （こんな母さんの顔……初めて見た……今更聞くまでもないんだけど。これ、母さんめちゃくちゃ怒ってないかな？）

        「い、忙しくて帰れなくて……そ、それにほら……メールや電話ならちゃんと定期的にしてたでしょ？」

        「ええそうね。定期的に……一ヶ月に一回あるかないかだったわね。メールや電話ですら、毎日はしてくれなかったわね」

        「……ええっと」

        「それに。忙しいって言ってるけど……一日くらいは帰る時間はあったはずよね？　先生から聞いたわよ。年末年始を寮で過ごしたのは……愛ちゃんだけだったって。他の生徒は実家へ戻ったのに。愛ちゃんだけがお休みを寮で過ごしたって」

        「……」

        「今回の休みも……愛ちゃん、帰るつもりなんてなかったんでしょう？」

        （やばい、完全に見抜かれてる……そしてめちゃくちゃ怒ってる。仕方ないんだよ母さん。下手にメールや電話をしたら余計に寂しくなっちゃうし。一日でも帰ろうものなら、もう寮生活には戻れないって確信してたし。ただ、こんなこと、母さんには口が裂けても言えないけど）

        「やっぱり反抗期？　反抗期なのね？　今まで一度も反抗しない良い子に育った反動が、ここに来て一気に爆発しちゃったのね？　いいわ、だったらこっちにも考えがあるんだから」

        「か、考えって……？」

        （な、なんだ？　母さんは何をしようとしてる？）

        「愛ちゃんが……勝手に家を出ていってから。私一生懸命勉強したのよ。思春期の子どもとの接し方について書かれた書物を読みあさったり、セミナーに参加したりしてね」

        「そ、そんな事してたの母さん!?」

        　それを聞いてちょっと不安になる。変な宗教とかにはまったり、高額な壺とか買わされてないよね？　母さんって人が良いから、カモになりやすそうだし心配だわ。

        「そこで私は学んだの。年頃の子どもに必要なものってなんなのかを：

        「……なんだか嫌な予感がするけど、一応聞く。それは何？」

        　恐る恐る尋ねると、母さんは満面の笑みを浮かべてこう答えたのだ。

        「授乳よ。愛ちゃん、私のおっぱい……吸ってみてくれないかしら」

        ――ダッ！

        　嫌な予感、的中。私は無言で駆け出した。目指すは玄関。脇目も振らず一心不乱に逃走を図る私だったんだけど。

        ――ガチャガチャガチャガチャ！

        　ッ!?　あ、開かな……!?　か、鍵がぁ!? 玄関に辿り着いた私を待っていたのは。玄関の扉に何重にもかけられた鍵の山。し、しまった……母さんはこれを見越して鍵を……。

        「ふ、ふふ……どこへ行こうというのかしら愛ちゃん……話はまだ終わっていないわよ」

        「ま、待って母さん……！　お願い、離してぇ……！？」

        　そうこうしているうちに、ゆっくり歩いて余裕で追いかけてきた母さんに首根っこを掴まれて。そのまま問答無用でリビングへと連行されてしまう私。

        「さて。話の続きをしましょうか愛ちゃん。授乳の話だったわよね？」

        「……あの、母さん。授乳って……母さんはどうしてそんなわけのわからない結論に至ったのか……聞いてもいいかな」

        　授乳って……おっぱい吸えって……やはり怪しげなセミナーか？　セミナーのせいなのか？　それとも参考にしたという本が、エロ小説だったとかそういうオチか？

        　戦慄しながら尋ねる私に、母さんは自信満々な顔でこう答えてくれる。

        「ある本の中にはね、こう書いてあったわ。人間的な結びつき、そして親子の絆を取り戻すには。温もりを伝えることが大事だって。要するにスキンシップが大事って事ね。別の本にはこう書かれていたわ。母親の心音を聞かせ、母親の匂いを嗅がせると……赤ん坊の頃を思い出して子どもは素直になるんだって」

        「うん……まあ言わんとしてる事はわかる……で？」

        「お母さんは考えたわ。母親の温もりを伝えて、母親の心音を聞かせて、そして母親の匂いを嗅がせる。これを全ての条件を満たす、何か良い方法はないかって。考えて考えて……そして思いついたの『授乳』がそれに最も適した行為だって」

        「いや……温もり伝えて、心音聞かせて、匂い嗅がせるだけならハグだけで良くないかな……？」

        　なぜ、よりにもよって『授乳』という結論に至った……？　そもそも母さん、今はもう母乳なんか出ないでしょうに……。

        「ハグだけじゃ足りないって、セミナーで教えられたのよ。……愛ちゃんはフロイトっていう精神分析学者のことは知ってる？　その人曰く、人間は生まれてからいくつかの性的発達段階を経て大人に成長していくんだけど……」

        「……はぁ」

        「その中の一つに『口唇期』っていう最初の発達段階があるんだけど。授乳による母親の乳首を吸うっていう赤ちゃんの行為は、人がこの世に生まれて初めて知る快楽なんだって。これが十分に得られないと……他者に不信感を持ちやすくなったり攻撃的になったり、親に反抗心を持つんだとか」

        「……そうなんだね、為になったよ。それで？　それと今授乳する事に何の関係が？　それってあくまでも赤ちゃんの頃の話じゃないの？」

        「お母さん、反省したの。卒乳の時期は……ご近所のママ友たちの話に合わせてさせたんだけど……聞くところによると。日本の卒乳の時期って海外から見るとかなり早いんですって。もしかしたら愛ちゃんは……」

        　

        「もっとお母さんのお乳を飲みたかったんじゃないか！」

        　

        「母親の愛を求めていたんじゃないかって。それなのに、無理矢理乳離れをさせてしまって……だから今になって、愛ちゃんの反抗期がこんなにも強いものに、なってしまったんじゃないかって」

        　名推理、みたいな顔をして説明する母さんには悪いけど……だいぶズレてると思う。私のは反抗って言うか……行きすぎたマザコンを自粛するためのものだったわけだし……。

        「今からでも遅くはないわ。……愛ちゃん、私のおっぱい。吸ってちょうだい。そしたら……今度こそ、貴女にめいっぱい愛情を与えられるから」

        　端から聞いてるとトンチンカンな話だけど、本人はいたって真剣そのもの。母さんは本気らしい。本気で私に授乳する気満々らしい。一方の私は、ただただ困惑し……心の中で葛藤していた。

        （母さんのおっぱいを？　吸えと？　この私に？　…………無理だよ、そんなの……）

        　吸いたくない、からではない。ぶっちゃけると――めちゃくちゃ吸いたい。

        　赤ちゃんに、あの頃に戻った気分で思い切り。愛する母さんの胸に飛び込んで、その匂い立つ母性ごと思い切り吸い付きたい。

        　けれど無理だ……欲望に負けて、そんな事をしてしまったら……私は今度こそ、自分で自分を抑えられなくなる。母さんへの歪な想いを、歪な欲望を込めたままぶつけて……母さんを今以上に困らせる事になる。

        「……愛ちゃん。どう、かしら。……ダメ？」

        「……」

        「答えてくれないのね。……いいわ、なら私も勝手にする」

        「ッ!?　母さん、なにを……！」

        　母さんの問いかけに黙秘する私。母さんは業を煮やしたのか静かに立ち上がり、服を脱ぎ始める。ダウン、ニットのワンピースを脱ぎ。とうとう下着姿になって……私の前に立っていた。

        　見ちゃダメだと思いながらも目が離せない……私は言葉を失い、ただその光景に見入るほかなかった。……母さん。なんて、なんて綺麗なの……・

        　子ども一人産んだとは思えない程、全く崩れていないそのプロポーション。透き通るような肌とそのツヤと張り。形良く豊満な乳房、ブラ越しでも微かに見えるツンと立った突起……。　

        「ほら、愛ちゃん。来て。……ギュッてしてあげるから

        「い、や……でもあのその……」

        「もう……お母さんに恥をかかせないでよ。ほーら、ね？」

        「ひゃぅ……!?」

        　食い入るように見つめていて。回避がおろそかになっていた私。その隙に母さんは私を目一杯抱きすくめる。

        「か、母さん……離して!?」

        「いーや。離してなんかあげないわ。愛ちゃんが素直になるまで、抱き続けちゃうんだから」

        　これは、本気でマズい。恐れていた色んな意味で取り返しがつかない自体になりかねない。慌ててジタバタと胸の中で暴れる私。そんな私にお構いなしに、母さんは抱きついてくる。

        「んー……うふふ……♪　久しぶりの愛ちゃん……良いわぁ。温かいし、柔らかいし、良い匂いもするし。抱き心地とかホント最高よ……」

        　それはこっちの台詞だよ……と言いたくなるくらい。母さんの胸は温かくて柔らかくて良い匂いで、抱き心地最高だった。私と母さんを隔てる邪魔な服は取っ払っているから、顔いっぱいに胸の感触が伝わってきて。圧倒されて……胸の中で溺れちゃいそうになる。

        「ほら、愛ちゃん。どうかしら？　お母さんのおっぱいよ。愛ちゃんが望むなら、愛ちゃんが素直になりさえすれば。好きなだけ吸って良いんだよ」

        「ぁ……あ、あぁ……」

        　とどめを刺すように、私の後頭部を優しく撫でながら。母さんは私を蠱惑的に誘う。おっぱいを吸えと銘じてくる。求めてやまなかったものが手の届くとこにある……。

        　その招きに私は誘蛾灯に誘われる蛾のようにふらふらと、震える手を母さんへと伸ばして――

        「――やめて、母さん」

        「……愛、ちゃん……？」

        　胸に伸ばしかけた手を引っ込めて。母さんの肩を押さえ、密着していた母さんを突き離す。ポカンとする母さんに、ソファに置いてあったタオルケットを掛けて。下唇を思い切り噛み、なけなしの理性をフルに使って。私は身を切る思いで母さんを拒絶する。ダメ、それだけは……ダメ……

        「こういうこと、しないで母さん……お願いだから……私を、挑発しないで……」

        「あの……愛ちゃん……？　ごめん、嫌だった……？」

        「……」

        「そ、そうよね……嫌よね。ごめんなさい、調子に乗りすぎたわ。年頃の女の子に、今更母親のおっぱい吸えとか……嫌に決まってるよね……気持ち悪いわよね……」

        　落ち込んだ表情をしてうつむく母さん。……そういう顔を、させたかったわけじゃないのに。なんだか私まで悲しくなってしまう。その顔を見たら、もはや黙っているわけにはいかなくなった。

        「それは……違う……違うんだよ母さん……嫌じゃないの」

        「愛ちゃん……？」

        「……嫌じゃないから、困ってるの……」

        「どういうこと？」

        「母さんの事を、嫌だと思った事なんて……私、一度も無いんだよ」

        　ああ、もういいや。ここまで来たらもう……いいや。どのみち後には引けないんだ。開き直って、自分の思ってる事をちゃんと言おう。母さんに嫌われてもいい。ちゃんと、最初から自分の気持ち、伝えよう……。

        「ホントはね、私……もっと母さんに触りたい。母さんにもっと名前呼んで欲しい。母さんにもっと甘えたい。ずっと側に居たい……母さんのおっぱいだって、吸いたいよ。でも……それはダメだから。ずっと我慢してきたんだよ」

        「なんで我慢するの？　遠慮しないでも……お母さんは全然いいのに」

        「母さんを、傷つけたくないから。……嫌われたくなかったから」

        「……待ちなさい。本気で意味がわからないわ。お母さんが愛ちゃんの事を嫌いになるはずないでしょう？」

        　ちょっと怒った様子で母さんはそう尋ねてくる。嫌いになるはずがない？　いいや……母さんは知らないからそう言えるんだ。私の気持ち、知らないからそう言えるんだよ。

        「……嫌いにもなるよ、きっと。だってさ……私……母さんのこと、好きなんだよ？」

        「どうしてよ。お母さんだって愛ちゃんのこと好きよ」

        「……母さんのは、家族愛。でも私のは全然違うの。…………よく聞いて、母さん。私は……木暮愛は……」

        　こんなところで伝えるつもりは無かった。この想いは一生背負い、墓場まで持って行くつもりだった。伝えたとしてどうなる？　百害あって一利なし。母さんを困らせるだけでしょう？

        　でも……この時の私は、色々と吹っ切れていた。開き直ってしまっていた。堰き止めていた思いが、一気に溢れて決壊した……。　

        「一人の女として、母さんの事が……好きなの。どうしようもなく、好きになっちゃったの……！」

        「……え」

        　言った。あーあ。とうとう言っちゃったよ、私。

        　はは、もういいや……どうにでもなれ……。　

        「物心がついた時から、ずっと好きだった。私の初恋の相手は母さんで。今でも母さんの事しか好きになれないの。母さんよりも素敵な人は、他に居ないって思ってる。母さんの事で、いつでも頭がいっぱいになる。……変だよね？　でも、好きなの。どうしようもなく好きになっちゃったの……！」

        　

        「好きって……お母さんを？」

        「そうだよ。私、女の子なのにね。それも、よりにもよって恋してるのが実の母親。母さんの事、私いつも良くない目で見てしまってるんだよ。……肌に触れたい、抱き合いたい。キスをして……それで、その先の事もしたい……歪で、汚れた、酷い気持ちを。産み育ててくれた母親に対して向けてるの……！　　最低だよね！　　こんなの娘失格だよね……!?」

        「……」

        「私は、自分自身が怖い。気を抜けば……母さんに手を出しちゃいそうになるそんな自分が怖いの……大好きな母さんに、そんな気持ちを向けるなんて嫌なの……だから、母さんの元から離れたの。母さんを襲わないように。この叶わぬ恋を……諦めるために」

        　積年の想いをつらつらと語る私。母さんは私の話を静かに聞いてくれていた。

        「……だから、お願い母さん。私を……安易に挑発しないで……」

        「……はぁ」　

        　私のそんな醜いカミングアウトに。母さんは心底呆れたようにため息を吐く。

        　あはは。呆れられるのも無理ないよね。いくら温厚な母さんも、私みたいな危険人物とは一緒にいれないよね。このまま絶縁されちゃったりするのかな？

        　諦めと絶望で顔を伏す私。そんな私に母さんは、両の手を私の頬に添えて。

        「……愛ちゃん。あのね……お母さんね」

        「……はい」

        　俯いていた顔を上げさせて、死刑宣言を待つ私に……こう告げた。

        「――知ってたわよ、そんな事くらい」

        「…………え？　ん、ンむ……ッ!?」

        　母さんのその一言が発せられると同時に。柔らかな何かが、私の唇に触れた。

        　それが母さんの唇だと気づくのに、数秒時間がかかってしまった理由は……あまりにも現実味がなかったから。

        　母さんに、キスされたという事実が。あまりに現実味がなかったから。

        　数秒ポカンと固まって。唇に残った甘い感触と香りで……徐々に母さんに何をされたのかを理解して……理解した途端に

        　

        　ボンッ！

        　

        　顔面が、脳内がっと茹だった。 

        「か、かぁ……かあさ、母さん……？　今、何を……」

        「愛ちゃんの『好き』ってさ、要するにこういう『好き』でしょ？　知ってたわよそれくらい。待ちくたびれたわ。やっと愛ちゃん本心を語ってくれたわね」

        「はぇ!?」

        　母さんはあっけらかんとそう言ってくる。一方の私はただただ困惑するばかり。夢にまで見た……キスをされた事も。私の気持ちに気づかれていたと言う事も。あと未だに下着姿な事も。情報量が多すぎて、処理し切れてない……錯乱状態だ。

        　それでもどうにかフリーズしかけている頭を動かして母さんに問いかける。

        「し……知ってたの!?　母さん、私の気持ち……気づいてたの!?　いつから!?」

        　隠し通せていると思っていたのに。わからない、一体いつから……？　いつから気づかれていたの……？ 

        「母親をなめないでちょうだい。娘の事なんて丸わかりよ。愛ちゃんって隠し事とか苦手だし。ぶっちゃけ好意が露骨すぎだもの。愛ちゃんがずっと昔から。物心ついたであろうその時から。母親に対しての家族愛とはまた別の好意を私に向けてた事くらい、ちゃんとわかっていたわよ」

        「そ、それ……最初からじゃないの!?」

        　思わず頭を抱える私。バレバレだったとか恥ずかしすぎる……そ、そんなにわかりやすかったの私……!?　地味にダメージを負った私の頭をよしよしと撫でながら、母さんは続ける。

        「……特に、去年くらいだったかな？　私への好意とどう向き合えば良いのか、愛ちゃん相当悩んでいたわよね。わかってたわ。あの頃の愛ちゃんは……戸惑って、苛立って、苦しんで。誰にも、当然。私にも相談する事も出来なかったわよね。『お母さんが好き』って事、本人に言えるわけないものね」

        「……うん」

        「よく頑張ったわよ。ごめんね。本当は、私ももう少し早くこういう話が出来ていたら良かったんだけど……愛ちゃんが悩んでいたのと同じくらい、どうしたらいいか悩んだわ。気づいているよ、だから隠さなくてもいいんだよって言ってあげるべきだった。でも、結局言えなかった。母親としては情けない限りなんだけど。あの時は……愛ちゃんとどう向き合えば良いのか、私もわからなかったの。気持ちに整理がつかなかったから」

         そりゃそうだろう。自分の娘が母親を良くない目で見てるとか、反応に困るのも当然だ。

         「それでも母親として好いてくれる事は勿論。愛ちゃんは私を一人の人として――木暮愛菜として好きになってくれた事が本当に嬉しくて。どんな形でも良いから、ちゃんと愛ちゃんと話し合って、一緒に答えを出して。愛ちゃんと向き合いたい……そう思ってたの」

        「母さん」

        　どうしよう。嬉しい。その母さんの気持ちを聞けただけで、それだけで私は報われたような気分になれる。泣きたくなるくらい嬉しくなる。

        「それなのに。愛ちゃんとしっかりと向き合おうって決心したのに」

        「へ？」

        「決心したタイミングでその当の本人の愛ちゃんは、私に黙って県外の学校で寮生活なんか始めちゃって」

        「あっ……」

        「しかも愛ちゃん、一年経っても一度も帰る気配がなくて。話し合う時間も向き合う時間も全然取れなくなっちゃってさ。これには流石のお母さんもちょーっとだけ怒ったわ」

        「ご、ごめんなさい……」

        　鈍い私もやっと理解した。母さんがあそこまで私の寮生活を反対していたわけも。私が寮から一度も帰らなかった事に相当おかんむりだったわけも……全て理解した。腹を括って娘と向き合おうとしてくれた矢先。その娘がその向き合うチャンスを棒に振ったなら、肩すかしも良いところ。そりゃ怒って当然だよね……ごめん母さん……悪気はなかった。母さんがそんな事を考えていたとか知らなかったんだよ。　

        「あ、あの……母さん。本当に、悪いと思ってる。で、でもあの当時は私にとっても、母さんにとってもそれがベストな方法だって思って。母さんを避けたくて避けてたわけじゃないの。私も凄く辛かったの。でも……そうしないと母さんに手を出しそうで私怖かったから……」

        「そうね。愛ちゃんのその気持ちも、勿論わかる。実の母に恋をしたその葛藤もわかるわ。悩み抜いた結果……私の為に自分の気持ちを押し殺してまで、距離を置いてくれたのよね。愛ちゃんは本当に優しい子よ。でもね」

        　そこまで言って母さんは、頭を振って真剣な顔でこう告げる。

        「そんな気遣い無用よ。愛ちゃんは……もっと素直になって良いのよ。自分の気持ちに、素直になって良いの」

        「素直、に……？」

        「ええそう。素直に。我慢しなくて良い。我が儘になって良い。自分の気持ちに素直になって、私に遠慮無くぶつけて良いのよ。……実の母親にまで、遠慮する必要がどこにあるっていうの」

        「い、いや……それは、流石にちょっと……」

        　それとコレとは話が違う。考え無しに気持ちをぶつけて良い理由にはならない。母さんは、実の母親にまで遠慮する必要ないって言ってるけど……私のこの気持ちに関しては……寧ろ実の母親だからこそ。素直にぶつけちゃいけないと思う。

        「ほらまた遠慮してる。……もう、仕方のない子ね。良いわ、だったら……無理矢理にでも、愛ちゃんを素直にさせてあげるんだから……と言うわけでぇ……」

        　

        「えーい！」

        　

        　

        「ま、またぁ！？」

        　尻込みする私に、母さんは本日二度目のハグを仕掛けてきた。

        「や、やめて母さん……！　何やってるのよ……！？　私の気持ち、知ってるんでしょ！？　母さんを良くない目で見てるんだよ私……！？　不用意にスキンシップされると、私……何をしでかすか、わかんないよ!?」

        「いいからいいから。とりあえず騙されたと思って３分だけで良いからこうさせてよ。３分経てばきっと愛ちゃんも……大人しくなって、素直な良い子になれるからね」

        「私はカップラーメンか！」

        　母さんの胸の中で。再びジタバタと暴れる私。着替える時間も機会も、ついでに着替える気もない母さんは。当然先ほど同様に……えっちな下着姿。そんな状態で大人しくなれるわけがない。素直な良い子になれるわけが――

        　

        　　　 ◇　◇　◇

        　

        「どう？　愛ちゃん。わかる？　感じる？　お母さんの温もりを。お母さんの鼓動を。お母さんの匂いを」

        「うん」

        　そしてきっかり３分後。母さんの予言通りの事になっていた。想像に反して、興奮したり欲情するよりも先に……母さんの胸の中で私は。母さんの胎内にいるような……そんな絶対的充足感と安心感に包まれて、身を委ねてしまっていた。

        　さっきの話を思い出す。『母親の心音を聞かせ、母親の匂いを嗅がせると……赤ん坊の頃を思い出して子どもは素直になる』あれ、あながち間違いじゃなかったようだ。緊張と混乱で固くなっていた身体は、母さんに抱かれる内に次第にだらんと力なく脱力していって。ゆっくりと温かで穏やかな気持ちになれた。

        　大人しくなった頃合いを見て、母さんは私の耳元でそっと声をかけてくれる。

        「ごめんね。一番愛ちゃんが辛い時期に、一緒に悩んであげられなくて。愛ちゃんの気持ちを知っていたのに。その気持ちを確かめる勇気がなくてごめんね。これからはちゃんと……お母さんは愛ちゃんと向き合うって約束するから」

        「かあさん……」

        「だから、ね。お願い。お母さんと一緒にお話させて。愛ちゃんの気持ち、受け止めるから」

        　その一言が最後の一押しだった。

        「……私、母さんの事……好きなの。愛してるの」

        「あら嬉しい。娘に愛される母だなんて。私は、世界一幸せなお母さんね」

        「恋愛対象として好きなの……」

        「まあ嬉しい。この歳になって……忘れかけてた恋愛感情を思い出させてくれるなんて。ドキドキしちゃうわ」

        「女の子なのに、血の繋がってるお母さんの事を好きな、変人なの……」

        「とっても嬉しいわ。こんなに可愛い女の子に惚れられるなんて……私もまだまだ捨てたものじゃないって自信がつくわ」

        　まるでほほえみの中夢でも見ているかのように。母さんの胸の中で、ぽつりぽつりと今まで言いたくても言えずにいた自分の気持ちを吐き出す私。

        　母さんはその私の一言一言に。優しい気持ちを乗せて応えてくれる。

        「……手、出すかもしれないよ。あまりに母さんが好きすぎて。魅力的過ぎて……母さんに、手を出しちゃうかもしれないんだよ……」

        「そうなっても大丈夫なように、お母さん常に準備してきたからバッチコイよ。ご覧の通り、愛ちゃんの前ではいつでも下着は上下揃った勝負下着。愛ちゃんに押し倒されて、身体を見てがっかりされないように……美容に気を遣ってきたし、ジムに行って身体を引き締め続けてきたんだもの。その成果が出せるってものよ」

        「そんなこと、してたの……？」

        「してましたとも。愛ちゃんに嫌われたくなかったからね。だからいつでも抱きに来て良いのよ？　っていうか、そうじゃないと私が困るのよ。愛ちゃんの気持ちを汲んで、私から愛ちゃんを抱いちゃおうと思った事もあるんだけど……それだと色々マズいのよねー。私と愛ちゃんの関係の、何がマズいって。母親から手を出したら虐待になっちゃうところなのよね。でも、愛ちゃん。愛ちゃんから手を出すなら……虐待にはならないでしょ？」

        　凄い理屈だ……でも、何故だろうか。そんな母さんのハチャメチャな持論を聞かされてたら、悶々と悩んでいた事がとても馬鹿らしく思えてきた。

        「そういうわけだから。愛ちゃんはもっと素直に自分の想いをお母さんにぶつけて良いのよ。私なら、どんな愛ちゃんでも受け止めるから、ね？」

        　慈愛に満ちた母さんのほほえみ。それを見て……私も母さんと同じく、覚悟を決めた。

        「……マザコンで。母さんが大好きで。大好きすぎてイヤらしい目で見ちゃう……めんどくさくて醜い変人な娘だけど……母さん」

        「うん」

        「そんな私でも……母さんは……愛して、くれる……？」

        「バカね。そんなもの……私から、愛ちゃんにキスした時点でとっくにわかりきってる事でしょうに」

        　　勇気と声を振り絞った、そんな私の素直な問いに。母さんはくすっと笑ってこう返す。

        「愛していなきゃ……実の娘にこんなことはしないわよ」

        　そう言って、母さんはもう一度キスをしてくれた。……さっきはいきなり過ぎて味わえなかった……母さんとのキス。甘くて、切ない、私への愛の証明だった。

        　

        　　　◇　◇　◇

        「ところで愛ちゃん。私、全面的に愛ちゃんの事を受け止めるって約束したわけだけど」

        「なぁに、母さん？」

        「具体的に……愛ちゃんはお母さんとどういうことしたいの？　手を出しかねないって言ってたって事は……当然、エッチな事もしたい感じ？」

        「ゴフッ……！」

        　長い長いキスの後。幸せ絶頂期の私に対し、不意に母さんはそんな事を尋ねてきた。え、エッチな……事って……？

        「か、母さん何言って……」

        「いや、これ冗談とかじゃなくて真剣な質問ね。結構大事な話よコレ。内容によっては、お母さんもまた別の意味で覚悟、決めなきゃいけなくなるだろうし。あらかじめ、パートナーの性癖を知るのってかなり大事なことだから」

        「そ、それはそうだけど……」

        　　母さんは流石の度量だった。母性に満ちあふれた母の愛で、娘の全てを包み込んでしまう。愛情も、恋慕も、そして性欲も。

        　尋ねられて困惑する私。ま、まさか母さんからその話を蒸し返されるなんて……わ、忘れて欲しかったのに……。

        「良いのよ？　何度も言うけどお母さんに遠慮しないで」

        「い、いやあの……正直この気持ちを受け止めただけで十分って言うか……キスしてもらえただけでもう、おなかいっぱいって言うか……遠慮してるわけでは……」

        「ふむ？　つまり愛ちゃんは母さんとキス以上の事、したくないの？　手を出しかねないとか言ってなかったっけ？」

        「ごめんなさい。あれだけ手を出すだの、襲うだの母さんを脅しておいてなんだけど。受け入れられるとは夢にも思ってなかったから。キスより先の事まで、考えてなかったし……考えられないの。だ、だってキスしただけで……どうしようもないくらい、幸せで……きもちよくて、頭まっしろになっちゃったし……」

        「あぁ、なるほどね。……そうねぇ。いきなりエッチはハードル高いかぁ。まあ、それはおいおい、ってところかしらね。まだ愛ちゃんも高校生だし、そういうのは早すぎるかもね」　

        　そう母さんに説明すると、母さんは納得してくれた顔を見せてくれる。

        「でも良いの？　ホントにお母さんにして欲しい事、されたい事ってないの？　せっかくの機会だし、言ってくれても良いのよ？　どんな愛ちゃんの気持ちも、受け止めちゃうわよ私？　何でも言って。愛ちゃんになら何でも言う事聞くから私」

        「なんでも、いうことを……」

        　そこまで言われて考える。母さんにして欲しい事……そりゃあるけど、いっぱいあるんだけど……でも……。

        「あるんだけど、恥ずかしくて言えない？」

        「なんでわかるの……母さん!?」

        　私としては隠し通せていると思っていたのに。母さんはいともたやすく私の表情から私の本心を見抜いてくる。今更だけど、ホント察しが良すぎるよ母さんは！

        「愛ちゃんはもっと自分の気持ちに忠実になっていいのに。しかたないなぁ……なら、素直になるお手伝いをしてあげなきゃね。…………と言うわけで。はい、ぎゅーっ♡」

        「や、やめ……やめて母さ――はふぅ……」

        　言葉無く目を背ける私に。母さんは本日何度目になるのかわからない必殺のハグを仕掛けて、そう言ってくる。

        　あっ……や、やめて……それやめて……ハグするの、だめ……。

        　素直になっちゃう……母さんのハグ前では文字通り赤ちゃんになる。素直に自分の隠していたものぜんぶ赤裸々になっちゃう……。

        「はい、それじゃあ愛ちゃん。もう一回聞くわね。愛ちゃんはお母さんにして欲しい事、ないのかな？」

        「母さんにして欲しい事……一つだけ、ゆるしてもらえるなら……」

        「うん、良いよ。なんでも言ってごらん」

        　や、やめろ私……言うな、言ったら今度こそ母さんに引かれてしまう……！　

        　そう頭ではわかっているハズなのに。

         「嫌がってたけど……あれは母さんに嫌われたくなくて、嫌がるふりをしてて……」

        「うん」

        「ほんとは……ほんとはね……私……」

        　自分の理性が悲鳴を上げる中、その溢れんばかりの母さんの母性が、私を極限までに素直にする。私は欲望に忠実に、母さんの胸に頬ずりして赤ん坊のように甘えながら……

        「私……母さんの、おっぱい……吸いたかったの……」

        「……ふふ♪　やっぱり、したかったのね」

        「……だめ？」

        　とうとう、そんなおねだりを口にしてしまった……

        　そんな私を前にして。母さんは慈愛に満ちる表情で待ってました、と言わんばかりに意気揚々と。最後の砦のブラのホックを外して……ブラをパサリと床に落とし。

        「だめなわけ、ないでしょう。我慢してた分、いっぱい甘えて良いからね。……さあ、いらっしゃい愛ちゃん」

        「あ、ぅ……母さん……かあさん……かあ、さぁん……！」

        「きゃーっ♡」

        　腕を広げて、おいでおいでと手招きする。私はわずかに残っていた理性やらプライドやらを投げ捨てて。母さんの胸にガバッと飛び込んだ。

        　母さんのおっぱいを一心不乱に吸いながら。確信した事がある。私は、一生母さんに勝てないんだと……母の愛は偉大だ……と。


        


        


    

    
        　三作目　夢見る花嫁　れんキュン

        　

        　

        　朝の目覚めというのは、十人十色の形がある。騒々しく母親に怒られながら起きる子供、深酒が抜けないまま起きるＯＬ、愛する人の腕の中で目覚める恋人。だから、朝の目覚めの景色を見ればその人がどんな人間でどんな人生を送ってきているのかが何となく分かる物だ。

        　この物語の登場人物も、その例に漏れる事は無い。

        「くぴー。くぴー」

        　カーテンから春の木漏れ日が漏れる。雀の心地よい目覚めの音と、快活な人たちの声が窓の向こうから聞こえてくる。

        　カーテンから差し込む光が、ベットに眠る少女を照らす。

        　その少女は、気持ちよさそうな寝息を立てながら広いベットに猫の様に丸まって眠っている。涎を垂らし、間抜けな可愛い寝顔を晒し続けていた。

        　朝日が少女の薬指に嵌められた指輪に反射し、微睡みから覚めさせた。

        「くぴー……うにゅ。くわぁ……」

        　うーん。と寝ころんだまま手足を伸ばし、少女の目が開かれる。くはぁと気持ちよさそうな声を上げれば、目覚める。

        　もう朝か、もう少し寝たいと後ろ髪を引かれつつぐっと我慢して身体を起こした。

        「朝ごにゃん……」

        　眠た眼を擦りつつ朝の仕事へ向かおうとする。朝食の支度をしないとな、そう思ってベットから足を降ろした時。人の身じろぐ気配を感じた。

        「ん……はぁ」

        「へにゃ？」

        　背後から、同じベットの上から自分ではない誰かの艶やかな声が聞こえた。少女はきょとんとした表情を浮かべる。記憶にある限り前夜は一人でベットに入った筈なのに、何故自分以外の、それも女の声がするのだろうか。まだ覚醒しきっていない頭では確かな思考が出来なかった。

        　闖入者の顔を見るべく、振り返った少女の顔が真っ赤に熟れる。

        「んきゅ!?」

        　ベットの上には、美しい全裸の女が居る。そう、全裸の女が。

        　濡れ羽色の黒髪。長い黒糸が白いシーツの上に広がり、見惚れてしまう。顔をこちらへ向けて眠っている。視線を下げれば思わず生唾を呑み込んでしまう、滑らかな鎖骨と豊かな胸。無駄な肉は一切ついていない、芸術的とも言える肉体美をタオルケットが大事な所を隠してるのに、逆にそれが煽情的にすら思えてしまう程、そこで眠る女は魅力的だった。

        「ん……？」

        　思わず少女が顔を真っ赤にして見惚れていると、熱烈な視線に気づいたのか女の目が覚める。とろんと潤いに満ちた目が、少女を捉えると天上の姫の如き極上の笑みを浮かべた。

        　愛情たっぷりの、恋人が初夜を迎えた翌日のような熱い笑みを。

        「おはよう。ママ」

        　それが意味するのは、倒錯的な性的思考でも無ければただ一つだろう。

        　女は、のそりと動いて顔を真っ赤にしたまま硬直する少女の頬に手を添えるとわざと音を出してぷにぷにのほっぺたにキスする。

        　ママと呼ばれた少女は顔を真っ赤にしたまま、漸く衝撃から抜け出すと握りこぶしを作って大きく息を吸った。

        「な……何してるんですか！　このっバカ娘！」

        　一つの母子家庭の朝が、いつも通りに騒々しく始まる。

        　

        　　◇◇◇

        　

        「もうっ！　朝からあんな……！　もっと恥じらいっていうものをですね！」

        「ごめんって～。そんなに怒んないでよ～」

        「怒ってません！　それより早く支度をして来なさい」

        「ぁ～い」

        　寝室での戯れから場所は変わって、暖色系で統一されたリビングで二人の母娘が仲睦まじく会話していた。

        　今だ頬を赤く染めながら、ぷんすかとでも擬音が付きそうな様子でキッチンに立って朝食の用意をしているのは夢見姫香。

        　40代もそろそろと言う年齢にも関わらず、その姿はランドセルを背負っても違和感がない程に幼い。しかし身長に反して胸は母性の象徴、母親の証拠とでも言うのか淫らに育ち可愛いエプロン越しにも存在感を主張している。

        　みそ汁の味を確かめその出来栄えに達成感と共に頷く内に羞恥も呆れも忘れ、普段通りの表情に戻る。困り眉で、垂れ目で、いかにも良家のおっとりとした育ちのいい娘さんという姿に。

        「よしっ！　今日も美味しく出来ました」

        「ほんとだ、美味しそうだね。いつもありがとう」

        「ひゃぁっ！」

        　リビングを後にした筈の娘が、気取られぬ内に姫香を後ろから抱きしめた。

        　彼女の名前は夢見花恵。幼女にしか見えない母親の姫香に反し、娘の花恵はモデルのような美麗な体型をしている。長い黒髪は濡れ羽の如き美しさで、怜悧で快活な目鼻立ちはともすれば威圧感を会えてしまいそうな程に彼女の力強さを現している。皺一つないセーラー服からは無駄な肉一つないスラッとした長い手足が覗き、豊かに育った胸だけが母娘の共通点となっている。

        「いつもありがとう。ママが作ってくれるご飯、大好きだよ」

        「はわわわぁ……」

        　実の娘が実の母を抱きしめ、右手で目を覆い左手で服の上から腹を撫でる。瞬く間に姫香の体温が上がってくのを感じながら、耳元で低く蠱惑的に囁いた。

        　言葉だけなら普段の感謝の言葉なのに、まるで耳責めするような刺激的なアプローチは羞恥と困惑で抵抗出来ない母親を良い事に増長の一途を辿る。

        「照れてるの？　可愛い」

        「ひゃう！」

        　調子に乗った花恵は、囁いたまま耳を唇でなぞる。うぶ毛をはむ様に、姫香の鼓膜に熱い吐息を吹き込んでリップ音を注いだ。

        　何ともまあ娘想いの可愛らしい悲鳴を漏らす姫香に、更に悪戯心を刺激されたまま服の上から腹を撫でていた手を、わざとゆっくりと服の下へ滑らせる。

        「はなっ、はなぇ……」

        　心配になるくらい快楽に弱い母親の姿に、口元が歪むのを隠しきれない。心底目を覆っていて良かったと数秒前の自分を称賛しつつ、さてどうしようかと手元を彷徨わせた。へその辺りで産毛を逆撫でて身悶えさせて、艶めかしい声を堪能する。

        　手をどっちへ滑らせるか。大いに悩んでいるのが、手の動きから察せられた。このまま下へ手を伸ばしたらどうなるだろうと、想像するだけで下っ腹が疼く。

        「ねぇママ。実の娘にこんな事されて、恥ずかしくないの？」

        「ら、らってぇ……」

        　言葉責めされて、姫香の小さな身体が分かりやすく跳ねる。実の娘に甘ったるい悪戯をされていると認識した姫香。抵抗するように身じろぐが、本当に嫌なのかと疑うほどにその抵抗は弱弱しい。元々体格的に叶う筈など無く、姫香の性格上、押しのけてでも抵抗する様な度胸も無い。それを鑑みても誘うように身体を揺らすしかない姫香の耳にもう一度キスをすれば、彼女の身体から力が抜けてへたり込んでしまった。

        　こうなってしまったら、もう姫香に出来る事は無自覚に娘の情欲を注ぐ事だけ。

        　自分の娘がどんな顔をしてるのかを見させてすら貰えないまま、愛撫に身を震わせる。

        　貪るような愛撫はまだまだ終わらない。

        「心配になるなぁ。こんなにチョロくてさ、他の男に襲われたらどうすんの？」

        「らめ……やめ、てくだ、さい……」

        　へそ下を撫でる手を、上へずらした。だけど少しだけ上へ進んで、また戻る。完全に弄んでいる。

        　姫香は物欲しげに女の子座りしたまま足を浮つかせ、無意識の内に懇願している。

        　口では止めてほしそうに言ってるのに、身体は素直な所を見て自分で言っておきながら花恵の表情には嫉妬と不安が現れた。

        　こんなに可愛くて、エロくて、チョロい母親がもし自分の言葉通り襲われでもしたら。そのおぞましい想像が脳裏を一瞬でも過るだけで、殺意にも似た感情が湧き上がって理性の枷が緩む。

        「ママは誰の物か、印を付けないとね」

        「ひんっ！」

        　自分はいったいどんな酷い顔をしているだろうか。さぞ、娘が実の母親に向けてはいけない顔で、嗤っているだろうなと自覚しつつ、それを止められない。

        　目元を覆う手で、顔を仰け反らせる。逃げられない様に、腹を抱きしめて密着させる。そうして露わになった艶めかしい白い首筋に、わざと歯を突き立てた。

        　キスマークなんて生易しい物じゃない。獣がこれは自分のエモノだと誇示する様な、悍ましくて執着心に満ちた傷跡を作る。

        　口の中に苦い錆びの味がする。耳元で、姫香の苦し気な声がする。そのどれもが、理性をいとも容易く狂わせた。

        「ん、あ……っ」

        　この綺麗な母の身体に、自分だけが傷をつけられる。自分だけが、この大好きな母の全てを貪れる。

        　手が、自然と下へ下へと流れていく。

        　あり得ない程の歓喜が腹の底から湧いて、どす黒い愉悦がもっと、もっとと狂わせた。

        「ん……ちゅ」

        「はぁ、はぁ」

        　流石にこれ以上強く噛むのは可哀想だから、歯を離して血が滲む白い首筋を眺める。銀色の橋がいやらしく名残惜し気に後を引いて、つぷりと途切れた。

        　息も絶え絶えな母の蠱惑的な熱い吐息と、二人の熱が空気に溶けていく。

        　その達成感から悦に入りながら、段々と熱が冷めていくと謝罪の意を込めて傷跡にキスを落とした。

        　もう良いだろうと、その顔を見て見たくて右手を離せば涙で潤う姫香の目が花恵を虚ろに捉える。

        「はな……へ？」

        　突然視界を覆う手と背筋を甘く震わせる愛撫が無くなった事で、姫香は思考も出来ずに娘を見上げる。

        　自分がどんな姿で、どんな表情をしているのかも理解しないままにそんな事をしたから、花恵が生唾を呑んだ。

        　まるで誘うように、もう終わりなの？　とでも言っている様にしか見えない顔で見上げたものだから、花恵の目が妖しく光って小さく悲鳴を上げる。

        　あぁ、私はこのまま娘にここで美味しく頂かれるんだ。そう思ったのか、きゅっと目を瞑って全てを受け入れる姿勢を作って……。

        　

        『それでは、８時となりました所で今日のわんこのコーナーを見ていきましょう』

        　

        「うそ！　もうそんな時間!?」　

        　だがつけっぱなしだったテレビから、急いで家を出なければ学校に遅刻する時刻が告げられると花恵は先ほどまでの獣性なんて幻だったかのように、普通の女子高生らしい悲鳴を上げて慌てて飛び上がった。

        　そこからはきょとんと置いてけぼりにへたり込む姫香をよそに、花恵は朝食を一瞬で平らげリュックを背負い、姫香の頬にキスを一つして玄関へ飛び出していく。

        「それじゃママ！　行ってきまーす！！」

        　一人残された姫香は、余りある時間を使って長く、それはもう長くゆで上がった脳が正常な機能を取り戻した時、近所中に響く悲鳴を上げるのだった。

        　

        　◇◇◇◇

        　

        　カタカタカタと、キーボードを叩く音に電話のコール音が至る所から鳴り響くオフィスの一角。仕切り板に囲われた狭い空間で、低い机を挟んで二つのソファに二人の女性が膝を着き合わせていた。

        「う～ん」

        「ど、どうですか？」

        　姫香の、不安そうな声に対面に座る女性が手元の原稿を見下ろしたまま、眼鏡越しに見上げる。

        　だが何も答えず再び原稿用紙の束に視線を落とすと、暫くしてふぅと息を吐いて眼鏡を外し原稿用紙の角を整えてテーブルに置いた。

        　固唾を呑む姫香をじらす様に、湯飲みを手に取りすっかり冷めてしまった粗茶で喉を潤す。そうして判決を下す裁判官の様に彼女は指を組むと、ゆっくりと姫香を捉え重たい面持ちのまま口を開いた。

        「特に問題はありません。これで行きましょう」

        　緊張感のある雰囲気から一転し、満足げな表情で笑顔と共に女性がそういうと姫香は一気に脱力しソファーにもたれかかる。

        「良かった～。楓さん、勿体ぶって話すから緊張しちゃいました」

        「一応仕事ですからね。いい加減慣れて下さいよ

        「無理ですよ～、楓さん真剣な顔するんですもん」

        　先ほどまでの糸が張るような緊張した雰囲気から一転し、二人は朗らかに談笑する。

        　姫香の対面に座る女性、彼女は某小説出版社の編集の一人。北条楓。

        　長い黒髪をポニーテールで纏め、セクシーさとクールさを感じさせるタイトなスーツを着こなす如何にも仕事が出来るキャリアウーマンと言った女性。

        　美人顔な為、仕事モードの時は近寄りがたい怜悧な雰囲気を纏うが、こうして姫香とおしゃべりしている今は親しみすら思える優しい微笑みを浮かべている。

        「それにしても今回も先生の作品は素晴らしいですね。これなら重版は固いですよ

        「えへへ、先生だなんてそんな……」

        「いや、それなりに長く小説家やってるんですから今更先生呼びされて照れないで下さいよ……」

        　

        「襲うぞ？」

        　

        「何か言いました？」

        「いえ、何でも」

        　さて、とひと段落入れて楓は緩んだ褌を引き締めて仕事の話に戻った。今日は姫香が持ち込んだ新作小説の確認だ。全体の内容を見てＧＯサインは出したが、細かい修正などは必要だろう。

        　背筋を伸ばした姫香と共に、ここはこうした方が良い。ここはこういう意図があって、ならもっと簡潔に……等々話し合って煮詰め合っていく。

        　姫香は現在小説家として生計を立てている。

        　大御所と言える程の人気作を出している訳ではないが、中堅小説家として読書家からはそこそこ認知されている程度の実力はあった。

        　姫香が小説家になったきっかけは、夫の不倫だった。

        　元々、資産家の末娘として生まれた姫香は見た目通りの箱入りお嬢様だった。大学生時代に出会った夫と付き合い、そのまま卒業と同時に結婚し一般家庭の主婦として娘を生んだ。

        　当時はただの専業主婦だった。しかし花恵がまだ赤子の頃、夫が不倫し不倫相手と結婚したいと一方的に離婚させられたのを切っ掛けに実家を頼る事に。夫は然るべき処理を実家の家族によって処理されたが、それは姫香は知らない。

        　そうして実家で傷を癒しながら娘を育てている折、いい年して両親の世話になりっぱなしなのは不味いと手慰みで書いていた小説を偶々見たコンテストに応募。

        　内容は浮気性な夫を憎しみつつ愛を捨てられない女の物語。つまり姫香の恨みつらみを書いた黒歴史だ。当時は頭がおかしくなっていたので振り返れば赤面必須。だが、まさかの賞を受賞し小説家デビュー。

        　今ではこうして中堅純文学作家として、ありがたい事に少なくない稼ぎを得ている。

        　しかし決してそれが運や話題性による物ではなく、実力によって勝ち取った物なのだ。元々、姫香は良家の末娘として文学や芸術と言った分野への教育を惜しみなく受けさせて貰っていた。その経験から出来上がった作品は、純文学好きの読書家からすれば硬派で古典的だが、女性らしい柔らかさと恐ろしさがあると根強い人気を誇っている。

        「――それでは、今日はここら辺にしておきましょうか」

        「はい。今回もよろしくお願いします」

        「こちらこそ、持てる力を賭けて世に広めます」

        　オフィスの人々が昼食に向かう中、二人もまた仕事にひと段落を付ける。普段なら楓にも仕事があるのでここでお開きだが、姫香の誘いで昼食の為に外へ出た。

        　ロリ巨乳の姫香とクールビューティーな楓。この二人が並んで歩くだけで周囲の視線を独占する。注目の的になりながら二人が向かったのは、クラシックな雰囲気のレストラン。少しお高いが個室もあって、相談事をするにはもってこいの場所だ。

        「なんか二人で食事って久しぶりだね。大学生以来？」

        「そうですね。お互い卒業してからは時間が合いませんでしたし」

        「ごめんね。早く上に上りたくて必死だったから、離婚したって知らなくて」

        「気にしてませんよ。こうして再会出来たんですから」

        　楓は編集としての上着を脱いで、友人として気安く話す。姫香もまた、口調こそ丁寧語だがその雰囲気は大分解れた物に。

        　この二人、元は大学時代の友人。学部もサークルも違い、接点の無い二人だったが本が好きと言う共通点だけはあり、図書館で出会った事が切っ掛けで意気投合を果たした。

        　おっとりしていて純粋無垢な箱入りお嬢様の姫香と、早いうちから現実的な思考で自立心の強い楓ではそりが合わない様に思えたが、意外にも二人は順調に友好を深めていった。

        　しかし大学卒業を機に、楓は就職し我武者羅に働いていて会う時間が取れなかった。そうして数年が経ち、漸くひと段落付ける役職にまで登った時、新人作家と編集として再会を果たすに至る。

        「それで、相談ってなに。その首のキズの事？」

        「ちっ！？　ちが……くなくもないかも知れないです」

        「ほあっ」

        　楓は、目ざとく首筋の噛み跡に気づいてニヤケ顔で弄った。

        　冗談めかしてタートルネックから覗く首の傷を指摘した楓だが、内心滝汗をかいて動揺していた。動揺を必死に押し殺して素知らぬ素振りをしつつ、震える手で水を飲み干す。

        　幸い姫香は顔を赤くして照れている為、気付いていない。

        「そっ……それは新しい恋人が出来た、とか？」

        「い、いえ。そういう訳ではないんですが……」

        　分かり易い程に安堵する楓に、姫香は相変わらず気づかない。そうして新しい男が出来た訳ではないと分かった楓は、しかしそれなら一体誰が姫香の綺麗な首に執着心に満ちた跡を作ったのだろうか。

        　悩む楓を置いて、姫香は運ばれて来たパスタを受け取って本題に入る。

        「えっとですね、相談というのは娘の事なんですが」

        「ん？」

        　娘が居ると言うのは楓も当然知っている。なんなら普通に交流もあるし、連絡先だって知っている。

        　しかしそれが、首筋の噛み跡とひもづかない。

        　誰だってそうだろう。首筋に噛み跡を作るだなんて、余程お熱い恋人同士が夜の愛情表現の時に盛り上がってやる物だ。

        　実の娘と、一体何の関係があるのか。普通なら想像すらつかないが、楓も小説の編集として様々な世界を見て来た。故に、困惑しつつ脳裏にまさかな。と予想してしまう。

        「うちの子、ちょっと親離れが出来ないみたいで。どうしたら良いか……」

        　うんうん。と相槌を打ちつつ、楓の頭の中では娘と情事の後の関連性を必死で探る。

        　そんな楓に気づかず、姫香はクルクルとフォークにスパゲッティを絡めながら話す。

        「確か高１だよね？　花恵ちゃん」

        「はい。親孝行な良い子なんですけど、ちょっと度が過ぎてると言うか」

        「親……？　うぅん？　うん」

        　楓は思考を放棄した。もう楓の中でこの母娘の関係はある程度察したが、姫香がそれでいいならいいやと目を瞑る。

        　姫香の様子から、嫌がっている訳ではないとだけは分かった。だから聞きたい事をぐっと堪えて良き相談相手として接する。

        「う～ん、でもさ、親離れして欲しいわけ？　姫香は」

        「そっ……れは」

        　食事の手は一切進まず、姫香は核心を突いた質問に口ごもった。

        　母親としては親離れは自立の現れ、祝福すべきなのだろう。しかしそれを想像するだけで寂しそうな表情をして俯く。

        　それを見て、姫香がどうして親離れだなんて言い出したのかを想像するのは容易だった。

        　楓はサラダを口に運び、意外と不味いなと顔をひそめてフォークを置く。

        「そりゃぁ、一般的には高校生なんて親離れしだす時期だけど、あくまで世間的にわってだけで、必ずしも悪い事ではないでしょ」

        「でも……不安なんです。あの子が私と同じ目に合うんじゃないかと思ったら」

        　姫香の弱音。そこにあるのは、ただ娘の将来への不安。

        「私も正直、親離れが出来ていないんです。社会の辛さも知らず、家族の優しさに頼ってばかりで。今だって両親が居るから母子家庭でも何とかなっていて、自立出来てるとは言えないですし」

        　良家の末娘、箱入りお嬢様として育てられた姫香は昨今では珍しいくらいの純粋天然記念物だ。大学卒業と同時に専業主婦となり離婚されても路頭に迷う事は無く、良くある我武者羅に働いたかと言えばそうではない。

        　ただ泣いて恨んでいただけで、実家の家族が全て援助してくれて生活苦と言う物を味わった事が無い。働いてると言っても小説家だから社会経験なんて無く、40を迎えようと言う今から社会人として働けるかと言われれば分からない。

        「だからこそ、あの子にはしっかりと自立して私が居なくなっても幸せになれる様になって欲しいんです」

        　親離れが出来ない、すなわち自立が出来ていない。

        　姫香は自分というその末路を知っているからこそ、親として子供にはしっかりと自立をして欲しいと願う。

        　ただでさえ、近親愛なんて世間からの風当たりが強いのに、もしこのまま大きくなっても姫香に娘を守れる力はない。なにより、親は子供よりも先にいなくなる。もし姫香が居なくなった時、頼れる相手が居なくなった花恵はどうなってしまうんだろうか。

        　想像しただけで身体が震える。

        「……まぁ」

        　弱弱しい姫香の本音を聞いた楓は、どうしたもんかと呟く。煙草に火をつけて、煙が姫香の方へ流れない様に吐く。

        　ここで模範解答を出してしまうのは簡単だ。社会の厳しさを知らない姫香に、社会の荒波に揉まれて自立を果たした楓が、こうすれば良いと言えば姫香はその通りにするだろう。

        　だがそれを正しい事だと言えるだろうか。

        「二人で話し合う……ってのが一番なんだけど、それが出来ないから私に相談してくれたんだよね」

        　敏腕編集者として、最適な答えは何か。短い時間で適切な答えを探す。

        　だがふと、思い出してしまった。そう言えば他の持ち受けの作家がネタに困っていたな。と。最適な答えを出す為に編集者としての思考になった所為で、一度考えたらその事ばかり脳裏によぎる。

        　その作家がネタを出してくれないせいで仕事が溜まっている事も。ネタさえあれば今日は定時に帰って明日が休みになるのに。

        　葛藤に目を瞑った。

        「そうなんです。話し合おうとするとあの子はいつも……その、少しはしたない悪戯をしてきて」

        　カッ！！

        　エッチな悪戯を思い出して照れる姫香を見て、雷に打たれた。天啓が楓の頭に浮かんだのだ。これは、ネタになる。

        　もう楓はそれしか考えられなかった。ネタになる、姫香の問題解決にもなる。これほど完璧な話があるだろうか、いや無い。

        　楓は些かの罪悪感を、多大な興奮で覆い隠して生唾を呑んで煙草をもみ消した。編集者とは、時に作家以上にネタに貪欲な悲しい生き物なのだ。

        「その、さ。提案があるんだけど」

        「提案、ですか？」

        　心の中で全力で土下座する。しかし言い出してしまった物は仕方ない。早く仕事を片付けて、帰りたいのだ。休日出勤だけは避けたい楓は女神の微笑みを浮かべて悪魔の如き誘惑に屈した。

        「娘ちゃんにはさ――」

        　

        　　　◇◇◇◇

        　

        　楓との相談と仕事の話が終わった姫香は、自宅のリビングにあるソファにすっぽりと収まったままぼーっと天井を見上げていた。

        　原稿用紙と万年筆を広げた所で集中できず、白紙のままだ。

        　その原因は勿論、直前に楓に言われた事が原因だった。あれから家事をしている間も休憩している時も常にその事ばかり考えている。

        「……本当に、良いんでしょうか」

        　名案とばかりに言われた事を実行して良いのだろうか。表面上危惧しているのはそれで少なくとも娘が傷つくかも知れないと言う事。悩みの本質はそこでは無いのだが、それを姫香自身は気付かない。

        　言ったら花恵との関係がぎくしゃくするかも知れない。そう思うだけで背中に氷が刺さるような感覚に襲われる。

        「いえ。あの子が幸せになる為に必要なら、私も母親として鬼にならないと！」

        　しかし母親として出来る事をしたい。その気持ちがあるから、ぐっと握りこぶしを作って意気込む。

        　胸にぽっかりと空いた様な気持ちは、寂しいからだと考えて押し殺した。

        　決めた！　と力強く決意した瞬間、勢いよくリビングが開け放たれその轟音にビクッと跳ねる。混乱している間に、愛娘がリビングに現れた。

        　

        「ママー！！　ただいまー！」

        「きゃあ！？　……もう、びっくりしたじゃないですか。お帰りなさい」

        「むふー」

        　元気よく花恵が、リビングのソファに座っている姫香のお腹へ向かって飛び込んだ。扉が勢いよく開けられた音に姫香が驚いて固まってから僅か数秒の出来事。

        　勢いよく飛び込んできて、お腹にぐりぐりと顔を擦り付ける花恵に驚くも頭を撫でて上げれば「むふー！」と気持ちよさそうな声がお腹に響いた。

        　姫香のお腹を堪能した花恵は、するりと流れる様に姫香を膝に置いて後ろから抱きしめる。ちょこんと娘の腕の中に収まる姿はお人形さんみたいだ。

        「はー、癒される～」

        「あんっ、首筋で喋らないで下さい。くすぐったい……ってそうじゃなくて！」

        　いつもだったらこのまま気が済むまでのんびりと時間を過ごすのに、今日に関しては違うらしい。

        　うにゃうにゃと手足をばたつかせて抱擁から抜け出すと、きょとんとする花恵の真正面でドンと胸を張った。

        「花恵。今日は大事な話があります」

        「話？　なに？」

        　真剣な表情かわいいお顔で、精一杯威厳ある姿かわいさしかない姿を見せる姫香。おっほんと勿体ぶってビシッと指を立てた。姫香の中では威厳ある裁判官が判決を突きつける姿がイメージされているが、実際はロリ巨乳の可愛い女の子の微笑ましい姿だ。

        『娘ちゃんには、こう言ったら良いよ。』

        　

        「私ですね――」

        　

        「――再婚しようと思います！」

        　楓に相談した答え。それがこの宣言。

        　勿論嘘だ。再婚するつもりなんて欠片も無い。相手もいない。しかし楓曰く、母子家庭において子供が一人しかいない親に執着するのはまぁまぁ、あることらしい。だからこそ、親が再婚するとなれば自然と自立心が芽生える事も多いらしい。との情報が楓の言い分。もちろん適当。しかし純粋培養の箱入りお嬢様の姫香は、親友の言う事を疑わずなる程と納得して実行に移してしまった。

        　確かに、荒治療ではあるが効果が無い訳では無いだろう。実際に環境の変化で子供というのは目ざましい程の成長を迎える事もある。しかしそれはあくまでも一般的な話で、花恵に一般論は通用しない。

        「……ふぅん」

        　長苦しい静寂を、花恵の冷たい声が破る。16年間共に過ごして来た姫香ですら聞いた事が無い冷たい声。

        　心なしか、花恵の形の良い目がすわり光が失われている気がする。

        　これだ！　と言わんばかりの自身で意気揚々と宣言した姫香は、何故だか猛烈なプレッシャーに身体を震わせた。

        　それはまさに肉食動物を目の前にしたような、明確な強者のプレッシャー。怒っている。そう思った時には、花恵は何も言わず立ち上がってしまう。

        「分かった。ママが決めたなら文句はないよ」

        「え？　あの、花恵？」

        　もっと何か言われると身構えていたのに、渾身の宣言に対する反応は酷く淡白だった。拍子抜け以上に、花恵の雰囲気が恐ろしくてそれ以上聞けない。怒らせた。それだけは分かったが、今まで花恵が怒った姿を見た事がない姫香は委縮してしまう。

        「ごめん、今日はもう寝るね」

        　そう言って花恵は振り返る事も、おやすみのキスもハグもせず自室へ帰ってしまった。

        　明らかに選択を間違えた。そう理解した時にはもう後の祭りだった。

        　

        　　◇◇◇◇

        　

        　花恵に『嘘再婚報告』をした後の夜。姫香は自室のベットの上でため息をついていた。

        「やっぱり、あんな事を言ったから花恵は怒っちゃったんでしょうか……」

        　あの後、花恵の部屋を訪ねるも既にベットに入っていて声を掛けられなかった。自分から始めた事だが、姫香は思った以上にダメージを受けていた。

        　一人で食べる食事は出来たてなのに冷めきった味がした。一人で入るお風呂は水の反響する音しかしなくて空恐ろしい怖さがあった。一人で眠るベットは広すぎて落ち着かない。

        　思った以上に、姫香の生活には花恵が居てそれが無いだけで胸にぽっかりと穴が開いた様な気持ちになる。

        　せっかく今日は新作が通って、筆を進めようと思ったのに一行も書けなかった。結局、姫香は落ち込んだまま一日を終えてしまった。

        「私が悪いんですから、明日は朝起きたら謝りましょう」

        　想像以上のダメージに、姫香の方が参ってしまいそうだった。朝一で嘘だったと明かして謝罪しよう。それでいつもの日常に戻って、また楽しく過ごせば良い。

        　そんな風に考えて、姫香は一人ベットに入る。

        「……このベット、こんなに大きかったんですね」

        　鼻の奥がツンとして、視界が滲む。

        　呟いた言葉は寂しく闇に溶け込み、酷くうすら寒かった。

        　寒さに耐える様に、姫香は丸く眠る。早く明日になって欲しい、そう願って固く目を瞑る。

        　異変は、姫香が完全に眠りについてから起こった。

        　姫香はあまり夢を見ない。熟睡するからだ。寝つきの良い姫香はどれだけ体調やメンタルが悪くても、睡眠の質だけは落ちない。

        　しかし今日、姫香は夢を見た。それが夢だと理解出来たのは、あり得ない事が起こっているからだ。

        『ママ、大好きだよ。ちゅ』

        『花恵……私も、好きですよ。っん』

        　目の前には艶やかな姿の花恵が居て、ベットの上から腕を着いてこちらを見下ろしている。蕩けるような幸せそうな笑みを浮かべて。

        　なにより信じられないのは、姫香自身が同じように受け入れているのだ。まるで初夜を迎えた恋人の様に裸で熱く抱き合ってキスをしている。

        　どこからどう見ても、姫香と花恵は親子としての一線を越えた関係になってしまっている。

        　そうして裸の二人は、ゆっくりと身体を重ねて――。

        「うにゃぁぁぁ!?」

        　姫香は絶叫と共に飛び起きた。キャパシティーを遙かに超える夢に、姫香は顔を真っ赤にして息を荒げる。

        「はぁ、はぁ……夢……？」

        　夢で良かったと安堵のため息をこぼす。ただ、自分の状態に気づいて違う意味で顔を真っ赤にした。欲求不満でそういう夢を見ると言うのは知識としては知っているが、まさか自分が見る事になるなんて。この下着は捨てよう。着替え終わった姫香は、まだ夜更けだからベットに転がって目を瞑った。

        （も、もう流石にあんな夢は見ないですよね）

        　決してもう一度、あの夢を見たい訳ではない。誰にともなく言い訳して『眠れ～』と念を込めた。しかしそんな姫香の言い訳は、本当に言い訳にしかならず、それから毎日あの夢を見るようになった。始めは普通なのだ。普通に愛し合う母娘の夢。しかし２日目あたりから徐々におかしくなってきた。

        　

        ――２日目

        　

        『ママったら、いじめられて興奮してるの？　……マゾ♡』

        　

        　どこで覚えたのか、サディスティックに愛情深く攻められる。

        　常に耳元で愛情深く罵倒しながら、姫香が逃げられない様に身体を抱きしめて丹念に身体を撫でまわす。

        　不快感なんて微塵も感じられない。それどころか、もっと気持ち良い所を深く触って身体をくねらせる。

        　だけど花恵はニヤニヤと笑ったまま、産毛を逆撫であと少しと言うと言う所で手を離す。絶対に最後まで気持ち良くしてくれない。焦らして焦らして、姫香の反応を楽しむ。

        　

        ――３日目

        　

        『可愛いよママ♡　ずっといっしょにいようね』

        　

        　今度は溺れる位の愛情を、たっぷりとそのまま注いできた。

        　ベットに仰向けで倒れる姫香を、上から見下ろして愛を囁く。欲しいと目で訴える姫香に、望む以上の愛情をぶつけて来た。

        　キスして、耳を撫でて首筋を舐める。

        　思わず気持ち良いと零せば嬉しそうに目を細め、息が出来なくなる位のキスをした。姫香も腕を回して抱きしめ合って、息も絶え絶えになるまでキスを交わした。

        　

        ――４日目

        　

        『他の女と話すなって言ったよね。言いつけも守れないの？　来い、今日は気絶しても止めないから』

        　

        　多分、楓と仕事の話をしたのが気にくわなかったのだろう。その日の花恵は完全に据わった眼をして、まだ日も出ている内から姫香をベットに押し倒した。

        　怯えてしまう位、怖い顔で責めてくる。息も絶え絶えになって、一切休ませてくれないし止めてと言っても、もっと激しくしてくる。

        　姫香の知らない快楽を、知らない行為で教え込んだ。そうやって、姫香の身体に教え込んでくる。誰がご主人様なのかを。

        　

        ――そして７日目。

        　

        「どうして私がいつもいじめられているんですか！」

        　

        　誰も居ない家に、姫香の叫びが響く。

        　夢を見始めてそろそろ１週間。見る夢はつくづく姫香が花恵に弄ばれる夢。想像すらした事が無いプレイの数々で快楽に蕩けさせられていた。夢とは深層心理の再現と言われているが、断じて認めたくない。というかそんな知識を姫香は持ち合わせていなかった。なのに見る夢は日増しに過激になり、留まる所を知らない。

        　そのせいでここしばらくは身体が火照って仕方ないし、起きた時はシャワーと洗濯をしないといけない羽目になった。

        　いい年して朝から下着を洗ったのは、人生で初めての出来事だし死ぬほど恥ずかしい。

        「……はぁ。結局、あれから花恵とは全然お話出来てないですし」

        　目下の悩みは、この一週間全くと言っていいほど花恵と会話が無い事。

        『ごめん、今日は友達と遊ぶから』

        『部活の合宿で』

        『勉強するから』

        　そんな感じで全くと言っていい程、取りつく島も無かった。

        　今までだったらあの花咲く笑みと一緒に抱きしめてくれたのに、それが姫香の一番の悩みだ。お陰で何も手が付かない。

        　今だって万年筆を持ったまま原稿用紙の前に座っているが、書いては直し、書いては直し、ため息を吐いて丸めて捨てた。

        　決して夢の所為で身体が疼いてるからでもないし、抱きしめられたりキスされて無い所為で物足りないからではない。断じてない。

        「そもそも、私と花恵は親子なんですから……あ、あんな事はおかしいんです」

        　花恵と話せない原因は、きっとそれだけでは無い。見る淫夢は絶対に親子の情事なのだ。普段の悪戯なんて可愛く思える様な、熱く爛れるまぐわい。その所為で、花恵の顔を見るだけで思い出して顔が真っ赤に熟れてしまう。

        　極めつけは、そんな姫香の様子を見て花恵が何も言わず何処か妖しく流し目を送ってほほ笑む。まるでお見通しだと言わんばかりの艶のこもったほほえみは、姫香を乱した。

        「ぅぅ～！　あれもこれも全部夢のせいです！」

        　頭を抱えて唸る。夢が悪いんだ。花恵の妖艶な流し目を思い出して身体が火照るのも、力強く抱きしめられて耳元で少し低い声で好きと囁かれる妄想をしてしまうのも、全て夢が悪い。

        　何より怖いのが、夢を見る事が嫌だと思わない事。

        　嫌悪感は、初めから一切なかった。

        「そ、そうだ。買い物に行かないと。買い物に行って、その途中で花恵に会うのは仕方ない事なんです」

        　誰もいないのに言い訳を並べて、家を出る。娘成分が欠乏しすぎて姫香は娘に会う事しか考えられなかった。あと数時間も待てば会える事すら耐えられない。

        　以前、外で会った時に痛いくらい抱きしめられたのを思い出しながら迎えに行く。財布すら持たずに家を出た彼女は真っすぐに通学路へ向かった。

        　すれ違う人々の多くは娘の学校の制服を着ていて、物珍しく姫香を眺めている。

        　注意深く花恵を探していた姫香は、雑踏の中に娘の姿を見付けた。

        「あっ！　はな……え？」

        　破顔して声を掛けようとした姫香だが、尻すぼみになって端に身を隠してしまった。声を掛けようと思ったのに、当の娘が一人じゃなかった所為か。そんな事は無い、花恵の傍に誰かが居る事はよくあった。いつもだったら普通に声を掛けていたが、今回はその様子を見て思わず隠れてしまったのだ。

        　隠れ見る視線の先では、花恵と友人がいる。

        「マイフレンドは抱き心地が良いな～」

        「ソウデスネ」

        「ほら、手をつなご？」

        「モチロン」

        　花恵が友人とイチャイチャしている。付き合いたての恋人の様に、手を繋いで肩を寄り添わせて。友人は死んだ目をしているが、花恵は気にしていないし姫香も気づかない。

        　ただ、知らずの内に歯を食いしばって凝視していた。ふつふつと、姫香の腹の底から熱い物がこみ上げてくる。睨みつけ、爪が食い込むほどに手を握り込んでいた。

        「花恵……」

        　花恵の隣は姫香の場所だ。抱きしめて貰うのも、笑顔を向けて貰うのも姫香だけの特権。それが、ぽっと出の他人に奪われるのだけは許されない。

        　何より、そんな簡単に姫香以外の女に抱き着く花恵に酷く苛立った。

        （何で、私だけじゃないんですか）

        　それは母親が抱く事は決してない、嫉妬である事など自覚していない。どうして苛立っているのか分かっていないまま、花恵が自分以外の女に笑顔を向ける度に奥歯の方から深いな音がする。

        　淫夢の効果は絶大だ。毎日の様に娘との淫らな夢を見せられていた姫香は、心の遙か奥底の方に隠れていた想いをいとも容易く本人すら自覚しない内に表へ浮かびあげていた。

        「花恵は私の、私だけの子なんです。私じゃなきゃ」

        　元々、一人娘に対する愛情は深い。夫に不倫された時も、たった一人お腹を痛めて生んだ花恵が居たから立ち直れた。

        　思ったのだ、この子の為に生きようと。まだ何も知らない赤子を腕に抱いた瞬間に、無邪気に笑いかけてくれた時に、ママと拙く呼んでくれた時に。

        　自分の人生は、この子を幸せにするためにあるのだと。無上の愛情を持つが故に、その愛情の質が変わるだけで大きさは何も変わらない。

        　ただ深い大海の様な親愛と母性が、恋心と執着心に変わりつつあっただけ。

        「私の――！？」

        　思わず怒鳴りつけようと飛び出しかけた。間一髪で踏みとどまったのは、まだ母親が残っていたからだ。

        　母親としての理性がこれで良い、これも自立の第一歩だと訴えたから、姫香は怒鳴って喚き散らす醜態を晒さずに済んだ。

        　しかし、いっそ感情のままに荒ぶった方が良かったかもしれない。

        （私は……一体何を……）

        　中途半端にブレーキを掛けたせいで、酷い傷が出来た。何時までも残って膿む生々しい傷跡が。毒の様にそれは痛みを広げていく。

        「マイフレンド～、今日は映画でも行こっか」

        「ソウダネ」

        　隠れる姫香に気づかず、花恵は死んだ目をする友人と一緒に遠くへ行ってしまう。その背へ手を伸ばしたが、届かなかった。

        　残された姫香はその背中を眺めて、踵を返す。

        　家へ向かうその足取りは、たった十分の道のりに三十分掛かった。

        　姫香は気付かない。とぼとぼと歩く後ろ姿を、娘が悪魔の様な笑みを浮かべて眺めていた事を。

        　

        　　　　◇◇◇◇

        　

        　家に帰った姫香は、筆を取る事も無く日々のルーティンワークとしての家事だけを早々に終わらすと眠りについた。

        　眠かった訳でも無い。ただ、夢を見たかった。夢の中だけでは、この欲望を解放しても許されたから。夢だから、そんな免罪符を勝手に掲げてもっと辛くなると分かっていて夢に逃げる。

        『ママ』

        『花恵。花恵……』

        　今日の夢の花恵は優しい。慈悲深い聖母の様な微笑みで、姫香を抱きしめてくれる。

        　親子の立場は逆転してるが、夢だから気にしない。

        　抱きしめ返して、背中に傷が出来るくらい強く抱きしめて、胸に顔を埋める。

        　夢だから、躊躇も戸惑いも無かった。

        『花恵。花恵はずっと一緒に居てくれますよね？　離れないですよね？』

        『――』

        『私だけを見て下さい』

        『――』

        　母親の癖に酷い独占欲を吐き出す。だがここで吐き出さないと、現実に持ち込んでしまいそうだからこれは間違った事ではない。

        　そう自分に言い訳して、絶対に離れない様に抱きしめた。

        　自立して欲しいなんて言っていた癖にいざ娘が離れてしまいそうになった途端、離れないで欲しいと、それも母親としての寂しさではない感情に支配される。

        『花恵？　どうして何も言ってくれないんですか？』

        　抱きしめている花恵が何も言ってくれない事に、不安気に顔を上げた。また焦らしているつもりなのか、そうであれば良かったが姫香の胸に漠然とした不安が付きまとう。

        　見上げた事を、姫香は後悔した。

        『ごめんね、ママ』

        　酷く悲し気な微笑みを浮かべている。罪悪感と、隠しきれない喜びが見える。後ろ髪を引かれながら、未来へ向かう顔だ。

        　きっといつか、現実でもそういう日が来るんだろう。何時か親の手の中から抜け出して、親の代わりになる大切な人と、愛を育む時が。

        『いや……』

        　姫香の手から、花恵が抜け出した。一歩下がる彼女へ縋るがどんどん離れていく。名残惜し気に、しかし背を向けて前を見る。

        　花恵の背中に、酷い拒絶感が湧き上がった。望んだ筈だ、自立して欲しいと思った。自立とは親元を離れる事、自立を求める以上避けては通れない現実がある。

        　だが夢に縋る姫香にとって、欲しいのは現実ではない。もう、現実は嫌だった。

        『離れないで。いや、一人にしないで下さい。もう、置いてかれるのは嫌なんです！』

        　後ろ髪を引かれながら前へ進む、離れる花恵の背中に、自分を捨てた夫の姿が重なる。置いてかないでと、捨てないでと縋ったあの時と同じ様に今もまた縋った。

        　孤独は嫌だ。あの時味わった孤独は、酷く冷たくて胃の下に溜まる痛み。その時、その時以上の孤独が姫香を襲う。

        　花恵が居なくなったら姫香は本当に一人になる。この家で、無駄に広い家にたった一人で残される。

        　それだけは嫌だ。

        　自立して欲しいなんて嘘だ。表面上の取り繕った、良い母親でありたいと言う願望から出た気の迷いだ。本当は自立なんてして欲しくない、ずっと一緒に居て欲しい。

        　隠し続けて本人すら分からなくなった本音が、夢のお陰で確かな物と成る。

        「花恵！」

        　寝室に悲痛な悲鳴が響く。手を伸ばして起き上がった姫香の顔色は酷い物で、嫌な汗をたっぷりとかいている。

        　悲鳴の残響が部屋の隅に残り、荒い息遣いがそれを上書きしていく。ややあってそれをかき消すように深いため息をついた。

        　やり場のない怒りを込めた、ため息を。

        「何で……夢くらい……」

        　驚くほど自然に、逃避させてくれない夢に恨み言を吐いた。心境の変化なんて言葉では表せない。最早、母親としての顔は何処にもなかった。

        （夢さえ見れれば、母親であれたかも知れないのに）

        　淫夢さえ見れればそれで慰められたのに。例え現実で花恵が離れて、自立してしまおうと夢さえあれば縋れた。逃げれた。

        　しかしそんな些細な希望すら許してくれない。無理やり夢に縋らせるように追いつめた癖に、いざ縋ろうと手を伸ばしたら叩き落される。鬼畜の所業だ。嘲笑う声すら聞こえる。

        　いや、実際聞こえた。

        「ふふっ」

        「花恵……」

        　嘲笑ではない。混じりけの無い、歓喜の笑い声。必死に押し殺そうとしているが、隠しきれない歪んだ真っすぐな喜びを感じられた。

        　さほど驚いた様子も無く、姫香は隣へ視線をずらす。そこには、花恵が居る。灯りもつけずに、窓から差し込む満月の明かりだけに照らされながらお腹を痛めて生んだ娘が喜びを隠しきれずに静かに微笑みを浮かべている。

        　まるで満月の夜に本当の姿を現す人狼の様に、月光を背負い影差す相貌の中で目だけが妖しく光っている。

        　正気を疑う異常だが、姫香に驚いた様子は無かった。

        「驚かないんだね」

        「……花恵と、お話し出来た嬉しさが上回ってしまって」

        　月は人を狂わせる。昔そんな話をどこかで聞いた事があるなと思い浮かび、一人納得する。なる程、確かに狂っても可笑しくない美しさだ。

        　娘がどうしてそんな異常なのか、何故ここに居るのか、一体何の目的があるのか。そんな事はどうでも良かった。ただ、一週間振りに会えた事の方が大切だから。

        　魅入られてしまっている。

        「ごめんね、ママ。寂しい思いさせて」

        　花恵が優しく抱きしめてくれる。夜の怖さに怯える子供をあやすように、優しさで包み込む。

        　夢ではない。本物の熱だ。息が出来なくなる位、あつい。

        「本当ですよ。すっごく寂しかった」

        「うん。もう寂しい思いはさせないから」

        　花恵の指が、硬く閉じた姫香の指を解いて絡みついた。右手と右手が蛇の様に絡みつく。首輪や、鎖の様に強固で複雑に。

        　もう片方の手が、姫香の髪を梳いた。嫋やかな指がゆっくりと撫でる。姫香の身体に覚え込まされた指使い。夢の中で何度も忘我へ誘われた指は、夢の中となんら遜色無かった。

        　姫香は核心をもって花恵を見上げた。爛れるような愛情を向ける娘を。きっと狂わなかったら怖いと思うだろう。

        「あの夢、花恵が見せたんですよね」

        「――うん」

        　隠す気なんて無く、むしろ当ててくれた事を嬉しそうに花恵は素直に肯定した。

        　やっぱりそうだったのかと、納得する。顔を俯かせた姫香のつむじに、花恵の不安げな声が降りる。

        「お、怒った？」

        　顔を上げれば不安そうに瞳を揺らす花恵が、縋る様に見つめている。そんな姿を見て、答え合わせをしても姫香の胸に怒りは無い。

        　安心させる為に微笑み、頬へ手を伸ばす。くすぐったそうに身をくねらせつつも、姫香の手に頬を擦り付けて気持ち良さそうに目を細めた。

        「怒ってはいませんよ。文句は言いたいですが」

        「……ごめんね」

        　しゅんとする娘に苦笑し、よしよしと背中を叩いてあやせば嬉しそうな声を漏らして頬と頬を擦り合わせて甘えてくる。子猫みたいな甘え方に母性を刺激されながら受け入れた。

        　確かに文句は言いたい。あの夢の所為でここ一週間は大変だった。だけど胸の奥の奥に封印していた感情が溢れてしまった今は、喜びがそれを上書きする。

        　ぎゅっと抱きしめて、柔らかさと温もりにゆだねた。一週間ぶりの本物の抱擁は、頭がおかしくなりそうな歓喜をもたらす。

        　姫香の身体を堪能しながら、しみじみと懺悔する様に花恵は思いと共に種明かしをする。

        「ママがさ、私以外の物になるって思ったら頭がおかしくなっちゃって、狂っ……うぅん、狂ってたのが隠せなくなったんだと思う」

        「不安にさせてごめんなさい。あれは嘘だったんです。貴女に自立して欲しくて……」

        「うん、分かってる。ちゃんと理解してるよ。でも私はママ以外要らないからさ、だからママにはママをやめて貰おうと思ったの」

        　自分の歪んだ想いを実らせるのは、親子である事を止めなければいけない。その為に、淫夢を最大限利用した。

        　夢と快楽で境界線を、常識を曖昧にする。そこからは態度を素っ気なくした。この16年間で下地は出来上がっていたから、後は花恵自分が耐えるだけ。お熱すぎる娘からのスキンシップを無くせば、中毒患者の様に渇きに喘ぐ。

        　耐えるのは死ぬほどきつかったが、結果はこの通り。親子であって母親で無くなった。もう柵は一切ない。

        「もう……責任、取って下さいね」

        「もちろん」

        　予想以上の成果に、笑みを浮かべて花恵は物欲しげに見上げる姫香の顎を掬い上げて唇にキスを落とした。

        「ん……」

        「あん……っやぁ」

        　姫香の舌が伸びるが、敢えて押し返す。絡めようとしてくるが悪戯心でひょいとひっこめれば恨めし気に睨まれた。今までならこんな事をすれば直ぐに拒絶したのに、随分変わったものだ。花恵にとっては好ましい変化だが。

        　夢の続きは、夢の様な時間で。

        「ママ。大好きだよ」

        「……私も、大好きです」

        　もう夢は、必要無かった。満月の光だけが二人を照らす。新雪の様な肌に艶やかな光が煌めく。

        　寒々しいベットには熱が滲み、空気が湿り気を帯びる。

        　月だけが、親子ではなくなった女二人を見届ける。獣の様に狂ってしまった女達を、寂し気に祝福し続けた。

        　姫香の薬指から、指輪が外される。するりと、抵抗無く。

        　

        　◇◇◇◇

        　

        「すぴー」

        「ふふ、かわいい」

        　全て終わった夜更け。良い子は悪いお化けに連れ去られてしまう闇の中、草木も眠る夜に悪い子は笑う。

        　もう普通には戻れない。そんな気はさらさら無いし、罪悪感も感じなかった。

        　あるのは歓喜。長い間焦らされ続けた最高の宝物を貰えた子供の様に喜んだ。

        「……普通、か」

        　良い子のふりは最後だ。ごめんなさいという気持ちで、髪を一房掬い上げてリップ音を奏でる。

        　するりと静かにベットから抜け出して、中途半端に開いたカーテンを掴んだ。無粋な見物客へのチップは弾んだ。これ以上は欲張りが過ぎるさ。

        　月を見上げて、目を細める。

        「あの夢さ、私じゃあなくてママ自身が見せたんだよ」

        　今となってはどうでも良いから適当に肯定したが、あの淫夢は花恵が見せた物ではない。なんなら一切関係が無い。ただ、淫夢の存在は知っていた。

        「私、昔からあの夢見てたんだよね。それこそ、ママがパパに裏切られた時からさ」

        　なんせ、花恵自身が淫夢の被害者なのだから。初めは混乱したし恐れもしたが、理解すれば早かった。これは自分が原因ではなく、姫香が原因なのだと。

        　明確な理屈は無いが、姫香の想いを感じられたし、そうなんだろうと思う。追及する気はないし、このまま姫香には勘違いして貰った方が良い。

        　悪い子は、一人で充分だから。

        「私が狂ってると思ってるかもしれないけど、狂わせたのはママなんだよ」

        　狂った？　違う、狂わせられた。もうずっと昔から、毎日毎日あの淫夢を見続ければ誰だって狂うさ。それも成長するに従ってただの夢から淫らな夢に変われば。

        　始めは普通の夢だった。恐らく姫香の願望の具現化なのだろう。母親として娘を純粋に愛する夢から、母親としての一線を越える夢に。唯一変わらないのは常に花恵が責めだった事だろう。お陰でサドっ気に目覚めてしまったし。

        「だからさ、責任取ってよね」

        　これからどうなるんだろ、という不安が無い訳ではない。普通ではなくなってしまった。この関係で、傷つく事もあるだろう。

        　だが世界から拒絶されればされる程、この依存関係は強くなる。そう思ったら、自然とほくそ笑んだ。

        「くふっ…… 」

        　月の光が、ゴミ箱の中の銀色の指輪に反射する。それを勝ち誇った笑顔にも、侮蔑に満ちた蔑みにも見える表情で見下ろしカーテンを閉じる。

        　もう光は届かない。締め切られたカーテンの向こうで、光の一切届かない闇の向こうで静かな、押し殺すような声が響いた。


        


        


        


    

    
        　四作目　二人のママはママならない　みょんみょんー②

        　

        ――ママが再婚した。

        　

        「ユキ、怒ってる？　ママが再婚したの、嫌だったりしない？　寂しかったりしない？」

        「んーん、へいき。みぞれママが幸せなら私も嬉しいよ」

        　再婚に関しては特に異論はない。色々あってパパと別れ、それでもめげずに私を懸命に育ててくれたんだ。私が大きくなり、それなりに手がかからなくなった今。自分の幸せ、人生のリスタートを願うママを誰が否定できようか。

        「忘れないでね。私が誰と再婚しようとも、ママにとっての一番大好きな人はどこまでもユキだから」

        「ママ……そこは二番目で。一番はママの再婚相手にとっといてあげて」

        　まあ。『ユキさえいれば、あたしは何もいらないわ』とか『ユキだけが頼りよ』とか言ってたのにあっさり再婚したこととか……大好きなママが他の誰かに取られちゃうってのは多少、うん……ホントに多少は思うところはあるけど。

        　それでもママが幸せならそれでいい。寂しい気持ちは心の中にしまいつつ、娘として心から祝福したいと思ってる。けど……。

        ――再婚相手は女の人だった。

        「これからよろしくねユキちゃん」

        「あ、はいこちらこそ。ママ共々、よろしくお願いします。かすみさん」

        　それに関しても、まあ異論はない。再婚相手が女の人だって聞いた時は……流石の私もちょっぴりビックリしたけど。でも、最近じゃそういう女の人同士での恋愛とかも普通な感じだし。当人たちが幸せならそれで何も問題ないもんね。

        　私もどっちかというと……そっちよりな恋愛観を持ってるし。

        「もうユキちゃん？　かすみさん、じゃなくて……かすみママって呼んで。それとそんな他人行儀な言葉遣いはやめなさいユキちゃん。私たち、もう本当の家族になれたんだし。

        「え、えっと……でもその……い、いきなりそんな呼び方はちょっと……」

        「ハードル高い？　あ、なら『かすみ』って呼び捨てでもＯＫよ。その方がより親密に感じちゃうし♪」

        「……ハードルが逆に上がってます。かすみさん。棒高跳びくらい……。

        　そんなママの再婚相手である……神埼かすみさん。この人の事だって……決して嫌いってわけじゃない。なにせ彼女は私たち親子を助けてくれたわけだから。

        　女手一つで娘を育てる……一言で言えばそれまで。当然と言えば当然だけど相当にママは苦労したらしい。専業主婦していたママは、パパと別れたら当然働かなきゃいけなくなって……仕事先は勿論、住む場所のアテも何もないまま途方に暮れていて。

        　そんなママに手を貸してくれたのが、他でもないかすみさんだった。中学時代からママと友人関係だったかすみさんは、私たち親子に自分が管理するマンションを貸してくれた。ママに仕事先を紹介してくれた。ママが忙しい時はママの代わりに私の面倒まで見てくれた。

        　だから彼女がママの再婚相手だって聞いた時は……結構すんなり納得できた。ママと昔からの親友でお似合いだったし、私たち親子にとっての恩人で、私にとっても物心ついた時から私を育ててくれてた第二のママって感じだったから。

        　それに。ママの手前大きな声じゃ言えないけれど、昔からかすみさんは私のあこがれの人だったし……綺麗で、料理上手で、大らかでとても優しくて……かすみさんが家族になってくれるのは、本音を言うと小躍りしたくなっちゃうくらい嬉しく思う私がいる。

        　そう、だから彼女が義理のママになる事自体は概ね不満はないんだけど……ただ一つだけ、不満を言わせて貰えるなら――。

        「ユキちゃん、お洋服とか欲しくない？　このお店のお洋服、ぜぇーったいユキちゃんに似合うって思うのよね。かすみママが買ってあげるわよ」

        「い、いえ……お気になさらず。お洋服ならこの前も買って頂きましたし……」

        「こーら。家族なんだし遠慮はダメよ。欲しいものは欲しいって言いなさいユキちゃん」

        　義理の娘になった私に対して、めちゃくちゃ構ってくるところが……不満と言えば不満だろうか。

        　前々からかなり私に対して甘々って言うか……過保護だったけど。ママと再婚してからはたがが外れたようになったかすみさん。今日も私を連れ出しては、何か理由を付けて私にプレゼントしようとしてくる。

        　贅沢な悩みと思われるかもしれないけど。これが結構しんどい。この前も高級ブランド店に連れてこられて……着せ替え人形みたいにいっぱい試着されて。そんで、サイズが合ったお洋服は色違いも含めて全部買い占めて。その他にも靴とかリボンとか鞄とか、とにかくお店中の私に似合いそうな物を手当たり次第に買って、私にプレゼントしてきて、着るどころか封すら開けてないお洋服もまだいっぱいタンスの中に眠っているのに……。

        　かすみさんが、こんなに私に良くしてくれる理由。私はなんとなくわかってるつもりだ。

        「（多分、かすみさんは……私に気に入られたいんだ）」

        　この間、本で読んだ。子ども連れと結婚しようとする人は……普通に結婚するよりも色々と難しいんだって。突然の人間関係の変化に子どもが戸惑って、再婚相手と衝突することはよくある話。それが思春期の子どもならなおさらで、家庭内が荒れてしまうことだってあるんだとか。

        「いえ、ホントに遠慮とかしてるわけじゃないんです。ただその……あんまり私に、気を遣わなくても良いんですよ。もう十分すぎるくらい、私はかすみさ……かすみ……ママ、に良くして貰ってますから」

        「もっとユキちゃんは私に甘えて良いのよ？　ワガママ言って振り回していいのよ？」

        「そう言われても……」

        　かすみさんは……きっとそれを恐れている。ただでさえ連れ子ありの、まして女性同士による結婚だ。相当私に気を遣ってるんだろう。無理してるって感じがヒシヒシと伝わってくる。じゃなきゃいくら義理の娘になるとはいえ、普通こんなに大量にプレゼントを用意したりする？

        「み、みぞれママ……どうしよう……」

        「大丈夫。任せて。ママからちゃんと言ってあげる。……かすみ、そんなにユキを甘やかさないでちょうだい」

        「うんうん、もっと言ってあげてママ」

        「ユキを甘やかすのはママの仕事よ。今日はあたしがユキにキュートなお洋服をプレゼントしてあげようと思ってたのに酷いわ。あたしだってユキにプレゼントしたいのに、かすみばっかりずるいじゃないの」

        「ママ、話聞いてた？　だからお洋服はもう良いんだってば」

        　ママもママだ。折角自分の幸せな第二の人生を歩めると言うのに。まるでかすみさんに対抗でもしているみたいに、前にも増して私に構おうとする。『再婚のせいで、ユキが寂しい思いをさせちゃわないように』とかなんとか言って。親子のスキンシップは昔以上に過剰になってる。隙あらばお風呂にも寝床にも勝手に侵入してくるし……。

        　二人とも私に構う時間があるなら。その時間を有効活用してもっと二人の愛を育むべきだ。そうじゃないと何のために再婚したのかわからなくなるじゃない。

        （……このままじゃ、だめだよね）

        　今はママとかすみさんの二人にとっての大事な時期。そんな時期に娘である私に構い過ぎた挙げ句、すれ違いを起こして……結局破局。このままじゃそんな未来もあり得る。

        　私の大好きな人たちが、私のせいで幸せになれないなんて……そんなの絶対嫌だ。

        （私が……なんとかしないと）

        　

        　◇　◇　◇

        　

        　その日の夜。一大決心した私は……お休み前にママたちの寝室の扉の前に立っていた。

        （……ちゃんと言おう。もう私に構わなくていいですって。ママにも、かすみさんにも……言ってやろう。ママ離れすることが……きっとママたちの為になる）

        　そう覚悟を決めて深呼吸。いざ扉をノックしようとして……。

        『もう……ダメなの。みぞれ……私、もう耐えられない……』

        『かすみ……貴女……』

        　寝室からそんな悲痛な声が聞こえてきた。慌ててノックしようとした手を引っ込めて、扉を少しだけ開けてから中の様子を覗き込む私。

        『あの子に、ユキちゃんに嫌われたくなくて。私今日まで我慢してきたけど……でも、ごめんみぞれ。もう私限界なの』

        『何言ってんのよかすみ。ここまでユキに悟られないように隠してきたんでしょ。もう少し我慢できないの？　あたしだって……ユキのために頑張って辛いの我慢してたのに』

        『もう、無理よ……無理なのよ……』

        　ママに向かって見た事もない険しい顔でそう漏らすかすみさん。ママはかすみさんをなだめてはいるけれど。そのままもかすみさんと同じように険しい顔を見せていた。

        　今、ママとかすみさんはなんと言った？　私に嫌われたくなくて我慢してた？　我慢してた？　そんな、それって……つまり。

        『どうしようみぞれ……このままだと私……私……』

        （やっぱり……無理してたんだ……）

        　薄々は気づいていた。それでも、本人たちからの言葉を聞くと……ちょっと、いやかなりショックだった。ああ、そんなにも私の存在は……二人にとって重荷になっていたのか。

        （だったら、なおさら……言わないと。ちゃんと……構わないで良いって、二人に言ってあげないと……）

        　落ち込んでる暇はない。本音を聞けて、ある意味すっきり出来た。これで……思い残すことなく言える。

        　もう一度だけ私は大きく深呼吸をして。いざ、扉を開け――

        『このままだと私……ユキちゃんのこと」

        　

        「めちゃくちゃにしちゃうのよぉおおおおおお!!』

        　

        「ふぇ？」

        　すんでのところで思いとどまる。かすみさんのその衝撃の一言に固まり、その場で動けなくなる私。……え？　なに……なに？　今、あの人……なんて、言った……？

        『どうしよう……どーしようみぞれぇ！　ユキちゃん可愛すぎるよぉ！　ここまでどうにか我が子のように育ててきたけど、もーむり！　もー限界！　ユキちゃん好きぃ！　日を追うごとに、年を重ねるごとに可愛くなりすぎだしぃ……どーにかなっちゃいそうなのよぉ!!』

        　かすみ、さん……？　誰この人……知らない。こんな、こんなこと言う人……私しらない……。

        『も、もー我慢できないわ……い、いいい……今からでも、ユキちゃんを抱きに……』

        『……やめれ。何度も言ってるけど。あたしのユキに手ぇ出したら……地面に埋めるわよ。つか、あんた義理とは言え正式に母親になったんでしょうが。自分の娘を変な目で見るのはやめなさいよ』

        　かすみさん（？）のそんな危険な発言に、ママは静かに怒りながらそう牽制する。ま、まあ……実の娘をそんな目で見るような変な人がいたら、そりゃママだって怒るよね……。

        『うー……それこそ義理なんだし……ヤっちゃ……ダメかしら？』

        『ダメに決まってんでしょうが。ったく…………あたしだって、可愛いユキに手を出したいのをあの子が産まれた時から必死に我慢してるのよ？　抜け駆けなんて許さないわ。あの子を抱いて良いのは、このあたしだけよ』

        （…………ママ!?）

        　実の母まで、そんな目で娘を見ていた……だと？

        （え、ちょっと……待って。まって、理解が追いつかない……あの二人は、何を言ってるの……？）

        　ど、どういう……事？　二人は、恋人同士で……再婚して……パートナーになって。そんな二人が、私を狙っている……？　ちょっとアレな目で見てる……？

        （あ……だめだ、ちょっと頭が追いつかない……）

        　あまりの衝撃の二人の発言に。脳が理解を拒んでいる。脳内がショートして、クラクラって目眩がおきる。そんな動揺していた私は。微かに開けていた扉に、ついうっかりもたれかかってしまい……。

        　

        キイィ……。

        　

        「『｛あっ｝』」

        　

        　◇　◇　◇

        　

        　女三人寄れば姦しい。なんてことわざはあるけれど。

        「『｛……｝』」

        　三人集まっても、さっきの一件のせいで全然姦しくない。かれこれ30分くらいしーんと静まりかえって、全員が目を逸らしている。文殊の知恵も出やしない。

        「あー……コホン。ゆ、ユキ……ちゃん？」

        「（ビクッ！）は、はい……！」

        「そのぅ……さっきのを……ユキちゃん、聞いてたり……？」

        　それでも黙ったままじゃ話は進まない。最初に口火を切ったのはかすみさん。恐る恐る私に問いかけてきた。

        「……はい。聞いて、ました……盗み聞きしてごめんなさい」

        「ゆ、ユキ？　ちなみに……どこから聞いてたの？」

        「えっと。多分……ぜんぶ……」

        「そ、そっかぁ……ぜんぶかぁ……」

        　この状況で、今更聞いてなかったなんて通じないだろう。意を決し、正直に話してみると……かすみさんもママも盛大にため息を吐き、肩をすくめる。

        「……私からも、二人に聞きたい。今のは……一体どういうこと？」

        　聞かない方がいいかもしれない。やぶ蛇になるぞ、後悔する事になるぞと。自分の中の女の勘が警鐘を鳴らしているけれど……ここまできて事情を聞かないのも聞かないで絶対後悔しそうだ。ここまで来たら引くに引けない、覚悟を決めて問いかけてみる。

        「ママ、かすみさん……二人とも、結婚したんだよ……ね？　二人恋をして、恋愛の末に結婚したんだよね？　そ、それなのになんで……」

        「『いいえ、偽装結婚よ？』」

        「な……なんですと!?」

        　なんかこのママたち、とんでもない事言ってる気がする。

        「偽装って言うか……より正確に言うと……その方が色々と都合が良いから」

        「二人の利害が一致したからこの形になったって感じかしらね」

        「ごめん、二人とも。私の中で理解が全然追いついてない」

        　もうちょっとわかるように説明して貰えないだろうか。

        「そうね……もう色々バレちゃったんだし……開き直るわ。私ね、ユキちゃん……ホントはみぞれとじゃなくて、ユキちゃんと結婚したかったのよねー」

        「けっ……結婚！？　かすみさんが……私と！？」

        「告白するわ。ユキちゃんと初めて会った時……衝撃だった一目で恋に落ちちゃった♡　ああ、この子こそ私の運命の人なんだって……天啓を得たの」

        　なんかかすみさん語り始めた……結婚て……いや、というか待って？　私とかすみさんが初めて会ったのって……私がまだ１歳にも満たない時だったはずでは……？

        「その時から、ユキちゃんに振り向いて欲しくって。とことんユキちゃんを可愛がったわ。いっぱいお世話して、いっぱい貢いで。ユキちゃんが困らないようにみぞれにお仕事紹介したり住む場所も与えたり」

        「貢ぐって……じゃ……じゃあまさか。あの大量のプレゼントって、私に気遣ってしてたんじゃなくて……」

        「ん？　そりゃ勿論、ユキちゃんに惚れて貰いたくてプレゼントしてたに決まってるでしょ？　財力アピからの依存で、私の虜になって貰いたくて」

        　なんか妙に生々しい……。

        「んで、本題の偽装結婚の話になるんだけど。ユキちゃんもあっという間に大きくなって。そろそろ食べ頃……じゃなかった。そろそろ機は熟したって確信して。私ユキちゃんに結婚を申し出ようとしたわけよ。そしたらさぁ、みぞれがね……」

        「うちの子は嫁になんかあげないわよ。他の誰にも、勿論かすみにもね。大事な愛娘なんだもの。ずぅっと、永遠に。あたしの側から離さないわ」

        「って。とち狂った事言い出しちゃってねー」

        　私には、どっこいどっこいな事言ってると思うよかすみさん。

        「で、どっちも引かない大口論を繰り広げる事１週間。最終的には……私とみぞれの二人が結婚する事で落ち着いたの」

        「はい。そこ。そこが全然意味がわかりません」

        　なんで、どうしてママたちはそんな結論に至るんだろう……？　説明を求む。

        「こいつの暴走を止めるための苦肉の策よ。かすみは本気でユキに手を出そうとしてたからね……こうなったらかすみをユキの義理の母にして。あたしと同じ辛い気持ちを味わわせ……こほん。母と娘の立場を強制的に作って、かんたんにユキに手を出せないようにしたってわけ」

        「そういうこと。まあ、私的にはユキちゃんと親密な関係になる機会が増えるわけだし。とりあえずの妥協点って事で了承したの。ユキちゃんのお嫁さんになるのも良いけど、ユキちゃんのママになるのも悪くはないなーって思って♡」

        　おかしいな……説明はされたけど、一向に意味がわからない……思わず頭を抱えてしまう私。

        「あら？　どうしたのユキちゃん？　急に頭を押さえて……もしかして痛いの？　病院行く？」

        「そりゃユキも頭も痛くなるに決まってるでしょ、かすみ。信頼してた家族同然のやつが、自分を変な目で見てるって知ったらさ」

        「言っておくけど。半分は、ママが原因だからね？」

        「えっ!?」

        　何故そこでそんなに驚いた顔になれるのか、私が驚くよママ。

        「ママ……ママも変な目で私の事見てたの……？　昔からそうなの……？」

        「失礼ね。そこの｜変態かすみといっしょにしないでちょうだい。確かに思わず手を出したくなった事はあるにはあるけど……かすみと違ってちゃんとママは自制してるわよ。だってユキは私の大事な娘だもの」

        「そ、そう……なら良かった」

        「ただあたしは……昔みたいにユキにおっぱい吸って貰いたいとか、ユキのおしめ変えてあげたいとか、親愛の証にいっぱいユキにキスしたいって思ってるだけで。ユキの事、全然変な目で見てないわ」

        　それ、十分変よママ……。

        「ま、とにかくもう隠す必要もないわけだし。これからは堂々とユキちゃんにアプローチをかけさせて貰うわね。それでは……改めてユキちゃん」

        「は、はい……？」

        「これから家族として……いっぱい仲良くしましょうね♪」

        「え、ええっと……」

        　キラキラエフェクトが見えちゃうような、そんなにっこり素敵な笑顔でそう私に言ってくるかすみさん。おかしいな。普通の事言ってるはずなのに……仲良くって意味がなんか……なんかいかがわしく聞こえる気がする……。

        「ユキ、大丈夫よ。心配しないで。ママがこいつの魔の手、ユキに害を加えようとする輩の魔の手。全てから守ってあげるからね」

        「ありがとう。ごめんママ……私はママの魔の手も心配になってきたんだけど……」

        　寧ろ一番の危険だと思う……。

        「あー！　その言い方ずるいわかすみ！　それじゃまるで私が悪役みたいじゃないの！」

        「母親から娘を奪おうとする輩は、総じて悪よ。自分でユキを産んだ事も、自分の母乳でユキを育てたこともないやつは一昨日来なさいな」

        「ぐっ……そ、そのマウントは卑怯よ、かすみ……！　わ、私だって……私だってぇ……！　ユキちゃんを母乳で育てたかったのにぃ……！　私のこのお腹で、ユキちゃん産みなおしたいのにぃ……！」

        　白昼堂々と、そんなアブナイ発言をしながら『大岡裁き』よろしく、私の手を取って私を奪い合う二人。もうやだこのママたち……。

        　私には二人のママがいる。どっちもとっても綺麗で、とっても優しくて。ずっと私のあこがれの人たちだった。そんな二人に……すっごいアブナイ目で見られてるんだけど……。

        　

        　私、これからどうなっちゃうのーー!?

        


        


        


    

    
        　五作目　 マザーコンプレックス　 おしゃれなもなか

         

        　私がマザーコンプレックスという言葉を知ったのは中学生の頃だった。同級生にマザコンとからかわれていた男子がいた。

        　彼の家は母子家庭で、母親お手製のお弁当や小物を持参したり、母親が切り盛りする弁当屋を手伝う為に放課後は寄り道もせずにまっすぐ帰宅していた。

        　そんな彼をヤンキー系やスクールカーストの上位にいるような同級生達はマザコンと呼んで嗤った。もともと治安があまり良くない学校で問題児や劣等生が多い中、彼は模範的で良い子ちゃんだったが故に浮いていた。

        　細かい経緯は忘れたが、ある日の放課後、二人きりの教室で私は彼に「君は母親想いなだけでおかしいことなんて何一つないと私は思う」と伝えたことがあった。その時の彼の「ありがとう」と言った優しい声と潤んだ目だけは忘れられない。

        　その日の夜、私は母に「もし私が反抗期になったらどうする？　と尋ねた。母の答えは「反抗期上等。臨むところよ」だった。この頃から母は歳のわりに尖っていてひねくれていた。「何？　反抗期になるの？」という母の問いに私は「わからない」と呟いた。

        　それから十年後、私は二十五歳、母は五十歳になった。

        　母譲りの長身と父譲りの癖毛だけがコンプレックスだった少女は、長身と癖毛はそのままで、真っ黒な目と白い肌、アッシュブラウンに染めた髪が小粋な大人の女に成長した。コンプレックスは隠すより活かすという考え方にシフトチェンジするなど、精神的にも大人になってきた今日この頃。

        　一方、母は長身で痩せ型、真っ黒な目と白髪一本ない黒髪で、若い頃の面影を残して私がそのまま歳を重ねたような容姿をしていた。まだ若干尖ってはいるが昔に比べると少しは丸くなった。

        　ある日の土曜日、顔を洗うために洗面所へ向かう途中の曲がり角で父と鉢合わせた。目が合った瞬間、父は目を丸くして私を凝視した「何？」と私が聞くと、父は「いや、一瞬若い頃の母さんかと思ったんだ」と薄く笑った。寝癖も相まって癖毛が四方八方に跳ねている。の後、私は縁側沿いの庭で洗濯物を干している母の姿を眺めながら、居間で遅めの朝食を食べた。

        「さっきお父さんに私、若い頃のお母さんかと思ったって言われた」

        　私は洗濯物を干している母に向かって聞こえるように話した。母は振り向きざまに私をじっと見つめると「若い頃の私の方が美人だわ」と真顔で言ってのけた。私は「あっそ」と肩をすくめた。私と母は仲睦まじい母娘とは言えないかもしれないが、決して仲が悪いわけではなくこれが私達二人の当たり前なのだ。

        　洗濯物を干し終わると、母は縁側に腰掛けた。母の後ろ姿を私は卵焼きを頬張りながらぼんやりと見つめた。母の背中からは物思いに耽っているのが見て取れる。時折母の横顔が視界に入り、黙っていれば綺麗なのにと思った。

        　母のことが気になりだしたのは二十三歳の頃だった。私が作ったティラミスを「おいしい」と言って食べてくれた時の表情に不覚にもときめいてしまったのだ。それと同時にどうしようもなくこの目の前の母がいとおしく感じた。ただ純粋に母が私の作ったものをおいしいと言ってくれたことが嬉しかったのと、普段は見せない無垢な表情に感じたときめきと、いとおしさが私の中で化学反応的なものを起こして。母への恋愛感情が芽生えたのだと私は分析した。当時は一時の気の迷いだと深く気に留めなかったが、あの時の母の笑顔が頭から離れず、以来私は母にずっと片想いしている。もちろん母は私に恋をされているとは夢にも思っていないだろう。それでいい。この想いは墓場まで持っていく。

        　母はマイペースだ。愚痴をこぼし、独り言を呟き、鼻歌混じりに生きている。ワッフル生地の服がよく似合い、自分でざく切りにした髪を掻きむしりながら読書に没頭する姿は何年経っても昔と変わらない。私と母は似ているところもあれば、そうでないところもある。

        　味の好みなんかは全く違う。母は珈琲、私は珈琲よりもカフェオレが好きで私は辛いものも平気だが母はカレーの中辛すら苦手。逆にどこが似ているかといえばインドアなところくらいだろうか。私はもっぱらゲームか映画鑑賞に休日を費やす。居間で母が珈琲を片手に読書をする傍ら、私も母の淹れてくれた珈琲を飲みながらゲームをしていることが多い。

        　この日も母から「珈琲飲む？」と尋ねられ、「飲む」と返事をすれば、母は茶箪笥から自分と私のマグカップを取り出して珈琲を作り始める。スプーンでかき混ぜる様子に見とれていると珈琲はあっという間にできあがった。「はい」と差し出された珈琲を受け取り、一口すすれば普通に甘かった。

        　それからは特に会話もなく静かに時は流れた。母と二人きりでもドキドキはしないが構ってほしくなる時はある。数十センチ先の母の肩に寄りかかりたい欲が生まれた。だがしかし、ほんの少しの気恥ずかしさが邪魔をして行動には移せないままゲーム画面に視線を戻す。刻一刻と時は過ぎていき、沈黙が居間を包む。私の脳内にはヘッドホンからのゲーム音が響きわたる。母は眠そうにあくびをしている。

        　三分後、母は本を閉じ、珈琲を一口飲むと眠ってしまった。その撫で肩に頭を預け、一緒にうたた寝でもできたらとささやかな願いを胸に私は母の寝顔を見つめた。

        　

        　ある日の仕事帰り、なんとなくまっすぐ家に帰りたくなくて駅前をぶらぶらしていた。夜でも煌々としている街中を、あてもなくふらふら歩いた。見渡す限り人と灯りがついた店ばかりで逆に心細くなってくる。どこか適当な店に入ろうと足を踏み入れたのは見慣れたドラッグストアだった。明日、職場で食べるお菓子でも買おうかと思っていると後ろから不意に呼びかけられた。

        　振り返るとそこには職場の後輩がいた。彼女は女性の中では比較的長身な私よりも背が高く、自然と見上げる形になる。目にかかる前髪の奥から覗く大きめな瞳が私を見つめている。素朴で透明感のある容姿は出会った頃のままだ。彼女は買い物中のようで、買い物かごには日用品が入っていた。

        　それから数分後、私と彼女は店を出て近くのベンチに座った。

        　なんとなくまっすぐ家に帰りたくなくて寄り道していたことを話すと彼女は「そんな時もありますよね」と軽く受け止めてくれた。

        　彼女との出会いは一年前。今の職場に新入社員として入社してきた彼女の教育係になったのが始まりだった。五つ年下の彼女とは最初こそ距離があったものの一緒に仕事をするうちに距離も近づき、今では互いを信頼し合う仲になった。

        　彼女は言った。

        「空は暗いのに夜の街はこんなに明るくてキラキラしてる。切なくなりませんか？」

        「わかる気がする。いつもはなんとも思わないのに私もさっき店に入る前とか心細くて。なんなんだろうね、この気持ち」

        　道行く人の流れを眺めながらしばらく雑談をして、私は彼女に「そろそろ帰らなくて大丈夫？　お家の人、心配するでしょ」と言った。

        「そうですね。名残惜しいけど帰りますか」と彼女は寂しげに笑う。別れ際「可愛いんだから変な人に声かけられてもついてっちゃダメだよ。寄り道しないでまっすぐ帰ってね」と伝えれば彼女は嬉しそうに「ついていきませんよ。先輩こそまっすぐ帰ってくださいね」とあどけない笑顔で言った。そんな彼女を見て私は素直に可愛いと思った。

        　帰宅し、「ただいま」と居間に入ると、カレーのにおいとともに台所から「おかえり」と母の声が聞こえてきた。

        　今夜の夕飯はカレーライスだった。母と父と食卓を囲むいつもどおりの平日の夜。

        　じゃがいもを咀嚼していると、父が「今日、久しぶりに一杯やらないか」と私と母を交互に見て言った。どうやら買ってきた酒を冷蔵庫の野菜室に隠しているらしい。隠すも何も母にはバレているのだが。

        　父が買ってきたのは缶のチューハイと自分用の缶ビールだった。父は母にビールをついでもらい、父に「母さんについでやれ」と言われ私は母のグラスにホワイトサワー味のチューハイをついだ。私と母は一本のチューハイを二人ではんぶんこして呑む。グラスの半分までついでやると、母は「どうも」と呟いた。私も母についでもらい、それから三人で乾杯した。

        　父はつまみ用に用意していたミックスナッツの袋をテーブルに広げた。母はティッシュに自分が食べる分のミックスナッツをよけたが、適当に取るものだから苦手なカシューナッツまで混じってしまう。それをどうするかというと、父に「カシューナッツあげる」と言ってよこす。父が受け皿のようにして差し出した片手に母がカシューナッツをのせていく。父は手に溜まったカシューナッツを一気に口に放り込む。その様子を見た私が「一度人の手が触れたものをよく食べれるね」と言うと。父は「母さんだからいいんだよ」と口をもぐもぐさせながら言った。

        　夫婦の形は人それぞれだが、母と父の関係は適温だと思う。父は酒が弱いくせに呑みたがりで、三口目でほろ酔い状態になりすこぶる上機嫌だった。母はというと普段は呑まない人だが、呑み方は心得ているようでチビチビと時間をかけて呑んでいた。

        　私もグラスの半分まで飲み干した頃にはアルコールが体に沁みわたり、なんとなく気分が高揚した。普段、酒は呑まなくても生きていけると思っているが、今この瞬間だけは歌いだしたい気分だった。

        　そして今日もいつも通り母の愚痴や父の与太話が始まる。母も父もよく喋る人で、二人でラジオ番組でもすればいいんじゃないかと思うくらい話が尽きない。食べて呑んで話して、最後は酔っぱらって大の字になって寝ている父を母と二人で眺めた。

        　こうして我が家の日常は今日も過ぎていく。

        　夜も更けてきた頃、私は母の腰に湿布を貼ろうとしていた。「ここ？」と晒けだされた母の肌に触れると、母は私の手を取り「ここ」と貼ってほしい位置にあてがった。これは無意識なのかと毎回疑問に思う「貼るよ」と声をかけると「うん、お願い」と母。その声を合図に私はゆっくりと母の腰に湿布を貼った。母は近頃、腰の痛みと疲労感に悩まされている。

        「あんたにはこの痛みと老い。抗いきれないやるせなさはわからないでしょうね」と母は溜め息混じりに呟いた。私は「うん、わかんない。お母さんが私が生理痛で辛いのわかんないのと同じ。と返した。母は生理が軽い方だった為、私が生理のたびにしんどくなる気持ちがわからなかったしわかろうとしなかった。

        　思春期の頃は私の痛みをわかってくれない母に苛立ちや悲しみを感じることもあった。だが、今は母娘でもわかりあえないことはあると気持ちに折り合いをつけ、無理にわかってもらおうと思わない、というスタンスに落ち着いた「生理で痛いだの辛いだの言ってたら出産の痛みに耐えられないわよ」と母は相変わらず無理解を示す。

        「じゃあお母さんは出産の痛みを乗り越えられたんだから腰の痛みくらいどうってことないでしょって言われても平気なの？」

        「あんたは口ばっかり達者になってホント可愛くない」

        「お母さんの娘だからしょうがない」

        「何それ。あんた産む時すごく痛かったんだからね」

        　振り向いた母とにらみ合いになり、私はべーっと舌を出した。

        　その後、湿布の位置を手で触って確かめる母に「他に痛いところは？」と聞くと「ない」と素っ気ない声が返ってきた。この可愛げのない母が憎らしくもいとおしい。

         私と母は価値観も感じる痛みも違う。分かり合えないことの方が多いけれどそれでも母の痛みに寄り添えないかと私は今日も明日も湿布を貼り続ける。

        　

         ある雨の日。職場でのミーティング中のことだった。愛着障害がある訓練生の支援方針を巡ってサービス管理責任者と意見が対立してしまった。

        「まだ彼女には自分の課題を受け入れる心の準備ができていないと思います。せめてもう少し慣れるまで段階を踏むべきじゃないでしょうか」

        「そう言ってもう二ヶ月経ってるよね。早期に課題意識を持たせて改善に向けた訓練を行うことが訓練生のためになるとは思わない？」

        　彼女が射るような眼差しで私を見る。

        「訓練生の実態に合わせて様子を見ながら進めていくことも大切だと思います」

        　私は彼女の目をまっすぐに見つめ返した。

        「課題への取り組みが遅れれば遅れるほど、変化に対する拒絶や葛藤も強くなって受け入れられなくなることも考えられるから」

        「だからって今無理に課題と向き合わせてもパニックを起こす可能性だってありますよね。入所時よりはスタッフにも心を開いてくれてるし、もう少し信頼関係を深めてから進めた方が本人も受け入れやすいんじゃないでしょうか」

        「拒絶されたと被害意識を持つか不安な気持ちになるかは本人の受け取り方次第だけど、このままだとますます体の触れ合いが定着化してスタッフへの依存度も強まってしまう。そうなってからじゃ遅いし、本人のショックや不安も大きくなると思う。本当に訓練生のことを思うなら私達は彼らの今だけじゃなくてこれから先の未来を考えて支援していく必要がある。あなたも三年目ならわかるでしょ？」

        「それは私もわかってます。ただ、今はどうすることが彼女にとって最善かもう少し模索する時間が必要です」

        　降りしきる雨の音が強くなり、張り詰めた空気がスタッフルームに流れた。

        　最終的にはセンター長の「個別支援計画書を見直しつつ、再度彼女との面談は必要になるでしょう」の一言でミーティングは終了した。

        　会社を出るとまだ雨が降っていた。傘を持っていなかった私はこのまま駅までダッシュするかコンビニで傘を買うか、雨宿りをするか脳内会議を始めようとしていた。すると、後ろから後輩に声をかけられた。

        「先輩、もしかして傘持ってない系ですか？　よかったら私の傘、入ってください。駅まで一緒に行きましょう」

        　私は彼女の言葉に甘えて傘に入れてもらった。

        「先輩、大丈夫ですか。へこんでませんか」

        「んー？　全然大丈夫だよ」

        「さっきのミーティング、先輩とサビ管がお互いの意見を真っ向からぶつけ合ってるの見て胸が熱くなりました。サビ管の言ってることも理解できるし、先輩の言ってることも正しいと私は思います。でも先輩は大丈夫だったかなってちょっと気になって」

        「うーん、そうね。思いは同じでも価値観や経験の違いからくる意見の食い違いはどうしてもあるんだよね。どっちが正しいとか間違ってるとかは無いし、私もサビ管もそれぞれの目線で彼女のことを思ってるからこその意見のぶつかり合いだから。それに、どんなにぶつかり合っても一緒に働く仲間だってことは変わらないから」

        「先輩は強いですね。どんな時も自分の言葉でまっすぐにぶつかっていく。相手のことを信頼してる」

        「それは向こうも同じだからね」

        　駅に着くと彼女は自分の傘を私の手に握らせた。

        「小雨だけどまだ雨降ってるし、これ貸すので使ってください。私は折り畳み持ってるんで」

        　私は「これくらいなら早歩けば大丈夫だよ。

        　と言ったが彼女は「急にどしゃ降るかもしれないし私は駅近のアパート住まいなんで気にしないでください。傘は次に雨が降った日に返してくれればいいので」とウインクした。

        　私を見下ろす彼女の目は優しかった。けれど、私は地下鉄を降りたあと、小雨に打たれながら歩いた。

        　家に帰ると玄関で母に「あんたどうしたの」と聞かれたが「別になんでもない」と呟いた。私の手に持った傘を見て「傘ささなかったの？」と言いつつ、母は箪笥からタオルを引っ張り出してきて私に渡した。

        　雨に濡れた髪を拭きながら、私は母の背中に抱きつきたい気持ちを抑えた。子供じゃあるまいし、職場でちょっと何かあったからってこんなのかすり傷だ。それなのにこんな日に限って母は私を放っておいてくれない。

        　部屋着に着替えて、居間で畳に座りこんでフリーズする私に「風邪引くから先にお風呂入ってきちゃいなさい」と言い、立たせようと肩を掴んでくる。私は畳に寝転がり無言の抵抗をした。

        「ちょっとなんで寝るのよ」

        　気がつくと私は泣いていた。母が「え？　なんで泣いてんの？　お腹痛いの？」と私の顔を覗きこんでくる。それが嫌で両手で顔を覆いメソメソしていると、母の「泣いてちゃわかんないじゃない。どうしたの？」という困惑した声が聞こえた。

        　私は鼻をすすりながら、こぼれ落ちる涙を拭うと一言「お腹すいた」と呟いた「何？　お腹すいたから泣いてたの」と母は拍子抜けした声を出した。チラリと母の顔を見ると目を丸くしている母と目が合った。次の瞬間、母の指がもう一滴こぼれた私の涙を拭った。母の前で泣いてしまった気恥ずかしさで私は目を伏せた。

        　私もなんで自分が泣いたのかよくわからない。辛かったのか疲れたのか、家に帰ってきて安心したのか。もともと今日は生理でいつもより感情が脆くなっていたから、とにかくいろいろな感情がない交ぜになって涙になったのかもしれない。

        　ご飯を食べたら今度は眠くなり、私はまた泣いた。心配する父をよそに母は「どうせくだらないことで悩んでんでしょ」と憎まれ口を叩く。鼻をかんでいると、母は「今日は洗い物いいからさっさとお風呂入ってきちゃいなさい。そんで、全部洗い流してくればいいじゃない」と言い残して台所の方に行ってしまった。

        　きょとんとしていると、父が「母さんなりの優しさだよ。不器用だけどな」と小声で囁いた。浴室にてシャワーを浴びていると、雨音が重なり雨に打たれているような感覚になった。今夜、雨はまだやみそうにない。

        　

        　夕暮れ時、洗濯物を畳んでいる時のこと。ちょうど母の服を手に取った。よく、好きな人が身に付けているものを手に取った時、思わず匂いを嗅いでしまうという片想い特有の行為があるが、私は母の服の匂いを嗅がないと決めている。

        　母を好きになる前は私にもそれなりに恋愛経験があった。ファーストキスの相手は保育園時代の年下の男の子、初恋は中学時代の部活の先輩、初めて恋人ができたのは専門学校時代、告白をされたことも少なからずある。片想いも失恋も、友人の恋愛相談も人並みに経験してきたつもりだ。

        　普段はわりとストレートに思いを言葉にする方だが恋愛になると胸に秘めるタイプで、親友にも自分の恋愛事情は話さず、片想いの相手には気持ちを伝えないままその恋に幕を閉じてきた。

         ここ最近は漠然とではあるが結婚について考えることもある。もしもこれから先、母ではない誰かに恋をしたり愛し合うことがあったなら。人生のパートナー、愛する人との子供、ウェディングドレス……自分にもそんな未来が来るのだろうかと思いを巡らせる。その時はこの家で母や父、新しい家族と楽しく暮らせたらと理想を描いた。

        　母が居間に現れた。母はおもむろにテレビをつけた。するとちょうど芸能人の結婚のニュースが流れていた。リモコンを持つ母の左手の薬指には銀色の結婚指輪が光っている。

        「お母さんは私に結婚してほしいって思う？」

        「別に。でもあんた、ウェディングドレスは似合うと思う」

        　その言葉を噛みしめていると母はもう一言、「あんたは白無垢って顔じゃないし、白無垢は似合わないわね」と言い放った。

        「どうしてそういつも一言余計なの」

        「思ったままを言ってるだけよ」

        「孫の顔は見たい？」

        「あんたに似た孫なんて可愛いって思えるかしら」

        「ちゃんと答えてよ」

        　母はいつだって私が欲しい答えなんてくれやしない。

        「結婚とか子供とかあんたもそういうこと考える歳になったのね」と母は少しだけ母の顔をして私を見た。母は今の私くらいの歳の頃には私を産んでいた。父とは恋愛結婚だった。父と母が出会わなければ私は今ここにいないと思うと二人の出会いに感謝せずにはいられない。

        　私は母と母娘以上の関係は望まない。母娘であることに価値を感じているし、これからも母娘として一緒にいたい。だからこの想いはそっと胸の奥の宝箱に大切にしまっておこうと心に誓った。

        　金曜日の朝、私は母を助手席に乗せて駅前まで車を走らせていた。最初に言っておくと、ドライブデートではない。仕事に遅れそうな母を送っているだけだ。

        　母は大学の食堂でパートをしている。

        「あたしね、あともう一年頑張ったら他の仕事探そうと思ってる」

        　母は窓の外を眺めながら言った。

        「次はどんな仕事にするの？」

        「家から歩いて行ける所がいいわね。バス通勤はきつい。それに食堂の仕事はわりとハードなのよ。空だけどねどんぶり鉢が何個も重なったお盆二つを両手に抱えて運んだりしなきゃいけないの。だから今度はスーパーとかドラッグストアあたりがいいわ」

        「お母さんの細い体と腕であと一年持つの？」

        「大きなお世話よ。あんたのとこで、なんかいいとこないの？」

        「うちは障害者求人しか扱ってないから」

        　その後も母は絶え間なく喋り続けた。「今日はお局と一緒だわ」「なんか雨降りそう」「そういえば今日、占い見なかったな」など母の独り言が耳をすり抜けていく。

        　今日は曇り時々雨の予報故か気圧のせいで偏頭痛がする。母は機嫌が良いようで鼻歌を歌っている。

        　頭は痛いけどこのまま母とドライブも悪くないなと思ってみたりする。

        「このまま二人でドライブしようか」と冗談混じりに言うと母は「何言ってんの。ちゃんと職場まで送ってくれないと困るわよ」と乗せてもらっているくせに生意気を言う。

        　赤信号や横断歩道を渡る人の群れ、視界の端に映る看板、車内のラジオ。マイカー通勤も悪くないなと私は思った。

        　

         　昔は背が高いことがコンプレックスだった。高い位置にあるものも大抵は取れるし、男性と並んでも互角か私の方が高かったりすることもある。同性でも友達や職場の人達は皆、目線は私より下だ。唯一、母は私と同じ目線だったが。

        　今ではメンズの服を着てみたりヒールを履いたり、長身も含めて私だとコンプレックスも受け入れているが、やはり小柄な女性には憧れる。

        　午前中、備品庫で作業をしていると、どうしても手が届かない棚があった。私の長身も万能ではないことはわかっている。背伸びをしてもギリギリで手と足を震わせていると、後ろからスッと手が伸びてきていとも簡単にその備品を手に取った。振り向くとそこにいたのは一緒に作業をしていた後輩だった。私より背が高い彼女は、出会った当初は真っ暗な夜空のような眼差しで私を見下ろしていたが、今は星空のような眼差しで見つめてくれる。

        　自分より目線の高い同性と出会ったのは彼女が初めてで、新鮮な気持ちで見上げたことは今も覚えている。

        　彼女の隣は不思議と落ち着く。並んで歩いても目の前に立たれても圧が無い。だが、今日の彼女は少し元気がない気がする。

        「今日ちょっと元気ない？」

        「元気ないように見えます？」

        「目が虚ろ」

        「金曜日だからですよ」

        　その時は深く追及せずに話は終わった。

        　午後から休みを取っていたため、私は平日の昼過ぎに足取り軽くオフィス街を歩いていた。三分くらい歩いたところで今日は車で通勤していたことを思い出して、来た道を戻った。裏道を通り公園を突っ切ろうとすると、ベンチに座りこみ俯き加減な人影を見つけた。よく見るとその人影は他の誰でもない後輩だった。彼女に近づき声をかけると、彼女はひらひらと手を振った。

        　彼女も午後から休みを取っていたがそのまま帰宅はしたくなくて、かといって駅前をぶらつく元気もなかったのでベンチでボーッとしていたそうだ。泣いていたのか少し目が赤い。次第にその目から大粒の涙が溢れ出す。気がつくと私は彼女の手をひいて歩きだしていた。

        　数分後、朝は母が座っていた助手席に今度は彼女の姿があった。

        「落ち着いた？」

        　コクリと彼女は頷いた。今朝、同居している母親といざこざがあり、その時の気持ちを引きずっているとのことだ。

        「今日、半休でよかったね」

        　彼女は返事の代わりに鼻をすすった。

        「このあと何か予定ある？」

        　彼女は首を横にふるふると振った。

        「ちょっとドライブでもしようか」

        　私は車のエンジンをかけた。彼女は目を見開いた。

        　それから私は主に駅の周辺で車を走らせた。

        「あっ、あれ最近新しくできたフルーツサンド屋さん」

        「ホントだ。すごい並んでる」

        「フルーツサンドってさ不思議な食べ物だよね。生ハムメロンと同じくらい抱き合わせ商法だと思う」

        「わからなくもないですけど生ハムメロンって(笑)」

        「だってそうじゃん(笑)」

        　他愛ない話をたくさんした。最近聴いた音楽や観た映画、学生時代の話……。

        　 結局最後はなぜか街中を外れて国道沿いを走っていた。予報は外れて澄んだ青空が広がっている。道路も空いていて気持ちがいい。スマホから再生したプレイリストが車内に大音量で流れ、気分良く歌う私を彼女はいつもの星空のような眼差しで見つめていた。

        　日没前、止まった車の中で彼女はポツリと呟いた。

        「二十歳過ぎても母親の言葉で傷ついたり胸が痛む」

        「傷ついたって伝えてもいいんじゃない？」

        「伝えても否定されたら？」

        「その時は一旦離れればいいし、なんなら言い逃げしたっていい」

        「本当はもっと自分の気持ちを強くぶつけたい」

        「ぶつけたっていいと思うよ。喧嘩上等くらいの気持ちでいてさ。ぶつけた分、強く跳ね返ってくるかもって覚悟しておいてさ」

        「傷つくのは嫌だな」

        　私は「母親ってさこっちのこと無自覚に傷つけてくるよね」と呟いた。

        　彼女は「言葉選びとか言い方が容赦ない。真正面からモロに受けると心が持たない。平常時でさえこんなに傷つくのに生理前とか生理中に言われると病む」と吐露した。

        　最後に私と彼女は最初のフルーツサンド屋でフルーツサンドを買って一緒に食べた。こうやって彼女とフルーツサンド屋に並んでいると周りからはどう見えるのだろうとふと考えた。姉妹か女友達同士、はたまたカップルか。今日の彼女の服装はいわゆるユニセックスで、私はニットワンピースという装いだった。

        「先輩、今日はありがとうございました」

        「いいえ、むしろせっかくの半休をごめんね。ただ車で連れ回して喋って歌ってただけだし」

        「それを言ったら私だって先輩の半休を奪ったんですからおあいこじゃないですか？」

        「家には帰れそう？」

        「帰りたくなくなっちゃうくらい楽しかったです。気持ちも少し楽になりました」

        　 その後、彼女を見送ってから、私は先ほどまで彼女が座っていた助手席に彼女の名残を感じながら家路についた。

        　

        　時々、母のことが嫌いになる。私を傷つけるからだ。

        　私は自室に一人こもって数分前の出来事を反芻していた。

        　遡ること十分前。母がテーブルに珈琲をこぼしてしまった。

        　ちょうど私のスマホも置いてあった。

        　私は母に悪いと思わせないようにあまりスマホのことは気にしないそぶりを見せて。テーブルにこぼれた珈琲を拭いたが逆効果だったようだ。

        「大丈夫、大丈夫なんて悠長なこと言ってる場合じゃないでしょ。動かなくなってたらどうすんの。うすらかすらってしてないで、さっさとスマホ拭きなさい。安いもんじゃないんだから」

        　珈琲をこぼしたのは母なのに「ごめん」の一言もなくこの言い様だ。嫌な気分になった私はその場を離れ自室にこもって今に至る。モヤモヤした気持ちは次第に苛立ちへと変わり私の心を支配する。

        　ベッドの上に寝転がったりクッションを抱いてみたりした。今日はずっと部屋に引きこもっていようか。

        　しかし引きこもりを決意して数分後、喉が渇いてきてしまった。仕方なく飲み物を取りに行こうと居間のある一階へ降りていく。チラッと居間を覗くとそこには父しかいなかった。

        「お母さんは？」

        「買い物に出かけたよ」

        「そう」

        　冷蔵庫からぶどうジュースを取り出しながら、私はなんとなしに父に尋ねた。

        「お父さんってさ、お母さんのどこが良くて結婚したの？」

        　父は不思議そうにこちらを見たが、「そりゃあ母さんの存在すべてだよ」となんでもないように答えた。

        「なんで結婚しようって思ったの？」

        「ある日一緒に散歩してる時、父さんより先に歩いていく母さんがクルッて振り向いたんだよ。そしたら、あぁ、この人とずっと一緒にいたいなって思ったんだ。この人のいろんな表情をずっと隣で見ていたいって」

        　私にもその感情は理解できた。私の母の好きなところの一つに歯を磨いている時の表情というのがある。無防備な表情が見ていて可笑しくなってしまうがそれと同時にやっぱり好きだなと思う。

        　すると母が帰ってきた。手にはコンビニのレジ袋を持っている。私の前まで来ると、母はレジ袋から何かを取り出して私に差し出してきた。それは苺大福だった。

        「なんで苺大福？」

        「なんでってあんたと食べようと思って買ってきたのよ」

        　そう言って母はもう一つ苺大福を取り出した。母は母なりに先ほどの出来事を悪かったと思っているのだろうか。一個の苺大福より一言の「ごめんね」が欲しいところだが、蒸し返すつもりはない。私は素直に苺大福を受け取った。これも惚れた弱みだろうか。

        　時々、どうして母のことを好きなのかわからなくなるが、それでもこのたまに優しくてたまに可愛い不器用な母がたまらなく好きだと思う。きっと、娘は多かれ少なかれ母親に対してコンプレックスを抱くものなのだ。

        「俺の分はないのか」とおどけて聞く父。

        「お父さんにはこれ」と豆大福を渡す母。

        　母と食べた苺大福は恋の味こそしなかったものの、幸せの味がした。

        　

        　


        


        


        


    

    
        　六作目　娘がかっこよすぎて辛い　みょんみょんー③

        　

        　

        　～Side　Mother～

        　

        「母さん、お帰りなさい」

        「あ、うん……ただいま晶」

        　仕事を終え疲れた身体を引きずって。扉の前に立ったその瞬間。鍵を取り出す間も無く、今日もタイミングを見計らっていたかのようにさっと扉を開けて母親である私を出迎えてくれる我が子。

        「今日もお仕事お疲れ様。大変だったでしょう？　はい、鞄貸して。上着も。私が片付けておくから」

        「い、いいよそんな事しなくても……これくらい自分で出来るよ」

        「母さん疲れているでしょ。良いから任せてよ。家にいる時くらい家族に甘えなよ」

        　出迎えるや否やそうやって私をねぎらって、流れるような動きで自然に……まるでどこかの紳士のように鞄や上着を受け取る姿は実に様になっている。

        「夕食もお風呂も、いつも通り準備出来てるよ。とりあえずゆっくり着替えておいでよ母さん」

        「う……ご、ごめん……ホントならお母さんがしないといけない事なのに」

        　自分だって学校の授業とかで疲れているはずなのに。今日も一足先に学校から帰ってきて、仕事をしている私の為に文句一つ告げる事なく当然のように自ら進んで家事をしてくれていた。仕事と家事の両立は難しくて、手伝って貰えるのは正直めちゃくちゃ助かるけど。それはそれとして母親らしい事をしてやれていないもどかしさとかも感じちゃって、なんだかちょっぴり複雑だなぁとも思ったり。

        「その分、母さんは稼いでくれてるわけだし、おあいこでしょう？　謝らないでよ。助け合うのが家族なんだしさ」

        「あ……うん。その……ありがと……」

        「どういたしまして。母さんも私の為にお仕事頑張ってくれてありがとうね」

        　そんな私の負い目を一蹴するように、優しい言葉をかけてくれる晶。やだ……なんか泣きそう。こういうの、嬉しいなぁ……。

        　親ばかだよねと散々言われ続けてきたけど。親の屓目を抜きにしてみても、我が子である晶は容姿端麗な上に文武両道で気遣い上手。おまけに母親思いの優しい子に育ってくれた。幼少期から反抗期一つなく、全然手もかからない子。母親的には、それはそれで問題があると思うけど……ともかく母子家庭で相当苦労をかけているハズなのに、ここまで真っ直ぐ立派に育ってくれた大切で大好きな自慢の我が子だ。

        　どんくさい私に似ず、このように出来の良い子にすくすくと育った事に関してはとても喜ばしい話だと思う。それに関しては文句の一つもない。ないんだけど。

        　けれど実は最近。そんな我が子に関していくつか悩ましい事が出来ちゃって。

        「ところで母さん。随分とお疲れみたいだけど大丈夫？　着替え自分一人でできそう？」

        「え？　あ、うん……確かに疲れてはいるけど。着替えが出来ない程は疲れては……」

        「そう、やっぱり疲れているんだ。なら……私がお着替え手伝ってあげるね」

        「い、いやあの晶……？」

        「お着替えが終わったらどうしよっか？　ご飯？　お風呂？　ご飯にするなら私があーんして食べさせてあげる。お風呂なら私が隅々まで身体を洗ってあげるね」

        「だ、だからそこまで疲れていないってば……」

        　悩ましい事の一つがこれ。最近……我が子の距離感がなんだかおかしい。事あるごとに私に迫ってきては、スキンシップ過剰気味に母親である私に接してくる。

        　なんでもママ友とかに聞いた話だと普通思春期の子どもって、その時期になると何かにつけては親と距離を取ろうとする……らしい。年頃なんだし、心が不安定な時期だと特に親と一緒にいるのを嫌がるそうだ。

        「遠慮しないでいいんだよ、母さん。ほら……私がぜんぶ、お世話してあげるから。ね？　いいでしょ。もっと私に頼って。私に甘えなよ」

        　それなのに……母親である私を避けるどころか。逆に私に全力でべったりな我が子。いや、うん。露骨に嫌われたりするよりかは全然良いんだよ？　でも……元からスキンシップ多めな子ではあったけど、ここのところそれが輪にかけているような気がしてならない。現に今もいつものようにぐいぐいと私に急接近。迫られて、追い詰められて。ただいま私は廊下の壁にぴったりと背をつけた状態で……我が子にいわゆる壁ドンなるものをされている。

        　そしてもう一つ悩ましい事と言えば……。

        （近くで見ると……ホントに、あの人そっくりになってきて……）

        　……そう、これだ。これが現状一番困っている事だ。我が子である晶が……先立った夫に歳を重ねる度にそっくりになってきている事が、私は何よりも悩ましい。

        　いつの間にか追い抜かされていた、見上げなきゃいけない程の背丈も。ハーフだった夫の血が色濃く出た輝く金のショートの髪も。鋭く射貫くような凜々しい蒼の瞳も。高く形の良い鼻も。雪のような白い肌も。

        　日を追うごとに成長し。成長すればするほど、亡き夫の面影が色濃く見えてくる我が子。

        （…………おかしいなぁ。うちの子って……正真正銘、女の子のハズなのに……）

        　本当に……どう育てたらこうなっちゃったのか母親である私にもよくわからない。気づいた時には日に日にかっこよくなっちゃって、今では晶は立派な……女子校の王子様をしているとかなんとか……。

        　この間も親子で一緒にお出かけしていたら……客引きにカップルと間違えられたし。しばらく会わなかった旧友たちからは『あんた随分若くてイケメンな彼氏が出来たのね!?　ちょっと紹介しなさいよ！』ってなんか盛大に勘違いされた挙げ句、羨ましがられたし。娘だって言っても中々信じて貰えなかったんだった……。

        　趣味嗜好まで似てきているのか……服装も、髪型も、喋り方も。性格までそっくりになってきていて……本当に、我が娘ながらかっこいいんだよね……。

        　なんか話が脱線して娘自慢みたいになっちゃった……話を戻そう。そんな風にかっこよくなってきて。その上で娘の距離感が異様に近いと、どうなると思う？

        「……母さん、顔赤いよ？　どうしたの？」

        「な、ななな……ナンデモナイヨ！？」

        　こうなる。おもむろに近づけられた凜々しい顔に思わず赤面してしまう私。キラキラエフェクトが見えちゃうくらい、こんなにもイケメンになって（女の子にイケメン扱いはちょっと失礼かな？）それもその顔は似ているの。自分が好きになった人、もう会えない人――そんな面影がちらりと見えちゃうの。そんなの見せられたらね、色々ともたないの……心臓に悪すぎるの……。色んな意味で耐えられず、思わず目を背けようとする私に。娘の晶は更に急接近して顔を覗き込んできた。

        　ふ、ふぇえ……近いよぅ……。

        「もしかして熱でもあるんじゃないの？　熱、計らせてよ」

        「い、いいよ！？　大丈夫だよ!?　だ、だからそんなにお顔近づけないでぇ……！」

        「……目を背けないで。ちゃんと私を見てよ母さん。ああ、こんなに赤くなって。それにほら……こんなに熱いよ。やっぱり熱があるみたいね。これはいけないわ」

        　

        「よいしょっと」

        　

        「ひぇ……!?　な、何してるのよ晶……！」

        　そんな私の気持ちを知ってか知らずか、何を思ったのか晶は唐突に私を抱きかかえる。お姫様抱っこだ。ただでさえ距離がおかしいのに、さらに急接近とかなんなの？　こんなに密着しちゃって……なんなの？　私を悶死させる気なのこの子は……！

        「何って……母さんをベッドに運ぶつもりなんだけど？」

        「べ、べべべ……ベッドに！？　ナンデ！？　なんでベッド!?」

        「熱があるみたいだし、母さんをベッドに寝かして看病しようと思ってね。大丈夫、付きっきりで看病してあげるから。おかゆも作るし、ふーふーして食べさせてあげる。熱のせいで汗かいちゃってるだろうから、身体拭いてあげるよ。なんなら添い寝して子守歌を歌ってあげるし」

        「い、いいから！　お母さんは大丈夫だから！　だから晶お願い……離してぇ！」

        「あ、ダメだよ母さん。そんなに暴れちゃ。危ないよ。ほら、しっかり私に掴まって」

        「やぁーだぁー！　はーなーしーてー！」

        　晶の腕の中でジタバタ暴れながら思う。こういう強引なところまで似なくて良いのにって。容姿も、言動も。何もかも……あの人を思い出してしまう。そう言えば、あの人も私の体調とか様子がおかしかったら……こんな風に有無を言わさず寝かしつけてたっけ。

        　あの人には勿論。晶にも失礼なことだってわかってる。母親が、守るべき存在である娘の……その娘の中の亡き夫の面影に惹かれるだなんて……良くないことだって、わかってる。自分よりも一回りも二回りも下の、それも自分の実の娘にドキドキさせられちゃう私って……こんなの、母親失格だよね……でも……。

        　

        　ああ、本当に……娘がかっこよすぎてつらい……。

        　

        　

        　◇　◇　◇

        　

        　

        　～Side　Daughter～

        　

        　私、立石晶には父の記憶が一切ない。それもそのはずだ。だって私が物心つく頃にはもうすでに父は病に倒れ、この世を去っていたのだから。そう、だから私にとっての父親は、自分が生まれる原因となった人ではあるんだけど……正直に言うと全然知らない人だ。

        　そんな見知らぬ父に対して。私は長年思い続けている事がある。

        　父よ。私はあなたを一生許さない。永遠に恨み続けてやる。

        　なんて親不孝者なんだと軽蔑されるかもしれない。自分の誕生のきっかけを作ってくれた人になんて失礼な言い草だと罵られるかもしれない。けれど……私はそう思わざるを得ないのである。どうしてかって？　そんなの決まっている。……彼は、私にとっての永遠のライバルだから。最も愛しい人のハートを射貫いた憎き怨敵だから。

        　父の記憶がない私は、昔の写真や残っていたビデオ。そして母さんの昔話でしか父の人物像を捉えられない。それでも……わかる事が一つある。父は……心の底から、母さんの事を愛していたんだって。そしてそれと同じくらい、きっと母さんも父の事を……。

        　突然だがここで告白するとしよう。私は実の母『立石茜』の事を、お腹を痛めて私を産んでくれた母さんの事を……心の底から愛している。家族愛的な意味かって？　いやいや。当然、恋愛対象として母さんを愛している。

        　だってさ、自分の血肉を分けて……必死の思いで自分をこの世に産み落としてくれた存在なんだよ？　それだけで好きになるに決まってるじゃん。母乳で育てられ、女手一つで私を養い守りつつ『貴女は世界中の誰よりも大事な子よ』とか言われたらさ。ときめいちゃうじゃん。マザコンまっしぐらじゃん。

        　それ抜きにしても、母さんは30後半とは思えないほど小動物みたいにちっさくて綺麗で愛らしいし。お仕事中はとっても凜々しいのに、普段の言動は子どもみたいでそのギャップに萌えるし。母性溢れるおっぱいは今でもまた赤ちゃん返りして、むしゃぶりつきたくなるし……世界中の何よりも誰よりも優しいし。もうね、全てがドストライクなの。大好きになるの当然じゃんか。

        　そんな私が、愛する母さんの口から幸せそうに『お父さんの事を愛していたのよ～』とか『お父さんって素敵な人だったのよ～』って聞かされて、平気でいられると思う？　冷静でいられると思う？　母さんの手前だから我慢して、どうにか笑顔を振りまいてはいたけれど。内心『おのれ知らぬ父……！』って唇噛んで机の下で拳を振るわしていたわ。

        　しかも学生時代からの恋人関係だったらしい父と母さん。それはもう、最高な学生生活を謳歌したのだろうね。母さんの学生時代に使っていたペンケース『誰よりも愛してます』と書かれた母宛の、父のラブレターを発見した時は引きちぎってやろうかと黒い感情がわき上がった。そのラブレターのお返事の『喜んで』という母さんのラブレターを見つけてしまった日の夜は、枕を涙で濡らしたわ。

        　それだけじゃない。私が産まれていると言う事は……二人の愛の結晶たる私が誕生していると言う事は。つまるところそういうことで。……要するに、アレでしょう？　父は母さんとあんなことやそんなことを思うがままにしたんでしょ？　母さんのハジメテを奪ったんでしょ？　そんなの、そんなの……！　『羨ま○刑』だわ……！　いや、もうすでに父は亡くなっているんだけど

        　わ、私も母さんと肌と肌を重ね合わせたりどろっどろになるまでキスしまくったりしたいのに……！　その欲望を母さんにバレぬようにここまでどうにか隠してきたというのにいぃ……！

        　と、まあこんな具合に。色々と私には父を許せない理由があるのである。そして何よりも私が父を許せない一番の理由は。

        『どうして、どうして？　幸せにするって言ったじゃない……ずっと側にいるって……言ってたじゃない。どうして私と晶を置いていったのよ……』

        『おかあさん』

        　母さんの一番を奪っておきながら。母さんに永遠の愛と幸せを約束しておきながら。母さんを残して勝手に死んで母さんを泣かせてしまった事。これが、何よりも私は許せない。

        　普段は明るく朗らかな母さんも、父の命日だけは……昔からずっと変わらずに……毎回毎回、その綺麗な瞳から大粒の水滴を零し続けて泣いている。苦しげな嗚咽と共に何度も何度も父の名を呼びながら悲しみ続けている。その度に、母さんを慰める度に私は思うんだ。絶対父を許さないって。

        　病で倒れた人に、こんなこと言うのは理不尽だって、最低な事を言ってるんだってわかってるけど……それでもあえて言うよ。父よ。あんたズルいよ。死ぬなんてズルいよ。死ぬ事で、母さんの心を永遠に縛るなんて。彼女の心に残り続けるなんて……そんなの卑怯だよ。

        　どうせなら父にはちゃんと生きておいて欲しかった。生きていた父と……愛する母さんを巡って、正々堂々と対峙したかった。それなのに……勝ち逃げなんてしやがって……これじゃ競えないじゃない。母さんを奪い合えないじゃない。

        　まあ、私は死んで母さんを寂しがらせるなんて真似……絶対にしないけどね。

        　天国の父よ。そこで指をくわえて見ているが良いさ。あんたが出来ない事を、娘であるこの私が代わりにやってやる。私が、母さんにとってのパートナーになる。父の代わりになって、母さんを永久に支え続けて……そして。

        　必ず私が、もう一度母さんを幸せにしてやるんだ。

        　

        　◇　◇　◇

        　

        「母さん、顔赤いよ？　どうしたの？」

        「な、ななな……ナンデモナイヨ！？」

        　

        　今日も私の為にお仕事を頑張ってくれた母さん。そんな母さんを出迎えていると、母さんはぽけーっと私の顔を見て顔を赤くしていた。ふっふっふ。見とれてる見とれてる。

        　母さんが今でも死んだ父の事を愛しているのは知っている。それに関しては正直腹立たしい事だけれど……幸か不幸か。そのお陰で、私は母さんに意識して貰っている。

        　普通男の子は父親に、女の子は母親に成長する度に似てくると聞くけれど……私の場合、何故か歳を重ねる度に父親の容姿に似てきているらしい。ちっちゃくてとても歳不相応なほどに愛らしい母さんと違い。私は父の遺伝子を強く受け継いでいる。自分で言うのもなんだけど、顔つきは可愛いというよりも凜々しい。背丈もいつの間にか170オーバー。お陰で通ってる女子校では学園の王子様っｔてもてはやされちゃっている。今日もちゃっかり女の子たちからラブレター貰っちゃったしね。

        　それって、嫌じゃないのかって？　女として可愛くありたいんじゃないのかって？　

        　どうだろ。まあそりゃ私にだって一番大好きな人に『可愛いね』って言われたいと思う乙女心がないわけじゃないけど。

        「ホント、晶って……かっこよくなったわよね……娘じゃなかったらコロッと……」

        　その一番大好きな人にこんな風に意識して貰えるなら。この顔に、この背丈に感謝かな。

        　熱があるかもしれないと無理矢理母さんをベッドに寝かしつけ、ご飯を食べさせ身体を拭いて。そろそろ添い寝でもしようかと模索していたところ。私の顔をまじまじと眺めながらぽつりと呟いた母さんのその一言に、心の中でよっしゃ！　と全力で叫んだ私。成長し、父に似てきた私。そのお陰で……今まで軽くいなされていた母さんへのアプローチも。ここ最近はかなり効くようになっていた。いいのよ？　遠慮なく私にコロッといっちゃって、いいよ。

        　母さんは隠し通せているって思ってるみたいだけど。母さんの私を見る目は……最近は特にわかりやすい。どこかの誰かさんの面影と娘である私を重ねる――そんな視線を常に感じている。何かある度に母さんは私の顔をジッと見つめて赤面。

        　それを指摘したらしどろもどろになるし。父の服を着てみたらかなりキラキラした目でこっそり写メ取ってたし。耳元で母さんの名を呼んだら腰砕けになってたし。

        　まあ、本音を言うと。母さんは私を見てるんじゃなくて、父の姿を見てるんだなって……やっぱりそれはちょっとだけ悔しいけど。それでも意識して貰えない事には話が始まらない訳だし。今は誰かの代わりとして見られようが構わない。いずれ、私自身を見て貰えればそれでいい。

        「そう？　ふふ、私……母さんから見たらかっこいいんだ？」

        「あ……ご、ごめん。女の子にかっこいい、は良い気持ちしなかったりする……よね？」

        「んーん。母さんがそう思ってくれるなら嬉しいよ。……ふーん、そっか。かっこいいんだね。惚れちゃいそう？」

        「む、娘に惚れるとか……そういうの絶対ないから！　も、もう！　お母さんをからかわないで……」

        　焦ってそんな事を言ってるけど、先ほどまで私に向けていた、穴が開くほどの熱視線を慌てて逸らす可愛い姿を見せられちゃ説得力ってもんがないよ母さん。

        　今めちゃくちゃ惚れてたでしょ？　見惚れてたんでしょ？　ほらほらyou正直に言っちゃいなよ。

        （仕込みは上々。……とはいえ、まだまだこれからだよね）

        　母さんのそんな反応に満足しながらも。私は静かに決意を新たにしていた。

        　母さんのパートナーになりたい。父の代わりになりたい。そう考えるようになったのは一体いつ頃からだろうか？　正直自分でもよく覚えていない。けれど……多分相当小さい時からその野望を胸に秘めていたと思う。何せ物心ついた時から『おかあさんは、わたしのおよめさんにする！』とか企んでいたわけだし。

        　それほど小さな頃から母さんを狙っている私は、母さんが惚れるような女になれるように己を磨きつつ……その合間を縫っては必死になって色々と調べていた。主にどうやったら母さんと結ばれるのかとか、どうやったら母さんを嫁に貰えるのかとかを。……調べた結果、初めて『親子だと結婚出来ない』とか『女性同士も難しい』という事実を知った時はそれはもう本気で絶望したなぁ。一週間くらい寝込んだよなぁ……

        　何が言いたいのかというと。実の親子の……それも、母と娘の恋愛というものは一筋縄ではいかないって事だ。いくら父の真似をして母さんを惚れさせようとも。世間が許してくれないだろうし、何より男女の恋愛の末に私という娘を産んだ母さんに……そういう恋愛があるって事を理解して貰うには、かなり苦労する事になるはず。

        「でも、負けられないよね」

        　母さんを幸せにする。そんな最高の権利を与えられていたにもかかわらず、途中リタイアした父に……私、負けない。

        「晶、今何か言った？」

        「んーん。なんでもなーい。ただね……」

        「う、うん？」

        「母さんは……絶対私が、幸せにするからね」

        　待ってて母さん。いつか必ず、この手で母さんを堕としてメロメロにして。

        　父の命日が来ようが何が来ようが、母さんがずっと笑って過ごせるように……私が母さんを幸せにしてやるんだから。

        　

        ◇　◇　◇

        　

        ～Side　Mother～

        　

        　

        　親ばかだって言われるのには慣れている。だからもう一つだけ、娘自慢をさせて欲しい。私の娘である晶がかっこいいって話は散々したと思うけど。それは顔付きとか背丈とかだけの事じゃない。勿論それもとってもかっこよくて。母親なのについつい娘に見惚れちゃう。親としてちょっとアレな私なんだけど……。

        　かっこいいのは外見だけじゃないって話。

        　私が晶の一番かっこいいって思うところは、やっぱり強く優しいその心だろう。

        そう、あれは……確か夫が先立って、何年か経った時の事だ。

        『どうして、どうして？　幸せにするって言ったじゃない……ずっと側にいるって……言ってたじゃない。どうして私と晶を置いていったのよ……』

        　一人娘を支えなければならない手前。普段は頑張って気を張って、娘の前だけでも平気な顔をしている私なんだけど。……年に一回。夫の命日の時だけは……毎年たがが外れたように、涙と恨みつらみを零していた。

        　愛する人を亡くしてしまった悲しみに、そして絶望に耐えきれずに。この日だけはいつもいつも声を殺して泣いていた。夫の生前の写真を虚ろな目で眺めながら……晶に隠れて泣いていた。

        『おかあさん』

        『っ！』

        　けれどその年は。運悪く晶に泣いているところを見られてしまった。晶には心配させないように。『お父さんがいないけど、でもお母さんが頑張るから大丈夫だよ』って言い聞かせ続けてきたから。そんな姿を見られるわけにはいかなかった。でも、見つかってしまった。

        『おかあさん、どうしたの……？　ないてるの……？』

        『ち、ちが……ちがう、よ……？　ないてなんか……』

        　慌てて涙を拭い、笑顔を作ろうとしたんだけど。決壊したダムのように止めどなく溢れる涙は拭っても拭っても拭いきれなかった。必死に歯を食いしばって堪えようとしたけれど、どうしても上手くいかなかった。それが情けなくって……恥ずかしくて悔しくて、私は晶の視線から逃げるように目を逸らした。

        　ああ、最悪だ……こんな弱い母親の姿。愛娘に見せるわけにはいかなかったのに……ごめん、ごめんね晶……。

        『おかあさん』

        　そんな風に泣き続けていた弱い私を前にして。晶はゆっくりと私に近づいて。

        『いたいの、いたいの……とんでいけー！』

        『ふぇ……？』

        　私の頭を自分の胸に引き寄せて、ポンポンと頭を撫でながらそんな事を言い出した。

        『あ、あの……晶ちゃん……？　こ、これは一体……？』

        『だいじょーぶ、だいじょーぶだよおかあさん。いたいの、これでよくなるよ』

        　一生懸命私の頭を撫で続け、にっこり笑顔でそう私に告げる晶。いやあの……私、別に怪我をしているわけじゃないんだけど……。

        　そう言おうとして、はたと気づく。……あれだけ痛んでいた胸が……心の傷が。ふとどこかへ行っていた事に。本当に、痛いのがどこかに飛んでいって。痛いのが良くなっていた事に。そんな私に晶は、追い打ちをかけるようにこう言ったんだ。

        『おかあさん。だいじょーぶだよ』

        『あき、ら……？』

        『おかあさんをひとりにはしないよ。わたしが、おかあさんをしあわせにするんだから』

        『……ぁ』

        　どういう意図があってそんな発言をしたのか。今となっては発言をした張本人である晶さえも覚えていないだろう。多分だけど、特に深い意味はなく。テレビか何かを見て覚えた事なんだろう。

        　けれどその一言に、泣き虫な私はまた涙を零さずにはいられなかった。その涙は……さっきまで流していたものとはちょっと違っていて……なんだかとっても温かなもので……

        私は、娘のこの一言で救われたのだ。生きる希望を、娘に与えられたのだ。

        　

        　◇　◇　◇

        　

        　思えば私は、あの日から……いや、それ以前から娘の晶に救われっぱなしだったと思う。こんなこと、晶にもあの人にも絶対言えない事だけど……晶がいなかったら、多分弱い私は大切な人との別れに耐えられなくて。簡単に後を追っていた事だろう。

        　だからこれは、誇張でも何でもなくて。……私にとっての晶は、娘であると同時に。精神的支柱で……命の恩人で。私の全てと言ってもいい。

        「母さんは……絶対私が、幸せにするからね」

        　小さかった晶もいつの間にか私の背丈を追い抜いて、凜々しく美しく逞しく……立派に育った。そんな晶から今日もまた母親をからかう冗談半分のプロポーズみたいな事を言われてしまう。図らずも、本人すら覚えていないような、あの日の一言に似た発言をしてくる。幸せにする、か。十分私は幸せだって言うのに……十分幸せを貴女に貰っていると言うのに……。

        「……もう。そんな事、気軽に言わないでよ晶」

        「失礼な。気軽になんて言ってないよ？　私は母さんに対しては、いつだって本気の発言をしてるってのに」

        「はいはい」

        　晶はきっと、何の気もなしに言っているんだろうけど。私にとっては……その頼もしくてかっこいい一言は昔から劇薬だ。

        　娘を一人の女性として意識してしまう。

        　母になって、忘れかけてたドキドキを思い出しちゃう。

        　そんな甘くて危険な私にとっての劇薬だ。

        　ああ、本当に。

        　

        　娘がかっこよすぎてつらい。


        

        

    

    
        　七作目　人造の天国で逢えるのなら　雨宮桜花あまみやおうか

        　

        　遠くから見上げる目的地のビル群は、空に簡潔な四角を描いていた。強靱で軽量な鉄骨とガラスで組み上げられ、徹底して飾り気を廃することによって作られたシンプルなディテールは、建築物に付きもののメンテナンスも容易にしている。黎明期にはモダニズムと称された建築デザインを踏襲した設計は当世風の流行りなのだが、無期休眠に入った人々に適切なケアを提供する、この建物が果たさなくてはならない機能のためには、デザイン性よりも機能と容積の確保が優先されたことも影響しているのだろう。

        　それだけ膨大な容積を必要とされたからには、外観こそ市街地で等間隔に林立する複合ビルや居住棟と似通っているものの、規模という点においてこの建物は大きく上回る。そんな建物のファサードへ自律制御車が滑り込んで停止すると、私は乗降ドアのハンドルを引いて外へ降りた。ドアを閉めた自律制御車が次の利用者のために走り去っていくのを背にして、正面玄関までのアプローチを歩くと、自動ドアが静かに来客を迎え入れる。

        　建築の規模に比べれば決して広いと言えないエントランスホールは、メンテナンスフリーながら清潔感を備える、いかにも公共空間らしいオフホワイトを基調とした内装を纏っていた。そして大抵の公共建築がそうであるように、ここも据え付けの案内端末と携帯端末が接続することで、入構する人物の個人認証を済ませる。混雑していると焦ってしまうものだが、ここを出入りする人は少なく、見かけたのは建物の保守要員だけだった。

        　認証を終えた携帯端末がサウンドを鳴らしたとき、私は意識せずに溜め息を吐いた。白昼という時間を抜きにしても、人影が少ないのは当然なのだ。ここは無条件に生者へ解放された空間ではないのだから。

        　さりとて、肉体が朽ちた死者のためでもない。言うなればここは此岸と彼岸の境目で、一つだけ確かなのは、もう少し彼岸の側に彼女がいるということだけだった。

        　先に端末から現示させた案内用の個人マーカーが、訪問者を適切なエレベーターの元に案内する。マーカーで指定されたエレベーターがチャイムと共に昇降ドアを開くと、私はケージの隅に身体を潜めた。階数の指定には昔ながらの接触式パネルもあるが、あらかじめ端末から情報を受け取っているマーカーが自動的に階数を選択してくれる。これで押し間違うことも無く、ドアを閉じたエレベーターがケージを引き上げ始めた。

        　長大なエレベーターシャフトが、さながら天使の梯子のように上下を貫く中では、天使の蝶ほど自由ではない人間の身体も少しだけ、重力から引き剥がされる。

        　古典的な解釈をすれば、天使が昇っていくのは神の御許である天国のはずだ。そして個人マーカーという天使に導かれる先が、生理学的に幸福ではある人々の元なのを考えるならば、今から向かう先を天国だと解釈しても、さほど歪曲した見方ではないだろう。人造の天国に神は存在せず、ただ幸福に眠り続ける人々だけがいるとしても。

        　シャフトに開口部があればもはや見下ろすばかりになっただろう、施設の低層階では眠り続ける人々に適切な手当を行うべく、必要とされる部門が詰まっている。関係者ではない見舞客に用意された高層階へのエレベーターは、それらの階層をないものとして通り過ぎるのだが、そこはまだ此岸の領域だろう。大規模な施設だけに、運営からメンテナンスまでほぼ全般に亘る機械化が為されているものの、休眠の施術を行う医療スタッフを中心に活動する人々がそこには居るのだから。

        　確かに生きている人々の息遣いは、しかしながら上層へと昇るにつれて薄れていく。商業施設のようにケージから高所の絶景を披露されなくとも、ディスプレイの階数表示だけで地上から遊離していく事実を認識するには充分だった。超高層ビル向けにそれなりの高速を発揮しうるエレベーターだが、目的の階が最上層に近いせいもあって、一分近くの時間を要した。

        　それでも上方への加速が鈍るにつれて、失われていた重力が戻っていく。停止による衝撃を感じさせない、滑らかな挙動でケージが静止すると、ドアが開いた途端にマーカーが水を得た魚のように白い床を滑り、案内を再開する。

        　この階に限らないが、天井は五メートル近くもの高さがある。普通の居住棟では二階分に近いだろう。強化ガラスを通した高所の俯瞰と明色の内装も相まって、廊下は不安になるほどの開放感を有していた。それは意図的なものではなく、保管に必要な容積を稼ぎつつ、ビル構造の軽量化を図るためだった。とはいえ、背中に影を引く訪問客が足を踏み入れられるのは、エレベーターから続く短い廊下といくつかの面会室、そして非常用の屋内階段だけだった。

        　飲食は禁じられていないが、ドリンクサーバーは地上のエントランスにしかないため、飲み物は事前に持ち込まなくてはならない。飲み物のボトルを持たなかった私は、不意に喉の渇きを感じても、それを癒やすことができなかった。

        　目的地の階層にある面会室まで案内を終えたマーカーが消滅すると、私はゆっくりとドアを押し開いた。仕切り板はスモーク加工で、廊下の向こうから室内はは透けないが、廊下のガラス面から差し込む陽光はあまり衰えない。総じて狭いながら明るさは充分で、いくつか腰掛けられるように椅子が置いてある。奥の壁面に添って、長さにして三メートル弱ある箱状の装置が、床面に半ば沈んで鎮座していた。

        　そのお陰で、天面に設けられたスリットから簡単に装置の内部を覗き込むことができた。眠るように目を閉じた、深い鎮静状態で横たわる彼女の姿。以前に訪れたときとさほど変わりないようにも見えるが、それは見慣れてしまっているせいだろう。

        　別途の申請さえ通せば、立ち会いの下で天面のパネルを開いて触れることもできるのだが、それで彼女が目覚めることはない。以前に申請を通して、彼女の身体に触れたものの、僅かな身動ぎすらなく、エンケファリンの呼吸抑制作用による緩慢な呼吸と、代謝の低下による僅かに冷たい体温を感じ取れるだけだった。

        　私は側に立って、装置の天面に触れる。金属と樹脂を使ったパネルは僅かに冷たく、指で小突いた程度では硬質な音がするだけだった。このパネルと内壁が、生者と死者を、此岸と彼岸を分かつ川になるのだろうか。

        　もちろん、パネルの向こうにいる彼女はまだ死者ではない。このビル群で眠る人々は、生理学的にも、法律の範疇でも生きてはいるから、単純に分割することはできない。しかし、身体が朽ちるまで眠り続けて、いつか不可逆的な老化によって寿命を迎えるという事実を踏まえたとき、彼女は確かに天国の側へいるだろう。そこから隔離された私は、まだ重たい身体を引き摺って歩いている。

        　前夜の寝付きが悪かったせいか、端末を扱う内勤とはいえ仕事を済ませた後だからか、私は少し疲労を感じて椅子を引き寄せた。座ってしまうと、自然に瞼が重くなった。

        　

        　エントランスの案内端末板や、エレベーターのディスプレイには施設管理者のロゴが描かれている。群青で一対の翼と磁針が描かれたNavigatoreナヴィガトーレのロゴは、関連の施設に勤めてでもいない限りは、さほど見かけるものではない。それを嫌でも記憶しているのは、そのロゴを表に纏った古式ゆかしい封筒が、かつて彼女に宛てて送られてきたからだった。

        　当時の私と言えば、中等教育クラスの修了試験を終えたばかりの時期で、高等教育クラスの各種専攻に配属を待つまでの長期休暇に入ったところだった。休暇は今のような夏に当たる頃で、休暇も生来熱心であれば自主的なセミナーの聴講や書籍を使った学習に余念がないものだが、あいにくと私自身はそこまでのモチベーションを持ち合わせていなかった。それにどう控えめに称しても、恐ろしく充実していた中等教育課程のカリキュラムに従って形作られた生活習慣が、唐突に広がった白紙の時間に立ち尽くしてしまったせいでもあった。もちろん、休暇という名前の白紙をどのように埋めるか、どう扱うかを一任されることで、私という個人の能力を試してもいたのだが。

        　さて、そんなことは記憶の背景に過ぎない。重要なのはその日の夜、電子化が進展した世の中では滅多に見られるものではない、書類を封入した古典的な封筒を彼女が開けて、中身を改めていたことだった。その中身がひどく重大であろうことは、まだ世間知らずの少女にも推し量ることができたから、普段のように声をかけようとした私は、すんでのところで声を抑えこもうとして、失敗した。

        「ごめんなさい。……いつ伝えようか、迷っていたのだけど」

        　ひどく喉が掠れたのは、喉の渇きだけが原因ではなかっただろう。静かにこちらを振り返った、緩やかな笑みを貼り付けた鳶色の瞳は、何故だか疲れ切っているように見えた。

        　一方の私は、取り乱さないだけで精一杯だった。手の震えを抑えながら、ダイニングの食器棚からコップを二つ取って冷たいお茶を注いだ。それはダイニングまで顔を出した本来の理由ではあったけれど、多少なりとも身体を動かして、何かを口に含むことで神経を宥める必要をも感じていた。

        　お茶を注いだコップをテーブルまで運んで、書類の邪魔にならない端に置いたとき、書類の文面は自然と覗き見ることができた。最上段に置かれている書類は、予想通りエンケファリンの高用量持続投与による無期休眠の実施日時と、実施には最終の同意を必要とする旨が並んでいて、最下段の署名欄には既に記名がされていた。

        　些か迂遠な言葉が示す意味合いは、当時の私も知ってはいたから、逃げるように部屋へ戻ることはできなかった。とにかく向かいの椅子に座ってはみたが、何から話して良いかも分からずに飲み物で唇を湿らせる。不思議なほど、本来あるはずの味や匂いが感じられなかった。

        「その。いつ」

        「ちょうど、二週間後……」

        　座り込んだ私の前で、彼女は生来の丁寧さで書類を束ねて脇に置く。細い指と手元ばかりを見るのも奇妙な気がして、私は顔を上げて正面から視線を向けた。ただ、あまりに聞きたいことが多すぎて口ごもってしまった私に、彼女は言葉の一部を引き取ってくれた。

        「仕事の引き継ぎが済むのは、明後日。それが済めば、私もお役御免ね」

        「そう……」

        　ただ、その後はどうするのかと尋ねると、少しばかり言葉が途切れた。しばらく思い悩んだように視線を彷徨わせてから、出てきたのはそれなりに月並みで、少しばかりささやかすぎる言葉だった。

        　少し特別な食事に、身嗜みを整えること。私は気分を紛らわせるために、手元の飲み物をもう一口飲んだ。

        「それだけで、良いの……」

        　彼女は静かに頷いて、普段のような柔らかな笑みを浮かべた。それ以上に望むことなど、何も有りはしないというようだった。

        　あとはもう少し具体的で卑近な事項、どの区域のどこの場所へ行こうとか、そんなことを話し込んだ。そのうちに時間が遅くなってしまい、それぞれの部屋に戻って眠ろうとは試してみたものの、あまり上手くはいかなかった。

        　僅かに意識が遠のくと、代わりに鮮明で愉快とは言えない記憶が夢となって現れる。例えば、さらに過去のある瞬間、初等教育クラスの頃にあった体験学習のひとつで、エンケファリンの試験投与が行われることになっていた。

        　同名の内在性オピオイドをベースとして開発されたエンケファリンは、それゆえに一切の副作用や依存性を持たずに強力な鎮静作用を発揮する。その程度の触れ込みは、まだ幼い子供でも良く知っていた。

        　それに試験投与といっても大仰な代物ではなく、使われたエンケファリンは皮膚に薬剤パッチを貼り付ける、小児向けの低用量製剤だった。近くの薬局で手軽に買えるような代物だったから、大抵の児童は体験学習での経験を待たなくても、既に効果を体感していただろう。語彙の拙さを身振り手振りで補いながら、効用のほどを言い表そうとする子供達のさざめきを、未だに夢と記憶の中ではっきりと聞こえる程度には、覚えている。

        　薬効は数多あるこの手の製剤でも軽いもので、せいぜい三十分ほど軽い陶酔と多幸感を与える程度だった。だからこそ記憶に留まっているのだが、エンケファリンの効力を相殺する拮抗中和剤のパッチを貼り付けて、しばらく経って気分が落ち着いてくると、誰かの言葉が一際鮮明に聞こえた。

        　真に幸福な世界へ、ようこそ。そんな台詞は思えば全く陳腐なもので、中等教育クラスに進級してしばらく経った頃には、すっかり忘却しきったはずだった。

        　しかしながら、数年前には擦り切れたような言葉まで唐突に思い出したのは、彼女に封筒を送って寄越したナヴィガトーレのスローガンのひとつに、その言葉と相通ずるものがあったからだろう。

        　一人の人間が本当に幸せで、欠乏と苦痛に苛まれず生きていられる世界。理念そのものは先史時代の昔から珍しくもない夢物語ではあったけれど、加速度的なまでの資本と技術の蓄積、つまりナヴィガトーレとエンケファリンは、その夢物語を現実に引き寄せてみせた。少なくとも、物質的な問題を解消することには成功したのだ。誰もが無条件に必要なリソースを生産し、各自に受け取ることができるのだから、生きていられるという一点については、何も憂うことはないはずだった。

        　しかしながら、生きていられる世界で必ずしも生きることを願うとは限らないことを、当時の私も知っていた。少しだけ場面が変わって、私は腕に拮抗中和剤のパッチを残したまま、教室の席に座っている。

        「くぅちゃん。むずかしいかおしてる」

        「そう、かな……」

        　業間の休み時間だろうか。元気を持て余した子供の声が響く初等教育クラスで、仲の良かった少女が側に寄ってくる。底抜けに快活な彼女は、他者に勝手な渾名を付ける妙な悪癖があった。そして、時折そんなことを言って、私の頬に触れる。自分ではどのような顔をしているのか分かるはずもなく、往々にして唐突でくすぐったい行動ではあったけれど、不思議と嫌いではなかった。

        　ただ、彼女が言う難しい顔をしている理由は、訊かれても答えられなかった。当時は思い当たる節がなかったのだ。

        「くぅちゃんには未来があるけれど、わたしにはないから、悩まなくていいの。そのままで、幸せに歩いていける」

        　それに正確には、彼女がそう告げたのは授業の休憩中ではなく、私が中等教育クラスへ進学する直前のことだった。進学することを希望せず、なおかつ別の道を選び取るつもりもない子供達は、自らの意志でエンケファリンを使った無期休眠に同意する。特に初等教育クラスへの入学から隔年で行われる、ナヴィガトーレの先天適正アナリティクスが一定値に達しなかった子供達は、大半が進学を選ばない。

        　誰もが同じように最善の教育を受けられるのなら、最後に結果を決める要因は先天適正の高さであり、最低限度の先天適正すら持たないのでは同じ土俵にも就けない。そして生涯を掛けて労苦を重ねてさえ、届かない頂には最初から手を伸ばす必要すらないだろう。それに手元には、すぐにでも幸せになれる切符があるのだから、それを使わない手はない。

        　大抵の子供達ははごく自然な割り切りを選んで、生理学的には最上の幸福感のうちに眠ることを選ぶのだった。友人だった少女もそのうちの一人で、他の子供達がそうであるように嘆くでもなく、笑いながら私の手が触れられない場所へと行った。

        　その晩はもう、夢を見ずに安穏と眠ることはできなかった。睡眠補助剤でも飲まなくてはとても寝付けるような気分ではなかったが、それには手を出さなかった。夜を越すと明日の朝に差し支えると分かっていても、時間差によって作用する拮抗中和剤で、睡眠補助剤を使っても普段通りに起きられることも知ってはいたのだが、大抵の睡眠補助剤には心身の緊張を解くために、鎮静剤としてエンケファリンが含まれているものだとも知っていたからだった。私はベッドに呆然と座ったまま、夜明けを迎えた。

        　幸いにも出かけている間は、目覚ましの薬剤やカフェインがなくとも楽しく過ごすことができた。彼女と少し遠くの商業区画まで出て行って、普段ではなかなか訪れる機会のないレストランで食事を取り、衣服や靴を見て回る。少し伸びた髪を人の手で整えてもらい、新しい衣装に袖を通していると、傍目には楽しんでいるように見えたから、最初のうちはあまり気にかけなかった。とにかく楽しんでいるという事実で、内容を訊いて計画を立てた私には充分だった。

        　それでも、ある懸念だけは完全に消え去らなかった。最初はあまり深刻に考えていなかったというより、そんな懸念を考えるほどのリソースが私の脳裏になかったのだが、訊くことができない事項であるだけに、気にも留めなかったはずの恐怖は日を経る毎に膨らんでいった。

        　果たして、これまで私の側にいてくれた彼女は幸せだったのだろうか。

        　その問いかけは解消されないまま、二週間経った日の朝、私は自律制御車を呼び寄せた。手動制御が必要な自動車が公道に混じっていた時代と違って、現代の道路を行き交う自律制御車両は個人のモビリティを高めた公共交通機関の性格が強い。この手の車両も大抵は個人ではなく地域交通機関に所属していて、万一汚損が生じても車両の環境管理機能が判断して自動で回送される。そのため、オフホワイトを主体に纏められた室内は、清潔で快適に保たれていた。人間が車両に介在するのは目的地を設定するときくらいのもので、後は機械が済ませてくれるのだから、搭乗者は何もする必要がない。

        　とはいえ、何かを行う必要がないことが、この場合はむしろ落ち着かなかった。最初は隣に座った彼女とたわいもない思い出話をして時間を潰していたが、元々多弁ではないせいか、言葉を交わす間隔はだんだんと空いていき、最後には返ってこなくなった。隣のシートに首を巡らせると、彼女は背もたれに身体を預けて眠っていた。

        　方々に外出が続いていたし、あるいは単純に寝付けなかったのかもしれない。それでも私には、彼女が一足早く向こうへ、手の届かない場所へ行ってしまったように感じた。

        　ちょうど交通量が減る白昼の時間だからか、車両の運行は順調だった。出発前にナビゲーションが示した通り、二時間ほどで自律制御車は休眠施設のファサードに吸い込まれていった。ここまで輸送機関としての責務を全うした自律制御車が停止してから、まだ眠っていた彼女を起こすために、僅かに躊躇って肩に触れたのが、思い返す限りでは手に触れた最後の記憶だった。

        　何も訊けないまま、今と同じようにエントランスで入構の認証を済ませ、施設の低層階にある施術センターの前まで付き添い、そこの出入り口で別れた。

        「ありがとう、久く遠おん」

        　最後に私の名前であるはずの言葉が、あまりに虚ろな皮肉を纏って響く。私が望んでいたものは此岸のどこにもないのだと、叩きつけるように。

        　

        　強力な鎮静作用と多幸感を持ちながら、心身両面への依存性がなく、一定の容量を超えなければ有害な副作用を齎すこともないエンケファリンは、今や現代の社会の隅々にまで行き渡っている。一般的な用法である鎮静剤や抗不安薬、睡眠補助剤といった種々の薬品に含まれることはもちろん、些かばかり下品な使い道として、単に多幸感を味わう娯楽に供されることもあった。極端な場合ではオーバードーズが行き過ぎ、高用量のエンケファリン投与で生じる呼吸抑制を引き起こして病院に送られるケースも報道される。

        　お上品に規定の用量用法を守って使用したとしても、苦悩と不安を紛らわせるという目的に大差はない。適当な理由を見いだして、少量のエンケファリンを服用すれば、気持ちの良い幸福感へ、形のない夢に浸ることができる。生理学的な作用機序では、ここで眠り続ける人々と同じ幸福感、同じ夢を見ていられる。

        　また死の間際に際しても、エンケファリンは供される。病魔による慢性的な苦痛に対処するのは、オピオイドの古くからの使途だった。できるだけ苦痛を軽減し、日常生活に支障がないように投薬をコントロールするのは伝統的な手法だが、治療のめどが立たないほど病状が進行すれば、死出の旅が痛みに苛まれることのないように、エンケファリンによる昏睡がかつて行われていた消極的安楽死の代替を果たす。

        　そうしてあらゆる苦しみと痛みを、生死の狭間を、お仕着せの幸せで覆い隠す世界を強く否定はしない。

        　私は別に未来を望んでいるわけではなかった。余人が夢見ることすら諦める、絶望的なまでに高い栄誉を勝ち取ろうとするような、意思と能力に溢れてはいないのだから。恐らくは歩み続けるにつれ、増え続ける苦痛が耐え難くなったとき、私も母と同じように溢れんばかりの幸福が支配する、人造の天国で眠ることを選ぶのだろう。

        　そこであれば、もう少し長く母の側にいられるのだろうか。彼女が決して苦しむことなく、私もそこに在ることが許されるのだろうか。


        


        


    

    
        　八作目　アスヴィンの山に生きる　月掻

        　

        　アスヴィン山脈の中腹より少し下に位置する平地の森。そこに建てられた大きな狩猟小屋に、カリナは住んでいた。かつて、カリナは母、エレオノーラと共に生まれた時からこの地に住んでいた。今ではカリナは一人でこの地に暮らしている。

        　春になり、少しずつ山の獣たちが眠りから目覚め始め、小さな虫たちも活動。植物も少しずつ芽吹く。

        　大半が秋、早いもので夏から実を実らせるが、今の時期に実をつけるものもある。それらも貴重な食料源だ。現在は備蓄している干物やドライフルーツ、塩や香辛料に漬けた肉といった保存食がある他、最悪の場合は山を降りて麓の村へ食料を買いに行くこともできる。

        　エレオノーラとカリナはしばしば獲った獲物を解体し、村へ売りに行っていた。その金で別の食料を手に入れたり、カリナが勉強するための本を購入したりしていた。

        　矢筒を携え、毛皮を纏ってブーツを履く。防寒対策は抜かりない。春になってきたとは言え、この時間の山は非常に冷える。うかうかすれば凍死しかねない。泥酔した猟師や炭焼き職人などが山での道を間違えて寝込んでしまい、そのまま凍死してしまうことが稀にある。

        　カリナは泥酔するほど酒を飲まないが、それほどに防寒は重要で、できる限りのことをしなければならない。

        　身支度を終わらせたカリナは首に掛けたペンダントの十字を胸元から取り出し、祭壇へと向かった。

        　祭壇室は蝋燭に火を灯し、厳かであり。また、不気味な雰囲気を纏っていた。

        　カリナは小さい頃、この祭壇室が怖くてなかなか近づきたがらなかった。しかし、エレオノーラは狩りに行く時は必ずこの祭壇に礼拝するのを習慣としていた。なんでも狩猟の神と山に居る神々に対して狩りの成功と安全を願うための儀式なのだと言う。今では薄暗いとは思うものの、怖さは全く感じなかった。むしろ、その薄暗さと静謐さが少しばかり心地よいとさえ思えた。

        　カリナはペンダントの十字を握り、母から習った作法で祈りを捧げる。十字はキリスト教の縦長になったロザリオのようなものとは違い、鏃やじりのような変則V字になったものが内に向くようにして四つ、十字になるように組み合わされているもので、縦横の長さは同じため、遠目から見るとコインのように見えなくもない。そもそも、この地はキリスト教とは縁もゆかりもない。この十字は見た目の通り矢の鏃を四つ重ねた形であるとする説や、幸運の象徴である四葉のクローバーを象かたどったものであると言う説、また、この地方にのみ咲いているとされる平穏を司るシュリーアと呼ばれる花を模した説などがある。

        　この祭壇に祈りを捧げることは、単に安全を祈願するだけでなく、自身が今から狩場へ行くという決意を改まってすることや、狩場の作法や禁忌、安全に狩りを行うための注意事項を今一度思い起こすためでもあった。

        　さらに、カリナにとっては単純に神への祈りだけでなく、もっと大きな、母から教わったことを思い出と共に記憶から蘇らせるという重要な意味があった。

        　カリナは祈りを終えると、一礼をして祭壇を後にした。小屋を出て、空を仰ぐ。東の空は少しずつ白み始めている。だが、肝心の森の中はまだ殆どが暗闇に包まれている。夜目の効くカリナには丁度いい時間帯だった。夜行性の獲物達は動きが鈍り始め、東雲が茜に染まっていくにつれて巣穴へと戻っていく。いよいよ朝陽が昇ったら、今度は昼行性の獲物がゆっくりと巣から這い出してくる。そういった条件から、カリナにとって狩猟は暁の前後、暮合いの前後が頃合いだった。

        　いくら夜目の利くカリナとは言え、夜の完全な暗闇の中では流石に物も見えない。

        　そんな状態で山道を歩くことは危険であり、ましてや狩りなどできるはずもなかった。松明を用いて狩りをする方法もあるにはあるが、これもあまり賢明な方法ではなく、生活に困窮した時の苦肉の策。

        　しかも、松明の火の始末が杜撰ずさんだとそのまま山火事になってしまうという危険も孕んでいる。別の手段があるなら、やらないに越したことはない。

        　カリナは山を行く時、必ず母のことを思い出す。背が高く、がっしりとした体格で、麓の猟師の男たちにも負けていなかった。褐色の髪は短めで。それでも狩りには邪魔になるからと後ろで小さく縛っていた。そんな母、エレオノーラの男勝りで力の強い一面とは裏腹に、声は体格の割に少し高めな声をしていた。ベッドでは子守唄を歌い、いつもカリナ抱きしめて頭を撫でてくれる、優しくて慈愛に満ちた一面があった。

        　母との思い出は数多い。カリナが大きくなって、エレオノーラの背を抜いてからもしばらくは、ずっと一緒にいたはず。なのに思い出すのは、決まってカリナがまだ幼かった頃、身体も小さく母の顔を見上げていた時のことだった。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　幼少期のカリナは現在にも増して活発な子だった。元々立ち上がるのが早く、歩き始めるようになるとすぐに走ることができるようになった。

        　山中を駆け回り、転んだだけでは泣きもしなかった。カリナ自身が気付かぬうちに肘に大きな擦り傷を作り、勢いよく血が流れ出ていた時には、母は慌てふためいた。流石のカリナもこれには驚きパニックになりかけていた。

        　しかし、成長に怪我はつきもの。と言わんばかりに、カリナはみるみるうちに背が伸びて逞しく育った。山の斜面を駆け、川の岩場を飛び、木を登っては簡素な櫓やぐらまで作っていた。その体力は無尽蔵で、長年山に慣れ親しんだエレオノーラでさえ、ともすれば置いていかれそうになることがあった。

        　危なげに見えても、カリナの運動能力はしっかりしていた。

        　エレオノーラが内心ヒヤヒヤしていても、カリナの足は確実に踏み場を捉えており、大きな怪我をすることはほとんどなかった。

        　エレオノーラは少し早いかとも思ったが、カリナの身体能力を考えて早いうちからカリナに狩りとサバイバルの方法を教えていくことにしたのだった。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　カリナが岩場にいた鳥を仕留めたのは一瞬だった。二羽いたうちの一羽を矢で射たのだ。もう一羽いた方も慌てて羽ばたき、飛び上がろうとする。しかし、カリナも素早い。すぐさま次の矢を番えて、飛び立った鳥を狙う。ギリギリと目一杯に弦を引き、鳥の飛ぶ位置よりかなり“前方”に向けて矢を放った。

        　矢は何にも当たることがなければ大きく弧を描き、谷へ向けて落ちていっただろう。しかし、矢の勢いが落ち切るより前に射線上に鳥が飛び込んだ。胴を射抜かれた鳥は最期の抵抗をするように羽ばたきながら地面へと落ちていった。

        　カリナの得意とする偏差射撃だ。鳥の飛ぶ方向と速さを確認したら、矢の初速と減速し始めるタイミングを計算して、鳥の飛ぶ先の何もない空間に向けて矢を放つのだ。そして鳥が矢の放たれた先に飛び込んでくるようにするのだ。

        　幼少の時からずっと練習してきた。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　カリナの放った矢が巻藁まきわらの傍にそれ、少し奥の地面に刺さった。この頃の小さな身体のカリナには、一番小さく張りの弱い短弓でも持て余すほどの大きさに感じられ、なかなか上手く扱えなかった。

        　無理もない話である。そもそも狩猟弓はこんな小さな少女が使うことを想定されて作られていないものなのだ。練習用の弓はなく、携帯用・予備用として使われている短弓の弦を多少弱く張り換えるくらいしかできなかった。弓矢は母の狩りを身近で見ていたカリナが自分からやりたいと申し出て教練していたのだ。

        「もう一回！」

        　負けず嫌いのカリナは矢を番つがえては放ち、全て回収。それを何度も何度も、練習していた。何日も休まず続けて、よく飽きも嫌にもならず、続けられるものだとエレオノーラは感心していた。

        　カリナが矢を撃つ回数を重ねるごとに、巻藁に当たる回数は少しずつ増えていった。矢の当たり方も、最初のうちは放物線を描いて落ちてきたところで辛うじて刺さっていたが、段々とその放物線はなだらかになり、やがて真っ直ぐに巻藁に刺さるようになり、その音も強く鋭い音に変わっていった。使う弓も少し大きな張の強い物を使うようになり、命中率も次第に上がっていく。ものの一週間でほぼ確実に当てられるほどになってきた。

        「見て、お母さん！　また当てたよ！」

        「すごいじゃない。あなた、本当に器用ね」

        　ご機嫌取りではなく、エレオノーラは本当に感心していた。元々運動能力は目を見張るものがあり、飲み込みが早いたちだったが、こんなにもすぐに弓をマスターするとは思わなかった。止まっているとは言え、大きめの的であれば必ず当てられるほどの腕前になっていたのだ。幼い頃は才能があると言われたエレオノーラもこんなにも早くに習得はできなかった。

        「こんなに早くできるんなら、もう次に進んでもいいかもしれないね」

        「次？」

        　エレオノーラも弓を取り、作業台に置いてあった巻藁を手に取った。カリナが的にしているものよりかなり小さく、どちらかと言えば巨大なタワシのようなものに見える。以前カリナがエレオノーラと一緒に山を降りて町へ行った時に、酪農家が牛の身体を洗うのに使っていたものによく似ていた。

        「よく見てて」

        　エレオノーラが隣に立った。女性はおろか、並の男性と比べても大きな体躯を持つエレオノーラは、カリナにとってはまさに大黒柱のような存在であり、その屈強さと包容力にはいつも憧れを抱いていた。

        　エレオノーラは巻藁を空高く投げた。巻藁が落ちるより前に筒から矢を取り出し、弓に番えて放った。時間にしてほんの二、三秒だろう。撃ち放たれた矢は巻藁をほんの僅かに内回りのルートで追いかけ、鏃から巻藁を貫いてそのまま地面に落ちていった。

        「すごーい！」

        　目をキラキラ輝かせて見上げてくる娘に、エレオノーラは少しだけ得意げになった。

        「これが鳥を撃つ練習よ。実際の鳥はもっと難しいけど、いい練習になるわ」

        　その時から早速カリナは練習を始めた。エレオノーラには大したことなかったが、カリナにとっては小さな巻藁とは言え投げるのも一苦労だった。だから投げるのはエレオノーラにやってもらい、それをカリナが狙い撃つという形にしてもらった。

        　当然、カリナはすぐには当てられない。ようやく止まっている大きめの的に当てられるようになっただけ。動いている小さな的に当てるのは至難の業だった。

        　そもそも、身体もできてきていない少女が弓を扱うのだって本当は早すぎる。放った矢がふらふらと、空を舞う巻藁を頼りなく追いかけているだけで大したものと言える。前のように順調に当たってはくれないことに、カリナも段々と不服と苛立ちを滲ませ始めた。思い通りにいかないことに腹が立つ気持ちはエレオノーラにもわかる。自分の小さい頃と重ね合わせて少しだけ胸が痛む気持ちと、それ故に娘を可愛らしく思ってしまう気持ちが一緒くたになってエレオノーラの心を複雑に揺り動かした。

        　だが、やはりカリナの才能は天賦のものだった。空中の巻藁を狙い始めて一週間後。まぐれではあったものの、初めて標的を射抜くことに成功したのだ。

        　これにはカリナは飛び上がって喜び、エレオノーラもそんなカリナを抱きしめて、まるで自分のことのように喜んだ。

        　空を飛ぶ巻藁に狙いをつけて当てるようになるまでまだ少し時間はかかった。

        　空へ向けて投げる巻藁は放物線を描く。

        　山なりに飛んでいき、落ちていく。

        　しかも、その頂点を通過する前後はほとんど動きを止めているのだ。動きの特性がわかるとカリナはコツを掴み、少しずつ当てられるようになった。半年後には、狙う的は巻藁から生きた鳥になっていた。

        　それまでも生きた獲物を狩ることはあったが、動いて逃げる獲物を矢で射抜いたことはまだなかった。いつもこちらに気付かず、動きを止めているときにしか仕留めたことはない。

        　もっとも、逃げている最中に射止めるのは猟師の中でも至難の業であり、エレオノーラでも毎回のように成功させられるわけではない。

        　まして空中で縦横無尽に飛び回る鳥を射落とすのは、よほどの熟練者か幸運でないと不可能に近い。

        　初めて飛ぶ鳥を落とした時のことは忘れもしない。あの日は山の頂の付近で、岩場で休む鳥を見つけたのだ。

        　その頃には、しばしば狙えそうな獲物はカリナに任されており、この時も他に狩った獲物がいくらかあったのでカリナが仕留めたいと名乗り出たのだ。木陰からギリギリと弓を引き、狙いを定めてヒュッと放った。上手く狙えた、とその時は思った。しかし、矢は岩場の出っ張った部分に阻まれ、鏃が音を立てて弾かれた。矢は横倒しになったまま全く別の方向に飛んでいった。危険を察知した鳥は羽ばたき、カリナたちのいる地点よりさらに遠くへ飛び去ろうとしていた。

        　カリナは木陰から飛び出た。見晴らしの良いところまで走り出しながら矢を弓に番える。獲物の姿がよりしっかり見える所まで来た時、カリナは引いた弓をそのまま獲物へ向け、矢を放った。良い軌道を描いたが、矢は僅かに逸れて地面に落ちて行った。カリナはすぐに次の矢を番えた。矢のおおよその軌道は掴めた。先ほどは気づかなかったが、少し風が出ているようだ。ならその分を計算に入れて着弾点を修正せねばならない。

        　鳥はもう、遠くまで飛んでしまっていた。次の矢が最後のチャンスだろう。距離と矢の威力、風向きなどを考慮し、狙いを定める。カリナの弓では有効射程を超えている。矢の飛び方を予想しながら運良く当たってくれることを願うしかない。普通よりも少し上に向けて矢を放つ。放った矢は思ったよりも少し手前から落下しつつあった。

        　カリナは顔を顰しかめた。このままでは矢は鳥の下を潜ってしまう。だからと言ってもう一本番えて撃つには距離が離れすぎている。

        　残念な結果に終わったと思った次の瞬間、何を思ったのか鳥が急に滑空するように高度を下げたのだ。習性によるものなのか、これだけ離れれば安全と高を括ったのか、理由は不明だがとにかく鳥は高度を下げた。それによって飛来した矢に胴を貫かれた。束の間、カリナは言葉を失った。

        　振り返ると、母エレオノーラが立っていた。

        「お母さん！」

        　カリナは思わずエレオノーラの胸に飛び込み、興奮するままに捲し立てた。

        「見てた？　私、やったよ！　飛んでる鳥を撃ち落としたの！」

        　

        「……お母さん？」

        　

        　しかし、エレオノーラの顔は少し曇っていた。少し怒っているようだった。様子がおかしいことに気づき、カリナは興奮が冷め、困惑した。

        　エレオノーラがカリナの両の頬を手で押さえて語りかけた。

        「カリナ、駄目でしょ。矢を番えながら走ったりしたら。矢が下を向いてたの気付いてたの？間違えて脚を撃ったりでもしたらどうするの」

        　カリナが駆け出して矢を弓に番えていた時、鏃は真下を向いていた。これは母から口を酸っぱくして言われていたことで、カリナ自身の安全のための基本として言われていたことだった。

        　弓に矢を番えたまま走ったりしない、人に決して矢を向けない、番えた矢を振り回さない……などなどといった、弓矢を扱う上での注意は数多く教えられてきた。この時ばかりは功を焦るがあまり、それを怠ってしまったのだ。

        「ごめんなさい……」

        　俯いてカリナは謝った。獲物を仕留めた喜びは消沈し、反省しながらしおらしくなってしまった。

        　すると、エレオノーラは厳格な表情を崩して微笑んだ。

        「でも、見事だったわよ。よくやったわ」

        「ほ、本当？」

        　カリナが恐る恐る顔を上げた。

        「ええ、勿論よ。あなたが射止めたの、ちゃんと見てたんだから」

        　エレオノーラがカリナの頭を撫でる。温かい手だった。嬉しくなってカリナはエレオノーラの懐に抱きついた。

        　カリナが仕留めたのはライチョウの仲間だった。仕留めたその日にお祝いを兼ねてエレオノーラが串に刺して焼いてくれた。

        　初めて飛ぶ鳥を落とした時の思い出は少しだけ苦く、しかし母の愛と優しさをいっぱいに感じられた、幸せなものだった。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　落下した岩場の下と谷の地点。そこに歩いて向かう。射抜いた鳥は矢が貫通し、既に絶命していた。すぐさま鳥の頸動脈をナイフで裂き、血を抜いていく。上手いこと血が自ずと流れるように、鳥の脚を持って垂れ流しにしながら仕留めたもう一羽を獲りに向かう。

        　谷の近くに落ちた一羽は、こちらも矢は貫通していたが、当たりどころが良かったのかまだ生きており、なんとか羽ばたこうと翼を大きくばたつかせている。周りに残っていた雪は赤く染まりつつあった。

        　獲物に無用な苦しみを与えるのはご法度だ。母からずっと言われてきた。カリナはアイスピックに似た作業針を取り出して心臓に突き刺した。すぐに鳥は動かなくなったので、そのままナイフを取り出し、頸を掻き切って血を流す。次に、ベルトに取り付けたポーチから小さな鉤棒を取り出し、それを使って腸を抜く。肛門周りをナイフで切り取り、そこから鉤を突き刺して腸内に引っ掛け、引き摺り出すのだ。初めのうちは途中で千切ってしまったこともしょっちゅうだったが、今では何かわけがない限り一度で腸を全て抜けるようになった。

        　二羽はケワタガモの仲間だった。春先とは言え、まだまだ寒いアスヴィンでは脂の乗っている時期。炙っても鍋にしても美味い。

        　しかもこいつらは毟った羽毛が服や寝具などに加工するのに最適で、町に行けばその手の職人が買い取ってくれるのだ。単価としては決して高くはないが、一羽から採れる量が多いため、数羽分を集めて持っていけば二、三冊の本やそこそこの畑野菜が買えるくらいの金が手に入る。

        　元々自給自足の生活をしているカリナにはそこまで多くの金を必要としておらず、必要物資の他には麓で手に入る食材や本を買うくらいしか金を使うことがないため、貯めた金を持て余していたほどだ。そういう意味ではカリナは金銭的には余裕のある暮らしをしている。

        　カリナは近くの小屋に二羽の鳥を逆さ吊りにした。血は抜けてきたが、これで残った血をできるだけ出し切るのだ。このような小屋は山中に何箇所もある。今回のように血抜きをしたり、燻製や保存食を作るために一時的に保管するための粗末な小屋だ。

        　エレオノーラが狩場として良いポイントに複数箇所建てていた他、カリナも自身でいくつか建てた。生モノを扱うため日陰になる場所に建てており、中には氷室を擁して生モノでも長期間の保存が可能な小屋もある。この小屋たちは麓の町から来る猟師たちにも貸し出しており、しばしばそこで町の猟師と交流することもあった。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        「エレオノーラ、来てたのかい？」

        　燻製小屋に入って母の作業を見ている時に、不意に後ろから声をかけられた。突然のことにカリナは内心飛び上がりそうになるほど驚いたが、当のエレオノーラはちらと後ろを振り返ると、ゆっくりと立ち上がった。

        「ああ、スヴェトラーナ。久しぶりね」

        　声をかけてきたのは町に住む猟師のスヴェトラーナという女だった。エレオノーラと違い、ウェーブのかかった長い黒髪をサイドに束ねて前肩に流していた。背は高いがエレオノーラほどではなく、体格も引き締まって強靭さを感じさせるが、そこまでがっしりとしてはいなかった。しかし、狐や長鼻種の犬を彷彿させるシャープなフェイスラインや尖った鼻が特徴的で、キリッと吊った目からは決して揺るがない頼もしさが表れ、自身ありげに上向いた口元と合わせて姉御肌的な女性だと、幼心にもカリナは感じていた。

        　ただ、この頃のカリナは活発な反面人見知りをする性格であったが、スヴェトラーナに対して嫌な気はしていなかった――むしろ好感さえ抱いていたくらいだった――しかし、初めて会う相手にはどう接していいものかわからず、つい母の後ろに隠れる癖がついてしまっていた。

        　今でも見ず知らずの人と会うのはあまり好きではなく、できるならあまり言葉も交わしたくないと思っている。

        　エレオノーラの陰に隠れて見上げるカリナに気づきたのか、スヴェトラーナと目が合ってしまった。

        「その子がアンタの娘かい？　大きくなって」

        　目が合ったカリナは慌てて顔を伏せた。スヴェトラーナがクスリと笑う。

        「ああ、あなたはこの子にあまり会ってなかったものね。ほら、カリナ」

        　母に呼ばれてカリナはおずおずと顔を上げた。スヴェトラーナは変わらず自信ありげな顔でカリナを見ていた。ただその目つきは少し柔らかく、獲物を逃さない狩人のような鋭いものから、小さな子を愛しむような視線に変わっていた。

        「こ、こんにちは……」

        　カリナは恐る恐るスヴェトラーナに挨拶した。スヴェトラーナは優しく微笑み、ゆっくりと跪いた。

        「こんにちは。私はスヴェトラーナ。お母さんの友達だよ」

        「……うん」

        　カリナは賢い子供だった。会話や話し方から二人が親しい関係であることはすぐにわかった。

        　スヴェトラーナは少しだけ残念そうな顔をした。

        「私、昔アンタに会ったことがあるんだよ。でも小さい頃だったもんね、さすがに覚えちゃいないか」

        　物覚えのいいカリナもそこまで小さい頃のことは覚えていなかった。何と答えていいのか悩んでいるとスヴェトラーナは手を出してきた。

        　頭を撫でられるのだと察すると、カリナはまた恐る恐るその手を受け入れた。細身の掌としなやかに長い指は硬く、仄かな温かみに溢れていてとても心地よかった。撫でられているカリナはじぶんでも気付かぬうちに目を細めていた。

        「いい子じゃないか、立派な大人になるんだぞ」

        「この山で暮らしているから、逞しくなるよ。この子は」

        　エレオノーラがそう答えた。

        　カリナの頭を撫で終わったスヴェトラーナはすっと立ち上がった。

        「そうだ、エレオノーラ。燻し終わった肉はあるかい？　鳥肉が何羽分か欲しいんだが」

        「丁度出来上がったものがいくつかあるわ。持って行って。沢山あるから」

        「助かるよ」

        　スヴェトラーナは作業台に置かれた鳥の燻製を三羽ほど取った。カリナは燻製を取るスヴェトラーナを見て、自分の食べる分が少なくなるのではないかと危惧した。そんな彼女の気持ちを知ってか知らずか、スヴェトラーナは自身の腰にぶら下げた、皮に包まれた大きな塊をエレオノーラに手渡した。

        「ああ、そうだ。良かったら食べてくれ。他の獲物があったから多すぎてね」

        　エレオノーラは包みを開けた。

        「あら、これって熊の肉？」

        「そうだ。森の中で出くわしてな。あまり大きくない雌の熊だった。いきなり藪から出てきて、私らに突進してきたから思わず撃っちまった。でも、他の獲物を狩った後だったから、取れた肉が多すぎたんだ。ここに書き置きをして置いておけば、誰か取っていくかと思ってな。どうだい？」

        「ありがとう。いただくわね」

        　エレオノーラが受け取った肉はいくつかのブロックにされて包まれていた。全て合わせたらスヴェトラーナが持って行く鳥の肉よりも多い。鳥の燻製の量を気にしていたカリナは少し申し訳なくなってしまった。

        　スヴェトラーナはそれとは別に財布から紙幣をいくらか手渡した。

        「良かったわね、カリナ。今日はクマ肉をいっぱい食べられるよ」

        「うん……ありがとう、お姉さん」

        「スヴェトラーナ。そう呼びな」

        　そう言って、スヴェトラーナはカリナの頭を撫でた。

        「じゃあ、またな」

        　燻製小屋を後にするスヴェトラーナの凛々しい後ろ姿をカリナは今でも覚えている。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        「カリナ？　カリナじゃないか」

        　カモを吊していたら後ろから声をかけられた。聞き慣れた、低く澄んだ声だ。

        「スヴェトラーナ、来てたんだ」

        　はっと顔を上げて振り向きながら答えた。歳は取ったが、スヴェトラーナは相変わらず凛とした目を持ち、自信に満ちた表情を作って立っていた。以前と違うのは、その左目の横には大きな傷痕ができていることくらいだ。

        　スヴェトラーナは二年前に猟師を降りた。ある時山で大怪我をして、その後遺症が尾を引いて狩りどころではなくなってしまったのだ。

        　今は町で肉屋を営んでいる。脚は砕かれてから骨が綺麗にくっつかず、専用の固定具を脚にはめていなければならない。だと言うのにスヴェトラーナは未だにパワフルに店を切り盛りし、自ら仕入れの肉を品定めするために足を運ぶ。

        　時として、今日のように山を登って猟師達と交渉することもあるのだ。慣れた山とは言え、アスヴィンは厳しい山だ。人の手によって作られた道はあるが、足場がいい場所ばかりではなく、急きゆう峻しゆんな地形や滑りやすい箇所も多い。そんな中を登山ブーツとステッキだけで登ってくるのだから大したものである。

        「カモを獲ったんだな、大した腕だ」

        「なに言ってるのさ、これくらいなら今でも撃てるでしょ」

        　スヴェトラーナもエレオノーラやカリナと同じように弓を得意としていた。その腕も、凄腕と名高かったエレオノーラに引けを取らなかった。今は狩りこそできないが、弓を射るくらいであればなんとかできないこともない。

        「早速だが、この二羽、貰ってもいいかな？」

        　少しだけカリナは驚いた。こんなに早く獲物が売れるとは思わなかった。

        「うん、いいよ。羽毛はサービスするから」

        「ふふ、ありがとう」

        　スヴェトラーナは二羽分の金をカリナに渡した。

        　羽毛をサービスするというのはちょっとした冗談だ。

        　羽毛は確かに毟って集めて売ればそこそこの値段になるが、全て毟るまでに相当時間がかかる。ひたすら手作業で毟らなければならない――毛を毟る道具もあることにはあるが、さほど時間の短縮にはならない――しかもケワタガモの仲間はその名の通り羽毛が多く、普通の鳥以上に毟り続ける必要がある。その手間を考えれば、羽毛を集めて得る収入というのは、実はさほど大したものではないと言う者もいる。

        　鳥を吊り棒から下ろしてから、スヴェトラーナが思い出したように言った。

        「そうだ、川に魚籠びくを仕掛けたのってアンタかい？」

        　カリナはシーズンになると、しばしば川に仕掛けを設置して魚を獲る。スヴェトラーナが言っていた魚籠というのは、この地方で使われる罠魚籠と呼ばれるもので、川の流れに乗って魚が入り込むと出られなくなるという単純かつ比較的効果の高い仕掛けだ。

        　自分で釣りをする事もなくはないが、カリナの活動的な性格はあまり子供の頃から変わっておらず、基本的に待ちの多い釣りよりも動いて山の動物を探して回った方が性に合っているのだ。

        「うん、シャナの川なら私だけど」

        「アメマスが入ってたぞ。何匹か入ってて、かなり大きいのもいた。川辺に雪が残ってたから締めて置いておいたが、早めに取りに行った方がいいぞ」

        　魚は魚籠に入れたままにしてしまうと味が落ちる。出来るだけ手早く締めて、冷やすのが良いとされている。川の周囲に氷室のある小屋が多いのもそれが理由だ。しかし、残念なことにシャナの川の近くにはない。

        「ありがとう、助かるよ。よかったらスヴェトラーナもその入ってた魚を食べて行かない？」

        　朝食には少し遅いが、ブランチのような形でなら悪くない時間だ。

        「いいのか？」

        「うん、元々食べる分しか獲るつもりもなかったし」

        「じゃあ、お言葉に甘えようかな」

        　シャナの川はこの位置からさほど遠くない。ここから谷を渡って少し歩いたところにある小さい川がそれだ。カリナは大柄ではあるが、身軽で身体能力も高く、ここから川まで行くのは造作もないことだった。

        　しかし、スヴェトラーナは脚を鉄の固定具で固められ、杖を突いていた。以前の彼女なら容易い道のりだったろうが、今はかなり厳しいだろうとカリナは思っていた。

        　だが、カリナの心配はどこ吹く風と言うかのように、スヴェトラーナは軽い足取りで細い道も岩場も予想以上の速さで歩いた。カリナは意図してかなりゆっくりと歩くようにしていたが、それでは逆にカリナの方が置いていかれそうなほどだった。スヴェトラーナの歩速に合わせると、いつもカリナが歩くより僅かに遅い程度だった。改めてスヴェトラーナの凄さを知る。

        　川の近くには岩場があり、そこに締めた魚が雪に包まれるようにして置かれていた。白い雪で包まれる魚はさながら塩釜焼きのように見える。

        　魚は普通のサイズが二匹に、かなり大きなサイズのものが一匹いた。身体の大きなカリナですらその両手に余る大きさだ。

        「凄い……こんな大物がこの川で獲れるとは思わなかった」

        「多分ロトラの川の方から迷い込んできたんだろう。あそこは大きいからな。少し前に暖かい日が続いたことがあっただろう？　雪解け水が多いと増水して、隣の川に流されてきたりもするんだよ」

        「へえ。あ、だからごく稀に地面に落ちてる魚がいたりするのか」

        「そういうこと。ただ、そういうのは活け締めされずに、長い時間窒息状態になってるから拾って食わない方がいいぞ。どんな雑菌が繁殖してるかもわからないし、たとえ大丈夫だとしても味は悪いからな」

        　カリナはスヴェトラーナの話に感心しながら、近くにある握り拳ほどの石と大小の乾いた枝を集めた。石を円状に並べ、そこに小枝を組む。一本の少し太めの小枝を取り、真ん中から先端にかけて削ぎ落とさないように繋げたまま薄く削る。何度も削る作業を繰り返し、毛羽立った火口ほくちが出来上がった。フェザースティックである。

        　火打ち金で数回火花を散らすとフェザースティックに火が移り、それが他の小枝を燃やし始め、さらに太い枝へ、そして大きめの焚き火ができた。焚き火ができたら串に刺した小さい魚を周りに突き立てて炙る。大きな一匹は串が短く、刺さりそうになかった。

        「大したもんだな。もう一人で何でも出来るようになって」

        　少しだけ寂しさを滲ませて言うスヴェトラーナに、カリナは思わず噴き出してしまった。

        「いくつだと思ってるの。このくらいのことはもう一人でできるよ。いつまでも子供じゃないんだから」

        「ついこの間まで、まだまだちっちゃかったみたいに思えるよ。ママの陰に隠れてたっけな」

        「いつの話？　初めて会ったくらいの時じゃない？」

        「今じゃすっかり大きくなって……エレオノーラより大きいんじゃないか？」

        「かもね」

        　少し気恥ずかしくなってカリナは炙っている魚に目を向けた。この魚は寄生虫がいることがある。よく火を通してやらないといけない。そんなことを考えて気を紛らわせていたが、スヴェトラーナはしばらくしてまたカリナに話しかけた。

        「よく似てきたな」

        「え？」

        「お母さんエレオノーラにさ。髪以外は、若い頃にそっくりだ」

        　カリナはエレオノーラに比べて後ろ髪が少し長く、纏めた髪も多めに垂れていた。

        「そ、そう？」

        　カリナは頬を赤く染めて照れた。昔から今に至るまで、カリナにとって唯一の肉親であり、憧れの存在であった。自分がそんな母に似ていると言われることはカリナにとって本当に嬉しいことであり、どこか面映くもあった。

        「そうだ。今日は、エレオノーラの所へ寄るのかい？」

        「え？　うん、そのつもりだけど」

        　不意に尋ねられて、カリナは少し慌てた。

        「なら、これを持って行きな。思い出に残ってるだろう？」

        　スヴェトラーナが渡してきたものは木製の小箱だった。中を見ると鈴のような形の花が一房に、小さな木の実が幾つもついている枝が二本入っていた。

        「これ……」

        　カリナはそれらに見覚えがあった。

        「ああ、チクラートの花と実だよ」

        　チクラートはアスヴィンの頂上付近の陽のあまり当たらない場所に自生している小さな木で、その数は非常に少ない。

        　チクラートは極めて効果の高い薬の原料として知られており、その実は解熱や鎮痛・鎮静剤となり、花は煎じることでアルカロイド系毒の解毒剤に、枝葉は滋養強壮に、樹皮は止血剤の原料となるなど、採取箇所で効能が多岐に亘わたる。そのそれぞれが高い効果を発揮するので、町の人々にはとても価値の高いものだが、先述の通り自生している個体数が少ないため、乱獲を防止するために一つの木から獲れる量がそれぞれ決まっている。

        　そのため、チクラートから採れたものはかなりの高値で取引されている。スヴェトラーナが持ってきた量だけでも、本が三冊は買える値段で売れるはずだ。

        「こんなの、貰えないよ」

        　慌てて返そうとするカリナにスヴェトラーナは手を振った。

        「持ってってやんな。アンタにも縁の深いものだろう」

        「でも、病人がいるわけでもないのに……」

        　チクラートの薬は貴重だ。だからこそ、必要としている人に渡るべきだとカリナは思っている。

        「それならいつか必要な奴に渡してやればいい。それまで持ってたってバチは当たらないよ」

        「……いいの？」

        「いいよ。アントンをやってくれた、ほんの感謝の気持ちさ。ろくに礼もできなかったからな」

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　アントンとはアスヴィンにいた巨大な雄のヘラジカである。滅多に姿を見せず、姿を見せるときは容赦なく人間に猛攻を仕掛けてくる。本来、ヘラジカというのは臆病で積極的に人を襲うことはないが、アントンは違った。

        　アントンは賢かった。知能が高く、人間の様子を見て相手が危険かどうかを見定めていたのだ。そして危険と判断した人間、特に猟師などには少人数であれば即座に突進攻撃、大人数であれば少数に分断してから襲撃するなどパターンを変えていた。

        　スヴェトラーナの脚を砕いたのもアントンだった。山菜をとっていた町の老人が殺され、目に余る横暴が繰り返されていたため、猟師の中で討伐隊が結成された。町の中の猟師だけだったので、カリナは呼ばれなかったが、これが良くなかった。

        　普段は狩場としないような山の奥深くまで猟師たちは入り込んでいった。カリナがいたら必ず止める範囲を大きく超えて分け入って行ったのだ。

        　案の定猟師たちは返り討ちに遭った。応戦しても分散して散策していた彼らにはなす術がなかった。怪我人を運ぼうとしようにもそれを運ぶ人間が今度は狙われた。仲間を助けるために注意を引きつける役を買って出たスヴェトラーナはアントンに突進され、角で弾き飛ばされた。

        　すんでのところで避けようとしたのが功を奏したのか、胴体への怪我はさほど大したものではなかったが、その直後に前足で蹴られ、カリナの右脚は砕かれた。その後も追撃を受けかけるが今度は別の猟師が引きつけ、スヴェトラーナは助け出された。しかし、二度とスヴェトラーナが弓を持って山を登ることはなかった。

        　この時、三人の猟師が命を落とし、スヴェトラーナを含む四人が再起不能の重傷を負った。

        　アントンの討伐を失敗して数日後、またすぐに別の討伐隊が結成された。前回の戦いで幾らか深傷を負わせたことで、アントンの傷が癒える前に仕留めてしまおうと功を焦った若い猟師たちが中心となって、はやるあまりに行動を起こしたのだ。結局のところ、その討伐隊もアントンを仕留めることはできず、猟師の数人が大怪我を負った。

        　絶体絶命だったその時に、カリナが居合わせた。カリナは口笛を、高く耳障りに吹き鳴らし、アントンに向けて矢を射掛けた。アントンは先ほどまで対峙していた猟師たちには目もくれず、カリナに向けて突進した。しかし距離があった。アントンが距離を詰めるまでにカリナは数本の矢を放ち、それらは全て命中した。しかし、どれも致命傷にはならなかった。興奮状態のアントンには一撃で致命傷を負わせなければ、突進攻撃をされて非常に危険だった。

        　カリナはギリギリまで待った。弓に矢を番え、アントンと自分の距離があと数メートルのところまで接近した時、カリナは矢を放った。前足の付け根の上、心臓のある位置だ。残心の構えを取る間もなくカリナは脇へ飛び退いた。紙一重でアントンの突進は避けられた。

        　強靭な体を持つアントンは心臓を射抜かれてもなお、動いていた。苦痛に呻き声をあげ、苦しみながら暴れていた。普通のアカシカのような小さめのシカならとうに倒れて動かなくなっているだろうが、アントンはヘラジカだ。その中でも特に体が大きく、屈強な。悶え苦しみながら、ふらふらと歩いていた。

        　獲物に無用な苦しみを与えるのはご法度だ。母からずっと言われてきた。カリナはもう一度矢を番え、アントンへ向けて狙いを定めた。束の間、アントンがこちらを向きカリナと目が合った。覚悟を決めたのか、それとも自分を狩る者を最期に目に焼き付けるためか、知性を感じさせるその目は慈悲を乞うているようには見えなかった。

        　カリナが矢を放った。アントンの首筋を矢が貫通し、アントンは力尽きて倒れた。残っていた猟師たちが傍から歓声と拍手をしてカリナを称えた。

        『よくぞやってくれた』『さすがだ』『すげえよカリナ』そんな声を尻目に、カリナは近くにいた若い猟師の男に話しかけた。

        「オレグ、町に行って人を呼んできてくれ。怪我人を運んでほしい」

        「あ、ああ、わかったよ」

        　カリナはその場にいた怪我人の応急手当てをしようと人々の輪の中へ入っていった。その間もずっと称賛の言葉を浴びせられていたカリナは軽く手を挙げて合図し、後は顔を伏せて黙ってしまった。人々から称賛を受けるのが嫌だったのではなく、人見知りなカリナが大勢の注目を浴びて恥ずかしくなってしまったのだ。

        　重傷者は出たが、幸いにもこの時は死者が出なかった。

        　アントンの肉は捌かれて町の人々に振る舞われた。功労者であるカリナには一番先に好きなだけ持っていってもいいと言われたが、カリナは自分の食べる分の肉を少々と頭部を斧で切り落として貰うことにした。もっと持っていかないのか、と言う人々に首を横に振るだけで答えたカリナの謙虚な態度も相まって、カリナはしばしの間、町の英雄と称えられた。

        　今でもカリナは町では一目置かれており、町を通ると必ず挨拶されたり、声をかけられたりする。カリナはその度に、気恥ずかしさから少しはにかんで、足早にその場を後にしてしまう。

        　アントンの頭骨はトロフィーにしようかと考えていたが、角の片方が倒れた拍子に折れてしまっていた。カリナは両方の角を頭骨から切り落とし、折れていない綺麗な角の方をスヴェトラーナへ届けてもらうことにした。

        　猟師の遺族に渡すことも考えたが、見る度に辛い思いをするだろう。それなら元々肉屋を営むスヴェトラーナに渡した方が良いと考えたのだ。

        　カリナは折れた角を家に持ち帰り、壁に飾った。たまに、カリナと目が合ったあの時、アントンは何を思っていたのだろうかと思いを馳せるのだ。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        「なかなかいけるじゃないか、アメマスも捨てたもんじゃないな」

        　焼けた魚を頬張りながらスヴェトラーナは言う。アメマスは身が淡白で水分が多く、あまり美味しくないと言われることが多い。しかし、調理法によっては比較的美味くなる。特に切り身にして香草焼きにしたり、揚げたりするのが良いとされる。

        　軽く塩を振っただけの塩焼きだが、カリナも悪くないと感じた。空腹感がそうさせるのか、外の食事だからなのか、以前食べた時よりも美味く思えた。

        　二人は魚を食べ終えると頭と尾と骨を石で軽く砕き、道脇の土の上に捨てた。こうすることで虫や微生物によって分解される。

        　立ち上がってカリナが尋ねた。

        「これからどこか行くの？」

        「いや、誰かに鳥を二、三羽貰えたら帰るつもりだった。どうして？」

        「じゃあ、この大きいアメマスも持ってってよ。私一人じゃ食べきれないし」

        「いいのか？」

        「いいの。おちびさん達にも食べさせてあげて。スヴェトラーナなら、美味しくできるでしょ」

        　スヴェトラーナは三人の子持ちだ。夫と死別してから一人で肉屋を切り盛りしている。精肉や販売以外にも、新米猟師へ肉の捌き方、調理、猟具の手入れを教えるなどして金を稼いでいる。

        　大したものだとカリナはいつも思っていた。

        「悪いな。あの子らも喜ぶよ、魚が好きだからな」

        　スヴェトラーナは礼を言ってその場を後にした。山を降りる道と登る道、その岐路で手を振り合い、そこで別れた。スヴェトラーナは杖を突きながらも、ゆっくり確実な足取りで山を降りて降りて行った。

        　カリナは逆に山を登る道を進んだ。スヴェトラーナから貰った小箱を見つめる。これから向かう、山頂にほど近いところにこのチクラートは自生している。

        　もっとも、今から向かう場所はチクラートが自生しているような日陰ではなく、陽が燦々と降り注ぐ南側の場所なのだが。

        　カリナはチクラートの実に救われたことがある。小さい頃の話だ。記憶の中の母の姿に想いを馳せる。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　カリナは熱を出して寝込んでいた。特段変わった症状があるわけではない。流行り風邪であるのは間違いないようなのだが、拗らせてしまったようで、なかなか熱が下がらなかった。

        　部屋を暖かくし、雑穀と野菜を柔らかく煮たスープを飲ませ、氷嚢を頭に当てていたが、熱が引く様子はなかった。

        　この時カリナはまだ幼く、身体も小さかった。その身体がかなりの高熱を発し、エレオノーラが触れるとその熱さが手に伝わる。まるで熱いスープを入れた陶器の皿のようだった。

        「カリナ……」

        　エレオノーラは心配でならなかった。外は大吹雪だった。山に慣れたエレオノーラなら、緊急事態に外に出ることは何とかできないでもない。しかし、町から医者を引っ張ってくるのは不可能だろう。もし、と最悪の想像が頭をちらついてしまい、その度にエレオノーラは振り払うように首を横に振った。

        　そうだ、とエレオノーラはあることを思い出した。少し前に薬師からチクラートの実を数粒貰っていたのを思い出したのだ。エレオノーラは丸薬入れの中にあるチクラートを全部取り出しカリナの元へ向かった。

        　チクラートの実は少し硬い。健康な人であれば全く問題ないが高熱で意識が朦朧としている子供が食べるには少しつらいものがあるだろう。しかも乾燥するとその硬さが増す。おまけに消化に悪く、噛み砕いた塊が大きいと胃にまで負担をかけることになる。

        　貰ったチクラートは使った分の残りで、効能としては子供なら何とかあと一回は使えると言う程度の量しかなかった。すり鉢ですり潰していると、鉢に残される量が増え、あまり効果が発揮されないかもしれない。少し迷って、エレオノーラはチクラートを口に含んで噛み砕いた。仄かな甘味を感じながら、飲み込まないように注意して咀嚼する。丁度いい具合に小さく柔らかくなったところで、エレオノーラは氷嚢を一旦外し、カリナに口移しした。

        　カリナは嫌がるかもしれない、と思いながらも四の五の言っていられなかった。自分が嫌われることを気にするよりは娘の安否が大事だと腹を括った。

        　一方でカリナは、朦朧とする意識の中でチクラートを口移しされたことについては、嫌だとは感じていなかった。

        　ただ、最愛の母から口移しされたことで嬉しいような恥ずかしいような、熱に浮かされるような、ふわふわとした不思議な感情を覚えていた。落ち着くようで高揚するような、どことなく心地よい気分だった。

        　熱はすぐには下がらなかった。効能が現れ始めるまでに少し時間がかかることは承知の上だったが、どうしても気持ちは焦る。子供のようにそわそわと落ち着きがなくなり、無駄に動き回りたくなってしまう。

        　必要もないのに加湿用のヤカンの水を足しに行こうとした時だった。

        「待って」

        　カリナがエレオノーラを呼び止めた。赤い顔をして、潤んだ瞳でエレオノーラを見上げている。

        「お母さん……そばにいて」

        　エレオノーラは何も言わずに、さっとベッド傍に跪いて、カリナの手を取った。とても熱い。身体の奥から次々に熱の素が生み出されては発散しているかのようだ。

        　エレオノーラは歌い始めた。カリナがもっと小さかった頃から、ずっと聴かせていた子守唄だった。母の歌声を聴いていると、カリナは少しずつ気分が楽になっていくような気がした。

        　いつの間にか眠りに落ちたらしく、カリナが気がついた時には朝だった。

        　目を開いてすぐ横に、跪いたまま腕枕で寝ている母の姿があった。彼女もカリナの様子を見守っているうちに寝入ってしまったのだろう。それでもエレオノーラはカリナと手を繋いだまま眠っていた。

        　吹雪は夜のうちに治ったのか、外は快晴だった。熱もかなり引き、カリナは自分の体力が回復していることに気がついた。ごく自然な習慣的動作で起き上がった。

        　その拍子にエレオノーラがはっと目を覚ました。起き上がって真っ先に、カリナを見た。

        「カリナ！　熱は……」

        　カリナが上体を起こし、顔色も良くなっていることにすぐ気がついたようだ。カリナはエレオノーラに笑いかけた。

        「もう大丈夫。ありがとう、お母さん」

        　カリナはエレオノーラの頬にキスをした。

        　エレオノーラは泣きそうになりながらカリナを力強く抱きしめた。大きな、包容力のある温かい腕に抱かれ、カリナも抱きつき返した。少し苦しいくらいに力強く抱きしめられるのが、とても心地よかった。

        　エレオノーラに抱きつきながら、その広く逞しい背中を感じていた。

        　

        　　　◇◇◇

        　

        　弾むような足取りで道無き道を進み、いつからかカリナは唄を歌っていた。母が歌ってくれていたあの子守唄だ。カリナは今でも覚えている。決して忘れられない母からの贈り物だ。

        　程なくして、ようやく目的の場所に着いた。頂上より少し下に位置する、見晴らしの良い崖になったところだ。縁よりかなり手前の方に、磨かれた四角錐台の石が置かれていた。大きさはカリナの腰の丈ほどである。

        　カリナがその石の前に跪いた。

        「ただいま、お母さん」

        　カリナは途中で採ってきたツツジやシャクナゲの花と、スヴェトラーナから貰った丸薬入れを石碑の前の石皿に置いた。

        　ここはエレオノーラの墓標である。

        　エレオノーラは５年前に他界した。事故や怪我などではなく、癌が原因だった。初期症状が少なく、気づいた頃には手遅れだった。

        　カリナはどうにかして回復が望めないかと、出来る限りの医学書物を買い漁り、暇を見つけては猟の合間でも読み耽った。懸命の看護と治療を施したが、エレオノーラの病状は緩やかになりつつも改善することはなく、ある時眠るように息を引き取った。

        「お母さんが看病してくれた時には私は助かったのに、私がお母さんを看病しても、お母さんを助けられなかった」

        　咽び泣きながら医者にそう告げた。老医師の女はカリナの頭を撫でて優しく語りかけた。

        「助けられなかったなんてことはないさ。私ですら助けられない大病患ってたってのに、エレオノーラは苦しまずに穏やかに逝けたんだ。見たかい、あの顔。あの子はあんたに看取られて本当に幸せだったろうさ」

        　事実、エレオノーラは宣告されていた余命を倍以上も生きた。闘病中もそこまで激しく苦しむことも少なく、最期の顔も穏やかだった。

        「お前はあの子を苦しみから救ったのさ。私にはわかる。今は悲しいだろう。好きなだけ泣けば良い。でも、自分を責めるのはおよしよ。あんたはこれ以上ないくらいに親孝行したんだからさ」

        　老医師がそう言うと、カリナは泣きながらもしっかりと頷いた。

        　カリナの看病は専門の医者と遜色ないものだった。鎮痛のためのチクラートをかなりの量を盗み取りしていたのは軽く咎められたが、その知識と療治は大したもので、その老医師から後を継がないかと誘いをかけられたほどだ。

        　しかし、カリナは山を降りるつもりはなかった。カリナはこの山で生まれた。母とともに、この山で生きてきた。母とともに生きたこの場所を離れるつもりはない。母がそうしたように、カリナもこの地に生きて、ここで死ぬ。ここ、母なるアスヴィンの山で。

        「今日はいい天気だね、お母さん」

        　カリナは立ち上がって景色を一望した。

        　眺めの良いこの高台はエレオノーラとカリナのお気に入りの場所だった。母が亡くなった時、埋葬するのはここにしようと決めていたのだ。

        　不意に一陣の風が吹いた。強くないが、まるでカリナ一人だけに向けて吹きつけたような、誰かの意思を感じさせる不思議な風だった。懐かしい匂いがする。ずっと求めていた、あの匂い。

        「お母さん……？」

        　まさかと思ったが、誰もいないこの場でここにいない誰かに訊ねずにはいられなかった。当然、答えを返してくれる者は誰もいなかった。それでもよかった。

        　カリナは誰に向けるでもなく、ただ空を見上げて微笑みかけた。

        　

        　

        


        

        

        


    

    
        あとがき

        　

        　夢見る花嫁／レンきゅん

        　

        　今回はリリアン様主催の母娘百合アンソロジーに参加させて頂きました。合同誌は初めてで緊張感が凄いです（笑）エロ無しグロ無しは難しくて、力不足を感じました……！

        　始めは可愛い純愛を書こうと思っていたのに、気づけばホラー寄りの共依存になってしまいました。

        　ただヤンデレちゃんがとろとろに溶かしていく百合が大好きなので、そういうのを書けて満足出来ました！

        　それと宣伝失礼します。

        　小説家になろうにて【私のママになってと告白したら、異世界でママが出来ました】を書いています。異世界母子百合ファンタジーバトル物です、良かったら見て下さい！

        　それでは！　他の方々の作品も沢山あるので是非皆さんの感想をよろしくお願いします！


        　各三話／みょんみょん

        　

        　母娘百合アンソロジー、参加させて頂きありがとうございます。普段から母娘百合、双子姉妹百合、ヤンデレ両依存百合、従姉妹年齢逆転百合など……９割ギャグなインモラル百合を書いてる変人です。今回は母娘百合アンソロという大好物な素敵企画があると聞き、居てもたっても居られずに飛び込ませて頂きました。

        母娘百合……本来なら尊く美しいものを仕上げたかったのですが。全話『これ、尊いか……？』と首を傾げられるレベルのコメディちっくに仕上げてしまいました……何故だ。ともあれ笑って楽しんで頂けたなら嬉しく思います。


        　人造の天国で逢えるのなら／雨宮桜花

        　

        　初めまして。今回、母娘百合アンソロジーに参加させて頂いた雨宮桜花と申します。まずは作品を発表する機会と編集の労を取ってくださったLilium Anthems様、共に作品を寄せる参加者の皆様、そして手に取って頂いた読者様に御礼申し上げます。

        　アンソロのメインテーマである菊花は全く出てこず、締切は破るわ文章は短いわ、挙句にやたら纏まりがなくて込み入った作品になってしまいました。書き手としても消化不良の感はありますが、ともかく好きな人の側にいたい、だけれどその人は苦しんでいたのではないか……そんな葛藤に主人公共々苦しんで考察して頂ければ幸いです。

        　普段はもう少しライトな長編現代学園百合ファンタジー「その翼は誰がために　Rites of Maiden」を中心に、手広く書いております。作者Twitter(@AmamiyaOuka)で投稿作品を纏めておりますので、こちらもよろしければご覧ください。

        　改めてご笑覧頂き、ありがとうございました。　

        　


        「アスヴィンの山に生きる」　月掻

        　

        　人里離れた地で母と娘が二人で暮らしている、というシチュエーションが大好きで、そんな話を作りたいと思って書きました。色々パターンを考えていたら、めちゃくちゃ遅刻しました。本当にすみません…

        ちなみに、舞台設定は架空の世界と時代ですが、現実に存在する生物なども登場しています。


        　Lilium Anthems

        　

        　母娘百合がいっぱいだ!!

        　

        　おはこんにちばんは。Lilium Anthemsです。

        　いきなり本題。今回の母娘百合アンソロはいかがでしたか？

        　菊花の宴をテーマに進む親子の愛想、Lilium Anthems。

        　ここでは語り尽くせぬ、業深なたくさんの作品を出してくださったみょんみょんさん。

        　かわいいママとイケメン娘がいちゃいちゃするれんキュンさん。

        　日常の中にある心地の良い、けれど等身大な物語のおしゃれなもなかさん。

        　一気読みしてしまうリズムのディストピアファンタジー、雨宮桜花さん。

        　まるで映画のようなリアルな描写と緊張感、月掻さん

        　みなさんそれぞれの形で描いていただいて。とても楽しませていただきました。

        　母娘百合の良さを語るのも一興――ですが、少しばかり私事を。

        　このアンソロ企画もいよいよ五作目。さらなる広がりを求めて広告をかけた結果、違反報告がされてしまいました。KindleがR18指定だったのが問題だったようです。無知の極みですね。みなさまにはご迷惑をおかけします。

        　さて、ならばこの企画に障害があるのかと問いますと「あまりない」というのが現状でございます。

        　というのも、こちらのアンソロジー。ツイッターの拡散という点においてあまり意味を成しておらず、アマゾン内の既読ページ数とツイッターのエンゲージメントが比較しておりません。ですので、踏ん切りがつきました。

        　ツイッターでのアンソロ参加募集はもちろんしていきますが、これからは少し形を変えたアプローチをしていくかと思われますので、ぜひとも応援よろしくお願いします。

        　母娘百合のため、奔走して参りますのでこれからも温かく見守っていただけるとうれしいです。

        　

        　Lilium Anthemsより、みなさまに愛を込めて。
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